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第1.2版

参考書 しつけ方教室

評価方法・基準 出席率10％　授業ノート10%　授業の取り組み方10%　ハンドリングテスト70％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

ハンドリングテスト ハンドリングテスト

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

特になし

教科書・テキスト しつけ方教室

行動の連鎖　バックチェイニング（アジリテイのタッチ障害・マットトレーニング
の応用）

行動の連鎖（アジリテイ・ドッグダンス）

ハンドリングテストの練習 ハンドリングテストの練習

ハンドリングテストの練習 ハンドリングテストの練習

号令の使い方と理解のさせ方　おすわり・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて ゲーム発表のリハーサル

クリッカートレーニング（マットトレーニング・ターゲットトレーニング） ゲーム発表のリハーサル

行動の連鎖　バックチェイニング（アジリテイのタッチ障害・マットトレーニング
の応用）

ゲーム発表のリハーサル

4つのD（理論で作ったトレーニングの計画表に沿って距離を伸ばす）おすわ
り・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて

行動形成のバリエーション（ルアー・キャッチング・物理的）

4つのD（理論で作ったトレーニングの計画表に沿って報酬の配分を使い分け
る）おすわり・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて

JAHAマナーチャレンジの受験内容の練習

お手入れの応用（歯磨き・ストレスを軽減させる方法） JAHAマナーチャレンジの受験内容の練習

HELMの計画表を作成し、実際にやってみる。変更と考察
4つのD（理論で作ったトレーニングの計画表に沿って刺激の中でトレーニング
する）おすわり・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて

校外散歩（HELMの一環で犬の散歩の計画をもとに実際に散歩に行く）
4つのD（理論で作ったトレーニングの計画表に沿って刺激の中でトレーニング
する）おすわり・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて

4つのD（理論で作ったトレーニングの計画表に沿って時間を伸ばす）おすわ
り・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて

報酬の与え方の応用とマネージメントの仕方

犬の習性行動学と学習理論の融合。実際のトレーニングで応用できるようになる。ゲームの計画と発表を通じてコミュニケーションの技術を身につける。

授業計画（テーマ・内容）

オリエンテーション（授業の準備・犬の担当決と犬の性格を見極める） オリエンテーション（授業の準備・犬の担当決と犬の性格を見極める）

HELMの計画表を作成する
4つのD（理論で作ったトレーニングの計画表に沿って刺激の中でトレーニング
する）おすわり・ふせ・ヒールで歩く・おいで・まて

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Dog Training Ⅱ
授業形態

講師名

実務経験概要
トレーニング教室20年開催
行政のしつけ方教室を担当

JAHA家庭犬しつけインストラクター認定トレーナー

授業の概要・目的

犬のトレーニングの基礎から応用と実践。犬の飼養管理について自分で計画が立てられるようにする。4つのDを使った犬のトレーニングの計画を立てる（時間を伸ばす・距離を
伸ばす・刺激の中での強化）行動の細分化と連鎖の方法（ドッグダンス・ハンドリングテスト・アジリテイなど）犬が言うことを聞かない時の対処方法。コミュニケーション技術。家庭
犬のしつけ教室に向けたゲームの計画と発表。

120 (8)

授業科目名 アニマル・トレーニング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 ドッグトレーニング演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年
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参考書 家庭犬のしつけ教室

評価方法・基準 出席率10％　授業ノート10%　授業の取り組み方10%　ハンドリングテスト70％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

答え合わせと質疑応答 答え合わせと質疑応答

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

教科書・テキスト 家庭犬のしつけ教室

トレーニングの計画を立てる（集中の為のトリック) マナーチャレンジに向けてのトレーニングの計画

前期まとめ 後期まとめ

筆記試験 筆記試験

YESTRAIN　前半 発表会のリハーサル

トレーニングの計画を立てる（YESTRAIN計画の作成) 発表会の反省と検討会

トレーニングの計画を立てる（犬が従わない時とその実際) マナーチャレンジに向けてのトレーニングの計画

トレーニングの計画を立てる（HELMの検討) 罰の使い方

トレーニングの計画を立てる（4つのDの計画の作成・復習) NSRの使い方

トレーニングの計画を立てる（4つのDの計画の作成) 発表会・おしらせ・プログラムの作成

準備するものを決定する（役割分担・準備物一覧表作成など） コミュニケーション技術（準備物の決定）

トレーニングの計画を立てる（犬種の特徴と予測) コミュニケーション技術（役割分担と担当決め）

トレーニングの計画を立てる（HELMの表の作成) YESTRAIN　後半

顧客管理ができる。お預かり犬の管理ノートと計画表を作成できるようになる。コミュニケーション技術の向上として実技発表会のシナリオ作成。犬のトレーニングの応用と実践。
問題行動への対応の仕方を学ぶ。

授業計画（テーマ・内容）

お預トレーニングの目的と計画の進め方・接客の心得・トレーニングファイル
作成

コミュニケーション技術（伝え方）

接客の実際・トレーニングファイルの作成 コミュニケーション技術（発表内容を決める）

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Theory of Training Ⅰ
授業形態

講師名

実務経験概要
トレーニング教室20年開催
行政のしつけ方教室を担当

JAHA家庭犬しつけインストラクター認定トレーナー

授業の概要・目的

お預トレーニングを通じて、顧客の管理の方法や、お預かりした犬の管理ノートの作成をすることで責任感を持てるようにする。また、コミュニケ^しょんの技術の向上、仕事の分
担などができるようになる。引き続き　HELM　4つのDの計画を一から作り上げる。YESTRAINを学び犬の問題行動への対応の仕方を学ぶ。

60 (4)

授業科目名 アニマル・トレーニング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トレーニング理論　Ⅰ
開講年度 2

開講期間 通年
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参考書 なし

評価方法・基準

基礎点６０点。イベントの完成度を40点満点で評価（欠席者は０点）。合計１００点満点。そこから下記行為に定められた点数を反映。欠席＝5点減
点、遅刻早退＝2点減点。提出物の提出日を過ぎた＝5点減点、提出物の不提出＝10点減点。他、授業に関係のない行為が続く場合、イベント中
に意味なく部署を離れた場合はその頻度により1～20点の減点（頻度と内容による）。　積極的な行動が見られたら1～20点の加点（頻度と内容によ
る。結果失敗でも構わない）。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

自分たちでわんわんおさんぽ塾を企画運営しよう！④
実際に「わんわんおさんぽ塾」を運営する。

実演～愛犬あるあるカルタの大会を作り出そう③

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

原則としてなし

教科書・テキスト なし

ポスター・チラシ②「何パターンも下描きを」
ポスターやチラシをざっくりで良いので５枚作ってみよう！
わんわんおさんぽ塾のブログを書く。

実演～ＷｅＡｒｅＥＣＯの出店イベントを制作しよう④
制作物、備品チェック、スタッフの行動管理表など準備の完了。

自分たちでわんわんおさんぽ塾を企画運営しよう！②
備品管理表の作り方。わんわんおさんぽ塾のブログを書く。

実演～愛犬あるあるカルタの大会を作り出そう①

自分たちでわんわんおさんぽ塾を企画運営しよう！③
スタッフ行動表の作り方。

実演～愛犬あるあるカルタの大会を作り出そう②

立て看板②「実際に書いてみる」
立て看板の内容を書いてみよう

実演～ＷｅＡｒｅＥＣＯの出店イベントを制作しよう①
内容の発案～ざっくりとした内容の決定

自分たちでわんわんおさんぽ塾を企画運営しよう！①
企画書を作る。ブログの書き方（できること発信ではなく、望まれていること発
信）。

実演～ＷｅＡｒｅＥＣＯの出店イベントを制作しよう②
内容を詰め、確定させる。企画書のフォーマットを埋める。

ポスター・チラシ①「ポスターやチラシは企画書×立て看板」
企画書の内容を、立て看板の流れで作ればポスター・チラシになる。
わんわんおさんぽ塾のブログを書く。

実演～ＷｅＡｒｅＥＣＯの出店イベントを制作しよう③
チラシ、ＰＯＰなどを作成。

企画書②「見やすい企画書」
企画書の体裁の整え方。付属書類について。

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう⑥「分科会・最終確認」
イベントを開催するにあたって準備ができているかを各パートでチェック。

イベントスタッフを体験しよう！①わんわんおさんぽ塾 ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう⑦「本番」

立て看板①「目を引き、読ませて、背中を押す」
立て看板の目的と効果的な使い方。

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう⑧「本番」

３分セミナーの模擬演習③　「台本の作成と腹式呼吸」
セミナーの台本の作成。腹式呼吸の練習方法。

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう③「必要な準備」
予約の受け方、データ管理、説明書、地図、備品表、スタッフ配置表の作成

３分セミナーの模擬演習④　「３分セミナー演習」
３分セミナーを実際にクラス内で行い改善点を探る。

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう④「制作」
ＰＯＰ、当日必要な資料を作り始める。

企画書①　「企画書の基本」
企画書は何のために？　５Ｗ２Ｈを満たす企画書を作る。

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう⑤「制作」
ＰＯＰ、当日必要な資料を完成させる。

　小規模のイベント（商品説明会、ドッグスポーツのミニ体験会など）を自分で企画運営できるようになること。

授業計画（テーマ・内容）

授業の主旨の説明。到達目標の共有。
３分セミナーの模擬演習①　「基本的な説明の構成」
お題発表、セミナーの構成の基本（テーマの設定、ネタ集め）

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう①「初心者向けの練習方
法」
ドッグスポーツ・エクストリームの初心者向けの練習方法を学ぶ。

３分セミナーの模擬演習②　「すべてはテーマのために」
サブテーマの設定（ネタを３～４グループに分ける）。
説得力を持たせる演出の方法。

ドッグスポーツ・エクストリームの体験会を開催しよう②「インストラクター」
飼い主のモチベーションを上げる、愛犬への愛情を増す、正しく伝える方法。
自分がやることと、他人を指導することの違いを学ぶ。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Dog Event Planning
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

　一般の飼い主対象のイベントを学生主体で企画、運営する。
　イベント企画を通じて、情報収集能力、現実の犬と飼い主の姿、犬及び飼い主の扱い、仕事の進め方、
　インストラクターとしての所作、飼い主のやる気・愛犬への愛情を引き出す方法を身につける。

60 (4)

授業科目名 アニマルビジネス 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 イベント企画
開講年度 2

開講期間 通年
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授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業時書き留めるノートをもとに整理しまとめ、適宜与える課題などに備える

教科書・テキスト なし

第1.2版

参考書 授業内で適宜紹介する

評価方法・基準 筆記試験70％・その他（課題・出席率・授業内評価）30％　・　最高評価点数100

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

ペットアロマ・基材の種類と使い分け 犬の反射区

前期試験 後期試験

学期の統括・まとめ 学期の統括・まとめ

ペットアロマ・英式と仏式の違い ペットマッサージ・年代別応用

ペットアロマ・体質判断 シニアケアについて

ペットアロマ・精油の選び方、取扱上の注意点 温熱療法について

犬の食事・犬の手作り食・よくある疑問や留意点 ペットマッサージ・　リンパマッサージについて

犬の食事・手作り食の食材の特徴と選び方 ペットマッサージ・　リンパマッサージの実践

犬の食事・カロリー計算・レシピを考える ペットマッサージ・症状別ツボの活用法

犬の食事・ペットフード安全法・ペットフードの表示 ペットマッサージ・マッサージに必要な骨格、筋肉に関する知識

犬の食事・ペットフードの表示・ペットフードの選び方 ペットマッサージ・　効果と注意点

犬の食事・犬の栄養バランスと手作り食 ペットマッサージ・　基本手技

犬の食事・東洋医学的な体質判断と食材について ペットマッサージ・　東洋医学の考え方とツボ

ナチュラルケアの啓蒙普及目的とする「CACIOコンパニオンアニマルケア国際機構」協会を
母体とする複数の協会にて、認定講師として飼主様やペット関係従事者様に向けた講義やイベントを１０年以上実施。

授業の概要・目的

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）についての理解を深め、自分に何が出来る事、また飼主さまに提案出来る事を考え、オーナーへのサービスの一環として、説明実
践出来る様な知識と技術を修得する。

授業計画（テーマ・内容）

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）とは ペットマッサージ・　総論・ナチュラルケアが注目される理由

犬の食事・犬にとっての理想の食事は何か ペットマッサージ・　西洋医学と東洋医学の違いと融合

60 (4)

代替療法であるペットマッサージや犬の食事・ペットアロマに対して、オーナー様への適切なアドバイスやサービスを出来る様になる。　また自身のスキルの一つとして、出来る
範囲でケースに応じたナチュラルケアを活用出来る様になる。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Natural Care
授業形態

講師名

実務経験概要

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 ナチュラルケア
開講年度 2

開講期間 通年
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授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 オープンキャンパス 開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Open Campus 授業形態 30 (2)

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

企画実行や予算管理をし、役割分担を決め、人と協力して作業することの大切さを学ぶ
また、準備段階からイベント終了までの期間を通し、協調性・コミュニケーション力・接遇を学ぶ

到達目標

イベントを成功させ、予算管理も含め満足度や達成感を味わう

授業計画（テーマ・内容）

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

総括
次年度の申送り書作成

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポート課題

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 スポーツフェスタ 開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Sports Festa 授業形態 30 (2)

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

競技種目の選定、ルール作り、各種備品等を学生が主体となり実行委員会を設けて企画実行することで人との関わりを学び、協調性・団結力を養う
当日までのカラダ作り期間を実施することで体力強化ができる

到達目標

個人ではなくクラスというチームでの達成感を味わう
チームで一つの目標に対して努力することで人間関係の関わり方を学ぶ

授業計画（テーマ・内容）

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポート課題

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トリミング演習ⅠB
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Grooming ⅠB
授業形態 180 (12)

グルーミング犬種で学生のスキルチェック・グルーミングドールブラッシング 全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

カット犬の数を少しずつ増やしていき、１～２名で一頭を３コマ以内に仕上げられるようにする。ベーシック作業の確実性と大まかな形やバランスをマスターする。また、トリミング
に興味を持ち、楽しさを知ってもらい、自分から積極的にトリミング実習に取り組む姿勢を作る。

到達目標

２年次の間に一人で一頭のトリミングが出来るようになる事。トリミング演習を楽しんでもらえるようになる事。

授業計画（テーマ・内容）

マルチーズ・シーズー・ヨーキー　モデルグルーミング、　グルーミングドール
ブラッシング

ミニチュアシュナウザーモデルグルーミング・グルーミングドールカット

テディーベアモデルグルーミング・グルーミングドールカット 全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

２人で一頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

２人で一頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

ポメラニアン・クマさんカットグループモデル　２～３人で一頭をトリミング 各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

２人で一頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

２人で一頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

プードルケネルクリップのモデルグルーミング・グルーミングドールカット 各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

１～２人で一頭のカット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コント
ロール

各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

１～２人で一頭のカット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コント
ロール

１人１頭で３コマ以内に仕上げる

１～２人で一頭のカット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コント
ロール

グルーミングドールカット仕上げ

１～２人で一頭のカット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コント
ロール

１人１頭で３コマ以内に仕上げる

総括・授業内評価・出欠・提出物・授業態度 総括・授業内評価・出欠・提出物・授業態度

全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール １人１頭で３コマ以内に仕上げる

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト

参考書

評価方法・基準 授業内評価・ベーシックの確実性・カットバランス・スピード・犬のコントロール・出欠・提出物・授業態度



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トリミング演習ⅠA
開講年度 2

開講期間 通年

180 (12)

２年次の間に一人で一頭のトリミングが出来るようになる事。トリミング演習を楽しんでもらえるようになる事。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Grooming ⅠA
授業形態

講師名

実務経験概要

プードルのテディーベアのグループモデル　　３～４人で１頭をトリミング ミニチュアシュナウザーのグループモデル　　３～４人で１頭をトリミング

トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

カット犬を少しずつ増やしていき、１～２名で一頭を３コマ以内に仕上げられるようにする。ベーシック作業の確実性と大まかな形やバランスをマスターする。また、トリミングに興
味を持ち、楽しさを知ってもらい、自分から積極的にトリミング実習に取り組む姿勢を作る。

授業計画（テーマ・内容）

グルーミング犬種で学生のスキルチェック・グルーミングドールブラッシング 全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

サマーカットのグループモデル　３～４人で１頭をトリミング 全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

２人で１頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

２人で１頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール

２人で１頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

模擬検定　３～５限

２人で１頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

Ｂ級検定　２～５限

２人で１頭のカット。全体の形とシザーリングの練習・ベーシックのスピード
アップ

各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

プードルケネルクリップのグループモデル　　３～４人で１頭をトリミング 各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

１～２人で１頭カット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コントロー
ル

各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

１～２人で１頭カット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コントロー
ル

各部の細かい形と繋がり。バランスとスピードアップ

１～２人で１頭カット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コントロー
ル

１人１頭で３コマ以内に仕上げる

１～２人で１頭カット。各部の形とそれぞれとのつながりとバランス・コントロー
ル

１人１頭で３コマ以内に仕上げる

総括・授業内評価・出欠・提出物・授業態度 総括・授業内評価・出欠・提出物・授業態度

全体のバランスとスピードアップ・犬のコントロール １人１頭で３コマ以内に仕上げる

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

教科書・テキスト

第1.1版

参考書

評価方法・基準 授業内評価・ベーシックの確実性・カットバランス・スピード・犬のコントロール・出欠・提出物・授業態度

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 ＪＫＣ最新犬種標準書

評価方法・基準 筆記試験・出欠・提出物・授業態度で評価します

総括 総括

振り返り 振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

美容の目的、ベイシック、ベイジング、ドライングの正しい作業と結果と目的 ワイヤーフォックステリアのスタンダードとトリミング理論

グルーミングテキスト・教本を使っての勉強 グルーミングドールのブラッシング

グルーミングテキスト・教本を使っての勉強 スコティッシュテリア・ウエストハイランドテリアのスタンダードとトリミング理論

プードルマンハッタンクリップの理論 ショーの見かた・ドッグショーを見る時の注意点と、ドッグショーの仕組み

プードルケネルクリップのモデルグルーミング
クリスマスカード作り・学校でお世話になっているワンちゃんにクリスマスカード
を送ります

プードルボレロマンハッタンクリップの理論
クリスマスカード作り・学校でお世話になっているワンちゃんにクリスマスカード
を送ります

ポメラニアンのクマさんカット、ライオンカット プードルバラエティー・プードルの様々なカットのトリミング理論②

ポメラニアンのクマさんカットのモデルグルーミング プードルバラエティー・プードルの様々なカットのトリミング理論③

プードルケネルクリップの理論 Ｂ級検定

マルチーズ・シーズー・ヨークシャーテリアのサマーカット ミニチュアシュナウザーのモデルグルーミング

テディーベアカットの理論 アメリカンコッカー・イングリッシュコッカーのスタンダードとトリミング理論

道具の取り扱い・道具の使い方の見直しと、道具の手入れ方法 プードルバラエティー・プードルの様々なカットのトリミング理論①

マルチーズ・シーズー・ヨークシャーテリアのスタンダードとサマーカット ミニチュアシュナウザーのスタンダードとトリミング理論

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

一般的な犬種のスタンダードやカット法を理論的に写真やイラストも使って説明します。また実際の犬を使ってのモデルグルーミングなどを通じて、理論と実践を結び付け、トリミ
ング演習に繋げられるように目でも覚えてもらうようにします。犬種それぞれのスタンダードや個々の体形、特徴、オーナー様の注文によって変わるトリミング法の特徴や目的を
知り、理想の仕上がりを、先ずは理論の上で理解してもらいます。

到達目標

新しい犬種をトリミングする時に、テキストを見ながらでも仕上げられるように、また、分からないときに参考になるように学び、最終的にはテキストを見なくても正確にトリミングが
できるようになる事。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トリミング理論Ⅰ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Theory of Grooming Ⅰ
授業形態 60 (4)



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト 授業中に適宜紹介する。

参考書 該当なし。

評価方法・基準 提出物50％、出席率50%

前期授業の振り返り 後期授業の振り返り

前期の総括 後期の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

猫種について学ぶ④ 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

猫種について学ぶ⑤ 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

猫種について学ぶ⑥ 卒業進級制作展の運営

業界の識者による講演 卒業進級制作展の準備：役割分担の調節・発表内容の打ち合わせ

業種・職種等について 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

猫種について学ぶ③ 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

学園祭の企画・運営：学園祭での実施内容・役割分担などについて打ち合わ
せをする。

スポーツフェスタの企画・運営：スポーツフェスタにおける役割分担・競技種目
などについて打ち合わせを行う。

業界の識者による講演 ビジネスマナー（身だしなみ・訪問のマナーなど）

業界の識者による講演 ビジネスマナー（メール・手紙など）

時間割の解説：開講科目の位置づけ、各科目の開講意義などにつて解説す
る。Wメジャーカリキュラムの説明。

履歴書の作成

猫種について学ぶ① 面接の受け方

猫種について学ぶ② ビジネスマナー（敬語・挨拶・名刺交換など）

大阪ECOで学ぶにあたって：成績評価、単位認定、公認欠席、休講、年間ス
ケジュールについて学生便覧などを用いて説明する。

合同企業説明会について

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

本授業では、時間割の構成、成績、単位認定などについて理解するとともに、目指す業界に就職するために社会人基礎力を養うことを目的とする。また、就職セミナー、業界の
識者による講演、業界の視察、各種イベントの計画・準備等を通じて、ペット業界へ就職を目指すものとして必要な教養やビジネススキルを身につける。さらに、さらに1年間の学
修の成果をまとめる。

到達目標

学校の諸ルールについて理解する。業界のジャンルや動向について説明できるようになる。就職活動における基本的な心構え、最低限のビジネスマナーを習得する。卒業進級
制作展における進級発表物を製作し、1年間かけて学んできたことの要点を説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 エコ教養Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Human studyⅡ
授業形態 60 (4)
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3 18

4 19

5 20

6 21
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8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 業界研修 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 キャリア・セミナーⅠ
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Seminar fot Job Hunting Ⅰ
授業形態 30 (2)

導入：本科目の目的と、授業計画の解説。通過点であることの確認。

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

教育を受ける「受け身」の体制から、自立し、「仕事をする」能動的な立場への大転換期を受講者全員が理解し、自ら（能動的に）行動できるようにする。そのために、まず自分の
理解（自己分析）から始まり、社会（とのつながり）の理解、そして目指す業界や企業の理解を深める。クラス内でのワークショップなども行い、クラスをグループ（人の集まり）から
チームのような形を目指す。

到達目標

最終学年で具体的に行う「就職活動」へ向け、クラス全員が「就活を楽しみ」と考えられるようにする。

授業計画（テーマ・内容）

就職するということは？社会について：各人にとって「働く（お金を稼ぐ）」意義
目的の確認・共有。学生から社会人へ、学校という組織と社会のしくみについ
て。

専門学校生とは：「今までの学校」～「専門学校」の選択を振り返る。

自己分析について：過去の棚卸と自己ＰＲを見つける。得意な科目や、習得
に努力している知識・技術の明確化を行い、自らの強みを明確化する。

動物（ペット）業界の研究：ペットビジネスの市場規模、歴史、業種、職種の理
解。

動物（ペット）業界のこれから：過去１０年を振り返り、５年先を考える。ペット飼
育頭数の減少や「人口減」についての理解。求められる人材・人物像を明確
化する。

企業研究：企業研究の方法とポイント、選び方。例えば動物病院の場合、規
模で分類する方法や診療内容での分類方法などについて。

先輩から学ぶ：動物病院勤務の先輩を迎え、就活のポイントや経験（失敗・成
功）談から学ぶ。

就活の流れ：専門学校生（本校）の就活の流れとスケジュールについて。SNS
に潜む危険性について。

履歴書（エントリーシート）について：必要性の理解と自己分析に基づく学校指
定履歴書への反映。

ビジネスマナーについて：敬語やビジネスマナーの実際。

就活における筆記試験：ＳＰＩ・一般常識・計算問題・四字熟語・ペットの食材に
ついてなど。

コミュニケーションの基本：ペアで学ぶことと、グループでの共有、プレゼン
テーションの必要性。

グループからチームへ：人の集まりから、同じ理念を共有し目標をそれぞれの
立場で設定。ベクトルを合わせる必要性の理解。

まとめ

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。またＳＵＣＣＥＳＳ ＦＩＬＥにプリントやレポートをファイルし適宜見返すこと。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト ＳＵＣＣＥＳＳ ＮＯＴＥ（大阪ＥＣＯオリジナル）、プリントなど

参考書 とくになし

評価方法・基準 選択、記述を合わせた筆記試験を行い、５０点満点とする。また授業への出席率を５０点満点（＝１００％）とし、合計を評価点数とする。



2020 配当年次
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授業科目名 動物飼養管理 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 繁殖と遺伝
開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Breeding
授業形態 30 (2)

繁殖とは何か

講師名

実務経験概要 獣医師（行動分野診療。問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等）

授業の概要・目的

繁殖に関わる形態機能学を学び、妊娠・分娩と新生児の管理、遺伝学の基礎知識を習得する。

到達目標

繁殖に関わるしくみを理解し、正しい繁殖と新生児の管理の知識と技術を伝えることができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

生殖器の形態機能

繁殖季節と性成熟について

犬の繁殖生理

犬の性周期

犬の性周期とホルモンの関係

犬の交配適期

猫の繁殖生理

犬猫の不妊手術の利点と欠点

犬と猫の交尾様式と妊娠診断

分娩と介助

新生仔の健康チェックポイント　仔犬・仔猫の成長とケア

遺伝性疾患について①

遺伝性疾患について②

前期学習内容の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 動物看護コアテキスト/ファームプレス

評価方法・基準 筆記試験および授業態度等から総合的に評価する
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授業科目名 進級研究 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 進級研究 開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Promotion Study 授業形態 60 (4)

進級研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

1年間で身に付けた技術や知識の集大成として進級研究に取り組み発表する
授業通して身につけた技術・知識を駆使し課題に取り組み、1年間の学びを振り返る

到達目標

進級制作展にて自身の取り組んだ成果を発表できるようになる。
1年間の学びを振り返ることで知識の再確認ができ、次年度の学習における目標設定が出来る。

授業計画（テーマ・内容）

テーマ決め①
今まで学んだ事を総括して深堀したテーマをディスカッションで探す

テーマ決め②
過去に発表されたり、研究された事例をPCで検索する

進級研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

進級研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

実践学習②
途中経過の報告とアドバイス

実践学習③
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表・報告

実践学習④
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表

まとめ
進級研究の発表に向けてまとめ作業

発表準備
PCのパワーポイント作成

発表事前準備
発表リハーサル・最終チェック

進級制作展

進級制作展ふりかえり

進級制作展についてまとめ

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 研究課題の発表

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 ビジュアルで学ぶ動物看護学、動物ナースのための臨床テクニック、動物病院検査技術ガイド、コンパニオンアニマルの内科疾患学入門・看護技術学、伴侶動物の臨床病理学など

評価方法・基準 評価の割合は、筆記試験５０％、実技試験４０％、各授業前の小テストの結果１０％で、最高評価点数を１００とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

毎回授業の最初に、前回行った授業内容に対する小テストを行うので、各授業の復習をしっかり行ってもらう。

教科書・テキスト なし

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。 前期、後期学習内容の振り返りを行う。

血液リンパ系の解説、採血、血液塗抹標本作成実習、塗抹標本の見方の説
明を行う。

麻酔前のリスク分類、術前検査、麻酔薬の解説、吸入麻酔法、吸入麻酔器の
解説、ﾚｽﾋﾟﾚｰﾀｰの使用法、人工呼吸法（バッギング）、麻酔モニタリング法を
行う。

血液疾患（貧血性疾患）について理解し、前期のまとめも行う。 後期まとめ

肝臓の解剖、機能、肝臓疾患、超音波による肝臓、膵臓の確認、血液検査に
よる肝機能検査を行う。

滅菌と消毒、ドレーピング法、手術準備法、清潔不潔の区別、糸の結び方を理
解する。

血液検査の解説、　採血時の保定方法、血液検査（CBC、血液生化学検査）
の解説と実習を行う。

術前準備、気管挿管、麻酔、覚醒の説明、無菌操作、手術着、有窓布のたた
み方、手袋装着法、術後の看護を理解する。

寄生虫と寄生虫疾患の解説、ズーノーシスの解説、糞便検査実習を行う。
生殖器系の解剖と生理、生殖器の疾患、繁殖生理について、避妊、去勢、子
宮蓄膿ビデオ、犬の腟スメアの実習を行う。

腎臓の解剖、機能、腎疾患の解説、尿検査法の解説、採尿法、尿カーテテル
法、尿検査実習、超音波による確認を行う。

内分泌系疾患の解説
（甲状腺機能低下症、亢進症、副腎皮質機能低下症、亢進症、
糖尿病疾患など）

歯と歯周疾患、口腔疾患の解説、歯科ビデオ、ハンドスケーリング実習を行
う。

神経系の評価法（ＤＶＤ）、神経障害部位の特定、神経系の検査を行う。

皮膚構造、皮膚病変、皮膚疾患の解説、皮膚検査法の解説、皮膚検査実習
（毛検査、テープ法、ウッドライト、真菌培養）を行う。

創傷のマネージメント、各部位における包帯法、腹帯の仕方、ロバートジョーン
ズ包帯法の実習を行う。

耳の疾患、耳垢検査、検査に必要な染色の種類と方法、顕微鏡の扱い方に
ついて理解する。

エコー検査の解説、エコー画像の解説、エコー検査時の保定方法、エコー検査
のデモ（腹部、心臓、眼、関節）を理解する。

眼の解剖、機能の解説、眼科疾患(白内障まで）、眼科検査方法、眼科検査実
習、点眼法、眼底検査（散瞳剤使用）を行う。

エコー症例解説、心電図検査の解説、心電図検査の保定を理解する。

全身検査とバイタルサインの授業、保定方法、体重測定、TPR、触診・視診・
聴診を行う。

薬の基礎知識（薬理総論）、薬の取り扱い方、薬包紙の使い方、分包器の使用
法、はかりの使用法などを理解する。

心臓疾患、聴診器の使い方、心臓と呼吸器の聴診法、心音テープによる学
習、身体検査の復習 超音波による心臓の確認を行う。

レントゲン検査の解説、レントゲン検査時の保定方法を行う。

Practice of Animal Nursing Ⅱ
授業形態

動物病院に勤務する上で、最低限身に付けておいてほしい獣医療知識の習得と、病院の日常業務や検査手技をスムーズに行えるようにする事が目標です。

授業計画（テーマ・内容）

オリエンテーション、将来の希望、避妊・去勢のビデオ説明、解剖の復習講義
を行う。

各種注射法、輸液の説明、血管留置の準備、輸液ライン作成、自動点滴装置
の取扱い、静脈留置法の実習を行う。

小動物臨床経験３５年

授業の概要・目的

動物看護師としての業務は多岐にわたり、病院での診察が行われるために様々な事を担当します。この科目では、１年次に行った事の復習も兼ねながら、学んだ知識や技術
を、よりスムーズに行えるように習得する事を目指します。動物病院以外のスタッフの場合でも、獣医療に関する知識や技術は、動物を扱う上で必ず役立つと思います。動物看
護師としての必要な基本的な知識、技術、検査手技の学習が目的です。

到達目標

実務経験概要

授業科目名 動物看護 開講学科 ペットスペシャリスト科

講師名

開講科目名

120 (8)

動物看護演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト 家庭犬のしつけ教室

参考書 家庭犬のしつけ教室

評価方法・基準 出席率10％　授業ノート10%　授業の取り組み方10%　ハンドリングテスト70％

ハンドリングテストの練習（ハウス・おいで・おすわり・ふせ・お手入れ・トリッ
ク）

マナーチャレンジの項目の練習

ハンドリングテスト ハンドリングテスト（マナーチャレンジ）

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

トレーニングの実際（トリック・クリッカートレーニング） マナーチャレンジの項目の練習

ハンドリングテストの練習（ハウス・おいで・おすわり・ふせ・お手入れ・トリッ
ク）

マナーチャレンジの項目の練習

ハンドリングテストの練習（ハウス・おいで・おすわり・ふせ・お手入れ・トリッ
ク）

マナーチャレンジの項目の練習

トレーニングの実際（おいで） 発表の部分リハーサル／発表内容に合わせた犬のトレーニング

トレーニングの実際（おすわり・ふせ） 発表の部分リハーサル／発表内容に合わせた犬のトレーニング

トレーニングの実際（おていれ・歯磨き・足ふき） 発表会

トレーニングの計画を立てる（4つのD） お預トレーニング（HELM・4つのDの計画・YESTRAIN・トリック)

トレーニングの実際（ハウストレーニング・アイコンタクト・ハンドターゲット）
お預トレーニング（HELM・4つのDの計画・YESTRAIN・トリック・発表内容の検
討)

トレーニングの実際（お手入れの練習　ブラッシング） お預トレーニング（HELM・4つのDの計画・YESTRAIN・トリック・発表の練習)

お迎えの手順・準備物・コミュニケーション技術 お預トレーニング（HELM・4つのDの計画）

お預かり開始　トレーニングの計画を立てる（HELM） お預トレーニング（HELM・4つのDの計画）

トレーニングの計画を立てる（HELM） お預トレーニング（HELM・4つのDの計画・YESTRAIN)

オリエンテーション（お迎えの手順・準備物・コミュニケーション技術） お預かり開始　トレーニングの計画を立てる（HELM）　準備確認

講師名

実務経験概要
トレーニング教室20年開催
行政のしつけ方教室を担当

JAHA家庭犬しつけインストラクター認定トレーナー

授業の概要・目的

お預トレーニングを通じて飼い主様とのコミュニケーション向上や、技術の向上、安全管理に関しての責任感やを身につけ、実務に対しての達成感や楽しさを経験させる。預ト
レーニングの準備と実際。新しい担当犬に対してのトレーニングファイルと計画表を作成した通りに行う（HELM/4つのD/YESTRAIN)　飼い主さんとのコミュニケーションの取り
方。トレーニングの技術の向上。トレーニング技術発表の計画と開催。

到達目標

預トレーニングの準備と実際。新しい担当犬に対してのトレーニングファイルと計画表を作成した通りに行う（HELM/4つのD/YESTRAIN)　飼い主さんとのコミュニケーションの取り
方。トレーニングの技術の向上。トレーニング技術発表の計画と開催。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 アニマル・トレーニング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 ドッグトレーニング演習Ⅲ
開講年度 3

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Dog Training Ⅲ
授業形態 120 (8)



2020 配当年次

講義 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト 家庭犬のしつけ教室

参考書 家庭犬のしつけ教室

評価方法・基準 出席率10％　授業ノート10%　提出物（レポート課題）10%　筆記テスト70％

筆記テスト 筆記テスト

答え合わせと　質疑応答 答え合わせと　質疑応答

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

トレーニングのABC ゲーム発表のリハーサル

犬が指示に従わない時　理解できていない場合 ゲームの発表と結果報告・反省会

前期まとめ 後期まとめ

バックチェイニング ゲーム発表の担当決め・準備（道具・物品）

トレーニングのABC ゲーム発表の準備

行動の連鎖 ゲーム発表のリハーサル

校外散歩の計画を立てる ゲームの計画の実際

担当犬のトレーニングの計画を作る（4つのD)　作り方　まとめ 行動の細分化・行動の連鎖・トレーニングのABC 応用

行動の細分化　基礎 4つのDの計画の練り直し・検討会

担当犬のトレーニングの計画を作る（4つのD)　作り方　距離 4つのDを使ったトレーニングの計画の立て方　刺激への応用

担当犬のトレーニングの計画を作る（4つのD)　作り方　時間 4つのDを使ったトレーニングの計画の立て方　4つのDまとめ

担当犬のトレーニングの計画を作る（4つのD)　作り方　報酬の配分 ゲームの計画の実際

担当犬の1次性強化子表とHELMの表を作成する 家庭犬のしつけ教室で行うゲームの目的と作り方

講師名

実務経験概要
トレーニング教室20年開催
行政のしつけ方教室を担当

JAHA家庭犬しつけインストラクター認定トレーナー

授業の概要・目的

犬の飼い方やトレーニング方法を理解し、計画を立てることによって、将来プロとして計画したり、アドバイスできるようにする。HELMを使って犬の飼養管理の計画表を作る。4つ
のDを使って犬のトレーニングの計画表を作成する（おすわり・ふせ・おいで・ヒールで歩く）。家庭犬のトレーニングテストの目的の理解とそのトレーニングの計画を立てる。家庭
犬向けのしつけ教室で行うゲームの作成と発表の企画をする。行動の連鎖とその応用について。犬が言うことを聞かない時の対処法と計画を立てる。

到達目標

HELMを使って犬の飼養管理の計画表を作る。4つのDを使って犬のトレーニングの計画表を作成する。家庭犬のトレーニングテストの目的の理解とそのトレーニングの計画を立
てる。家庭犬向けのしつけ教室で行うゲームの作成と発表の企画をする。行動の連鎖とその応用について。犬が言うことを聞かない時の対処法と計画を立てる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 アニマル・トレーニング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トレーニング理論Ⅱ
開講年度 3

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Theory of Training Ⅱ
授業形態 60 (4)



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 アニマルビジネス 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 独立開業ゼミ 開講年度 3

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Seminar for Opening Own Business 授業形態 60 (4)

ペット業界の現状を知ることにより理解を深める 経営の基本③ペットショップ、ペットサロン経営の基本的考え方

講師名

実務経験概要
外資ペットフードメーカーに於ける輸入計画・販売計画の立案。企画販売およびセミナー開催・講演。
独立後ペット用品流通業界でのコンサルティング・販売促進を手掛けながら、自ら輸入ペットフードの販売や総合ペットショップを運営。

授業の概要・目的

経営の基本、マーケティングの基本、マネジメントの基本、物流と商流の基本、ディスプレイの基本を学習。
メーカー訪問・・・メーカーマーケティング/商品開発のレクチャー
卸企業訪問　・・・問屋マーケティング/物流業としての在庫から出荷までの流れのレクチャー。
模擬店出店　・・・学生自らがテーマ（コンセプト）を決めて、商品選定/POP/ポスター作製、陳列、接客販売を体験する。
独立開業の有無を問わず、業界人としてのスキルを身に着けることによって、社会人としての活躍の基礎となす。

到達目標

〇可能な限りの即戦力性の育成
〇自立性の育成

授業計画（テーマ・内容）

物流、商流とは何か。物流の在り方と重要性/問題点 会社設立のためのプランニング

日本の商習慣と業態別商流の問題点 マネジメントの基本①組織マネジメントとは

メーカーマーケティング（メーカー訪問）
マネジメントの基本②自己管理、部下の管理、目標設定と計画立案、アクションとレ
ビュー

卸業マーケティング（卸企業訪問）
マーケティングの応用①自己のペット業界における位置付けから考えるマーケティング。
美容、物販、訓練、カフェ、生体販売それぞれの角度から考える力を養う。

マーケティングの基本①価格ストラクチャーと粗利計算、商品知識
マーケティングの応用①自己のペット業界における位置付けから考えるマーケ
ティング。美容、物販、訓練、カフェ、生体販売それぞれの角度から考える力を
養う。

マーケティングの基本②ペットショップマーケティング
マーケティングの応用②ペット専門店のマーケティング。今後の国内専門店が目
指すべき方向を考え、どのようなマーケティングを行えば良いかを導き出す。

マーケティングの基本③ビジネスプラン/戦術（tactic）と戦略（strategy） 業界展示会見学（日本ウエイン株式会社を予定）

ディスプレイの基本①ディスプレイとは何か。そのセオリーと役割 ドッグイベントでの模擬店出店準備①　コンセプトと内容のプランニング

ディスプレイの基本②ディスプレイの応用（校外でのショップ見学） ドッグイベントでの模擬店出店準備②商品設定（ペット商事）

ディスプレイの基本③ペットショップディスプレイ（ペットコロニーくずは
店）

ドッグイベントでの模擬店出店準備③POP・ポスター作製

経営の基本①経営とは何か。会社とは何か。株主・役員・社員の役割 ドッグイベントでの模擬店出店④接客販売体験

経営の基本②マーケットに於けるペット業界の位置付けとその特殊性
WeareECO模擬店　コンセプトと内容の決定　商品選定（ペットコロニーくずは
店）

前期授業のまとめ WeareECO模擬店　POP、ポスター作製

振り返り 年間の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 前期/筆記試験　　　後期/実技評価
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授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 オープンキャンパス 開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Open Campus 授業形態 30 (2)

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

企画実行や予算管理をし、役割分担を決め、人と協力して作業することの大切さを学ぶ
また、準備段階からイベント終了までの期間を通し、協調性・コミュニケーション力・接遇を学ぶ

到達目標

イベントを成功させ、予算管理も含め満足度や達成感を味わう

授業計画（テーマ・内容）

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

総括
次年度の申送り書作成

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポート課題

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

演習 時間数（単位数）

1 16

2 17
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9 24
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14 29

15 30
総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポート課題

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

競技種目の選定、ルール作り、各種備品等を学生が主体となり実行委員会を設けて企画実行することで人との関わりを学び、協調性・団結力を養う
当日までのカラダ作り期間を実施することで体力強化ができる

到達目標

個人ではなくクラスというチームでの達成感を味わう
チームで一つの目標に対して努力することで人間関係の関わり方を学ぶ

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 スポーツフェスタ 開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Sports Festa 授業形態 30 (2)



2020 配当年次
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授業科目名 トリミング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トリミング演習ⅡA
開講年度 3

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Grooming ⅡA
授業形態 180 (12)

ベーシックを再確認し、苦手な作業の克服とスピードアップ スピード、バランス、チッピングを考慮し、その犬に合った仕上がりを目指す

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

犬の体形、毛質、毛量、要望を考え、スピーディーにバランスよく美しく仕上げる。犬の性質、気質、気持ちを察してあげながらコントロールし、ストレスをためないようにしてあげ
る。

到達目標

即戦力となるグルーミング、トリミングを身に付け、同時に犬に対する配慮と、その先にいる飼い主様に満足してもらえるトリマーを目指す。

授業計画（テーマ・内容）

マルチーズ、シーズー、ヨーキーのモデルグルーミング
２ＤＭと合同でします

スピード、バランス、チッピングを考慮し、その犬に合った仕上がりを目指す

犬のコントロールをマスターし、理想の仕上がりをイメージしながら、トリミング
する

スピード、バランス、チッピングを考慮し、その犬に合った仕上がりを目指す

犬のコントロールをマスターし、理想の仕上がりをイメージしながら、トリミング
する

苦手犬種の克服と、グルーミング、トリミングの確実性をアップする

犬のコントロールをマスターし、理想の仕上がりをイメージしながら、トリミング
する

苦手犬種の克服と、グルーミング、トリミングの確実性をアップする

犬のコントロールをマスターし、理想の仕上がりをイメージしながら、トリミング
する

苦手犬種の克服と、グルーミング、トリミングの確実性をアップする

犬のコントロールをマスターし、理想の仕上がりをイメージしながら、トリミング
する

苦手犬種の克服と、グルーミング、トリミングの確実性をアップする

犬の体形、毛質、毛量などを考え、バランスよく仕上げる 苦手犬種の克服と、グルーミング、トリミングの確実性をアップする

犬の体形、毛質、毛量などを考え、バランスよく仕上げる 仕上げの形とバランス、仕上がりの美しさのレベルアップと時間短縮を目指す

犬の体形、毛質、毛量などを考え、バランスよく仕上げる 仕上げの形とバランス、仕上がりの美しさのレベルアップと時間短縮を目指す

犬の体形、毛質、毛量などを考え、バランスよく仕上げる 仕上げの形とバランス、仕上がりの美しさのレベルアップと時間短縮を目指す

犬の体形、毛質、毛量などを考え、バランスよく仕上げる 総括・授業内評価・出欠・提出物・授業態度

総括・授業内評価・出欠・提出物・授業態度 仕上げの形とバランス、仕上がりの美しさのレベルアップと時間短縮を目指す

スピード、バランス、チッピングを考慮し、その犬に合った仕上がりを目指す ベーシック犬　　グループで複数頭のグルーミングをする

スピード、バランス、チッピングを考慮し、その犬に合った仕上がりを目指す 学生の飼い犬にカラーリングをします

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト

参考書

評価方法・基準 授業内評価・トリミングレベル・コントロール・スピード・出欠・提出物・授業態度
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授業科目名 トリミング 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 トリミング理論Ⅱ
開講年度 3

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Theory of Grooming Ⅱ
授業形態 30 (2)

ハンドリング・ドッグショーでの犬の扱いや、トリミングでの犬のコントロールな
どを学びます。

グルーミングテキスト・教本を使っての勉強

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

特殊な犬種のスタンダードとトリミング理論を学ぶ。また、グルーミングドールを使って普段できないカットを学んだり、プードルの党首なカットや、好きな犬種も本を制作することに
よって、トリミングや、色々な犬種をより深く学んでもらいます。また、動物看護、ドッグトレーナー、ペットサロンなど、様々なジャンルで必要となるトリミング技術、知識を実践でき
るように学びます。

到達目標

トリミング理論をよく知識の幅を広げる事で実践に通用する技術を身に付ける。また、様々な職場で即戦力として役立てることが出来るようになってもらいます。

授業計画（テーマ・内容）

ビジョンフリーゼのスタンダードとトリミング理論 グルーミングドールクレイン・ケネルからクレインにします

ベドリントンテリアのスタンダードとトリミング理論 グルーミングドールマンハッタン・クレインからマンハッタンにします

テリア・様々なテリアのスタンダードとトリミング理論
グルーミングドールボレロマンハッタン・マンハッタンからボレロマンハッタンに
します

テリア・様々なテリアのスタンダードとトリミング理論 グルーミングドール・ボレロマンハッタンを完全に仕上げます

テリア・様々なテリアのスタンダードとトリミング理論 Ａ級検定

基礎的獣医学・トリマーとして必要な犬の健康管理や対処法 Ａ級検定

プードルのショークリップの理論 ＪＫＣ公認犬種・ＪＫＣで公認されている犬種のスタンダード

全身ラップ・ロングな被毛の犬のラップ法 ＪＫＣ公認犬種・ＪＫＣで公認されている犬種のスタンダード

ＪＫＣ１０グループのグルーピング
クリスマスカードを作り・学校でお世話になっているワンちゃんにクリスマスカー
ドを送ります

猫の種類とスタンダード
クリスマスカードを作り・学校でお世話になっているワンちゃんにクリスマスカー
ドを送ります

猫の種類とスタンダード
総括・犬種別研究・好きな犬種の本を作ってもらい、プレゼンテーションをしま
す

総括 ダックスフンド、モデルグルーミング

振り返り
エクステンション・グルーミングドールにカラーリングとエクステンションを付けま
す

グルーミングテキスト・教本を使っての勉強
エクステンション・グルーミングドールにカラーリングとエクステンションを付けま
す

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 ＪＫＣ最新犬種標準書

評価方法・基準 前期は筆記試験　後期はグルーミングドールと犬種別研究で採点します・出欠・提出物・授業態度で評価します
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト 授業中に適宜紹介する。

参考書 該当なし。

評価方法・基準 提出物50％、出席率50%

前期授業の振り返り 後期授業の振り返り

前期の総括 後期の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

猫種について学ぶ④ 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

猫種について学ぶ⑤ 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

猫種について学ぶ⑥ 卒業進級制作展の運営

業界の識者による講演 卒業進級制作展の準備：役割分担の調節・発表内容の打ち合わせ

業種・職種等について 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

猫種について学ぶ③ 卒業進級制作展の準備：発表物の製作

学園祭の企画・運営：学園祭での実施内容・役割分担などについて打ち合わ
せをする。

スポーツフェスタの企画・運営：スポーツフェスタにおける役割分担・競技種目
などについて打ち合わせを行う。

業界の識者による講演 ビジネスマナー（身だしなみ・訪問のマナーなど）

業界の識者による講演 ビジネスマナー（メール・手紙など）

時間割の解説：開講科目の位置づけ、各科目の開講意義などにつて解説す
る。Wメジャーカリキュラムの説明。

履歴書の作成

猫種について学ぶ① 面接の受け方

猫種について学ぶ② ビジネスマナー（敬語・挨拶・名刺交換など）

大阪ECOで学ぶにあたって：成績評価、単位認定、公認欠席、休講、年間ス
ケジュールについて学生便覧などを用いて説明する。

合同企業説明会について

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

本授業では、時間割の構成、成績、単位認定などについて理解するとともに、目指す業界に就職するために社会人基礎力を養うことを目的とする。また、就職セミナー、業界の
識者による講演、業界の視察、各種イベントの計画・準備等を通じて、ペット業界へ就職を目指すものとして必要な教養やビジネススキルを身につける。さらに、さらに1年間の学
修の成果をまとめる。

到達目標

学校の諸ルールについて理解する。業界のジャンルや動向について説明できるようになる。就職活動における基本的な心構え、最低限のビジネスマナーを習得する。卒業進級
制作展における進級発表物を製作し、1年間かけて学んできたことの要点を説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 エコ教養Ⅲ
開講年度 3

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Human studyⅢ
授業形態 60 (4)
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15 30まとめ：１週から１５週までの総まとめと、今後の各人の学生生活について。

第1.2版

教科書・テキスト ＳＵＣＣＥＳＳ ＮＯＴＥ（大阪ＥＣＯオリジナル）、プリントなど

参考書 とくになし

評価方法・基準 選択、記述を合わせた筆記試験を行い、７５点満点とする。また授業への出席率を２５点満点（＝１００％）とし、合計を評価点数とする。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。またＳＵＣＣＥＳＳ ＦＩＬＥにプリントやレポートをファイルし適宜見返すこと。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

社員とフリーター、フリーランスについて：社会保障・給与・待遇の違い・職務
責任について。

キャリアアップについて：卒業（就職後の）セミナーや学会、社内研修などを通
じての成長。「愛玩動物看護師」としての可能性。

社会人基礎力について：最新年度版の配布と内容確認・卒業後の支援制度
の紹介。

インターンシップについて（業界の評価）：インターンシップの業界の評価に基
づき、できていたところと今後必要なことの確認と理解。

仕事をもう一度考える：インターンシップを終え、社会に貢献することの理解と
重要性、やりがいの確認。

キャリアプランの再構築：過去・現在・未来の自分を考え「なりたい自分像」を
明確化する。

インターンシップについて（導入）：全体の流れ（研修前・研修中・研修終了後）
の理解。SNSによる過去の失敗事例の共有。

インターンシップについて（実施内容）：「新入社員」のように2週間体験する際
の注意とアドバイス。

インターンシップについて（まとめ）：インターンシップの振り返り（クラス内での
発表）。

合同企業説明会について：来校企業の求人情報、研究と企業へのアプローチ
（質問事項についても）の方法。

企業へのエントリー：インターンシップや就職応募エントリーについて。

求人票について：Ｗｅｂ就職システムとサクセスナビ。求人票の見方、社会保
険などについて。

就活における面接試験：第一印象の大切さ、服装・身だしなみ・心得につい
て。

後期の授業計画について：就活中盤を迎え、授業計画の確認と、最終目標の
再確認。

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

最終学年の進級時から、自立して就活（行動）ができるように様々な情報提供を行う。またインターンシップを経験し「業界の評価」を次の課題としてとらえ、就活中盤～終盤へ向
け「就職内定」までの過程と、内定後、また卒業後のサポートなどの情報を提供し、理解を深める。

到達目標

就職希望者全員の就職内定（進路決定）を、卒業前の１２月末までに達成する。遅くとも卒業年の２月末まで。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 業界研修 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 キャリア・セミナーⅡ
開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Seminar fot Job Hunting Ⅱ
授業形態 30 (2)
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第1.1版

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準
研修先業務の完全遂行、講義参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。
【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

報告会 報告会

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

報告会 報告会

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画（テーマ・内容）

講義：インターンシップとは、参加の意義を知る 講義：インターンシップ参加における目的・目標の設定

インターンシップ参加 インターンシップ参加

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Business internship
授業形態

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

卒業年度に学生が目指す業界の企業またはそれに準ずる組織・施設・個人等（以下企業という）で研修（インターンシップ）を行う。このカリキュラムは業界のプロフェッショナル
になるという大きな目標の前に、社会人とは何かを実際の現場で学ぶことを目的としている。

60 (4)

授業科目名 業界研修 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 業界研修
開講年度 3

開講期間 通年
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト 　特になし

参考書 　特に無し

評価方法・基準 評価の割合は、レポート試験８０％、出席率を２０％で最高評価点を１００とする

前期試験

前期試験　返却・解説

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

　授業中に書き留めたメモなどからの−トを作成する

動物愛護法４）動物取扱業の概要　その1　	

動物愛護法（５）動物取扱業の概要　その2	

獣医師法　など	

動物愛護法（1）動物愛護法制定・改正までの経緯

動物愛護法（２）目的・基本原則など

動物愛護法（３）動物虐待に対する罰則

狂犬病予防法（４）　　狂犬病予防法の概要その４　飼い主と行政の義務、罰
則など

動物が亡くなった場合のルール（１）人と動物の埋葬ルールの違い	

動物が亡くなった場合のルール（２）化製場法について	

狂犬病予防法（１）　狂犬病の概要、狂犬病清浄国について

狂犬病予防法（２）　狂犬病予防法の概要その１　施行年、目的など

狂犬病予防法（３）　狂犬病予防法の概要その２　対象動物、輸入禁止動物な
ど

自己紹介、授業概要説明、法律の仕組み

講師名

実務経験概要 行政書士、認定動物看護師

授業の概要・目的

家庭動物を中心として、飼い主を含む人と動物が関わる法律について解説する。												
												
												
												
												

到達目標

・狂犬病予防法や動物愛護法などの概要について理解できるようになる。
・社会における上記の法律などがどのように関わっているのか複眼的に実感できるようになる。													

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 公衆衛生・関係法規 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 獣医関連法規
開講年度 3

開講期間 前期 必選区分 必修

開講科目英名 Veterinary Laws and Regulations
授業形態 60 (4)
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授業科目名 卒業研究 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 卒業研究
開講年度 3

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Graduation Study
授業形態 60 (4)

卒業研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

2年間で身に付けた技術や知識の集大成として卒業研究に取り組み発表する
今まで学んだ技術・知識を発表し、論文としてまとめる
自分の考えを人に伝えるコミュニケーション力をつける

到達目標

卒業研究発表にて自身の取り組んだ成果を発表できるようになる。
2年間の学びを振り返り論文としてまとめることができる。

授業計画（テーマ・内容）

卒業研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

卒業研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

テーマ決め①
今まで学んだ事を総括して深堀したテーマをディスカッションで探す

テーマ決め②
過去に発表されたり、研究された事例をPCで検索する

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

実践学習②
途中経過の報告とアドバイス

実践学習③
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表・報告

実践学習④
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表

まとめ
卒業研究の発表に向けてまとめ作業

発表準備
PCのパワーポイント作成

発表事前準備
発表リハーサル・最終チェック

卒業研究発表

卒業研究発表ふりかえり

卒業研究発表についてまとめ

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 卒業研究課題の発表・論文
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第1.1版

参考書

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験７０％、出席率２０％で最高評価得点を１００％とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

振り返り 総まとめ

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業の予習と復習

教科書・テキスト

神経科 診察実習

循環器疾患 診察実習

前期授業のまとめ 後期総括

消化器 猫への応用とまとめ

眼科・耳鼻科 後期授業のまとめ

皮膚科 振り返り

血球検査 避妊手術・去勢手術に関して

血液生化学検査 歯科処置

泌尿科 麻酔模擬実習

解剖学・生理学（座学） 超音波検査と内視鏡

解剖学 滅菌・手術準備

画像診断 手術器具に関して

・動物の基本的な取り扱い、具体検査、診療補助、輸液・輸血に関わる技術について知る。
・術前準備、術中補助、術後管理、救急救命について知る。
・検体検査、生体検査について知る。

授業計画（テーマ・内容）

ガイダンスと身体検査 麻酔モニターに関して

ズーノーシス・環境衛生 細胞診と組織心・凝固系検査

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Animal Nursing　Ⅲ
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪市阿倍野区にて25年以上開業獣医師として動物病院を経営

授業の概要・目的

・犬や猫の日常的な健康管理や内科医療に必要な手技など、動物内科看護学で学んだ知識の実践力を修得する。
・手術準備や術中・術後管理、麻酔準備や麻酔監視、手術の補助、救急救命など、動物外科看護学で学んだ知識の実践力を修得する。
・動物臨床検査および生態検査に必要な手技や機器の扱い方など、動物臨床検査学で学んだ知識の実践力を修得する。

60 (4)

授業科目名 動物看護 開講学科 ペットスペシャリスト科

開講科目名 動物看護演習Ⅲ
開講年度 3

開講期間 通年



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

第1.1版

参考書 参考書：なし　作成データの保存媒体としてUSBを各自で持参

評価方法・基準
1～15回目の評価の割合は実技試験70％、出席率20％、平常点10％で、最高評価点数を100とする。
16～30回目の評価の割合は課題提出・課題発表70％、出席点率20点％、平常点10％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。
PowerPointの基本を理解する。

課題発表（人前で話す・表現する・聞き手側の指摘）を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

90分の授業内で課題が完成できない場合、宿題（事後学習）となる。
後期プレゼンテーションを作成する。

教科書・テキスト Word2016/Excel2016/PowerPoint2016　（滋慶出版）

グラフ作成・編集と印刷について習得する。 課題作成（PowerPoint発表データ作成）を行う。

ワークシートの操作とデータベースについて理解する。 課題発表（人前で話す・表現する・聞き手側の指摘）を行う。

前期学習内容（Word＆Excel）の総括を行う。 課題発表（人前で話す・表現する・聞き手側の指摘）を行う。

表計算の基礎（計算式・簡単な関数）を習得する。 課題作成（PowerPoint発表データ作成）を行う。

表計算の基礎（表作成の編集（書式設定・罫線））を習得する。 課題作成（PowerPoint発表データ作成）を行う。

グラフ作成を理解する。 課題作成（PowerPoint発表データ作成）を行う。

図形描画編集（表現力のある文書作成（図形の応用））を習得する。 課題作成（PowerPoint及びWordを使って資料作成）を行う。

文書校正など便利な機能を習得する。 課題作成（PowerPoint及びWordを使って資料作成）を行う。

表計算の基礎（表計算の基本操作）を習得する。 課題作成（PowerPoint及びWordを使って資料作成）を行う。

ビジネス文書の作成・編集を習得する。 表作成・グラフィックスを習得する。

表作成・編集を習得する。 プレゼンテーションのサポート機能について理解する。

図形描画機能（表現力のある文書作成（図形の基礎））を習得する。 課題作成（PowerPoint及びWordを使って資料作成）を行う。

ＰＣの基礎である入力ができるようになる。
仕事をする上でＰＣの苦手意識をなくし、資料作成などの操作ができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

インターネット使用時の注意事項・COMポータル等の使い方を理解する。 基本操作・スライドデザインについて習得する。

パソコン基礎操作及び入力基本操作を習得する。 スライド作成・図形を利用できるようになる。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Business Skil
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

スマートフォンは苦手意識がないにもかかわらず、PCは苦手意識があるという学生を減らし、職場で日常的に使用しているパソコン操作を習得する。
文書作成ソフトを中心にビジネス文書・アンケート作成などの基礎を学ぶ。表計算ソフトを中心に計算・グラフ・データベースなどの基礎を学ぶ。プレゼンテーションソフトを中心に
プレゼンテーションの基礎を学ぶ。

60 (4)

授業科目名 IT 開講学科 動物医療科

開講科目名 ビジネススキル
開講年度 1

開講期間 通年



2020 配当年次

演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30
総括
次年度の申送り書作成

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 イベント研究 開講学科 動物医療科

開講科目名 オープンキャンパス 開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Open　Campus 授業形態 30 (2)



2020 配当年次

演習 時間数（単位数）

1 16

2 17
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7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29
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授業科目名 イベント研究 開講学科 動物医療科

開講科目名 スポーツフェスタ 開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Sports Festa 授業形態 30 (2)

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品の調達
等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 動物医療科

開講科目名 エコ教養Ⅰ
開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Human StudyⅠ 授業形態 60 (4)

学校のルール、スケジュール説明、自己紹介、クラスやイベント役割を決める。 後期スケジュール確認、競技会について　犬種クイズ⑦

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

将来や学校生活においての目標を明確にし、目指す職業に就くための人間力を養い、社会で通用する社会人基礎力を身に着ける。学校生活をスムーズに送るための人間関係構築、スケジュール
管理、業界への理解を深めるため、イベントの準備から運営、グループワークを通してのディスカッションやコミュニケーション能力の向上、制作の創意工夫や自ら考える力をつける。業界で最低限
必要な犬の知識を学ぶ。

到達目標

学生自ら、（時間・スケジュール管理、健康管理、計画性など）あらゆる面において自己管理ができるようになる。クラスでの活動やイベントの取り組みを通して、人間関係を学び、精神的な成長を育
んだり協調性を知り、社会で対応できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

スポーツフェスタについて①　決め事　犬種クイズ⑧

学園祭②企画書作成
犬種クイズ①　クイズ形式で犬種についての知識を深める

スポーツフェスタ②　準備・制作物　犬種クイズ⑨

海外研修ガイダンス①　海外研修の日程、行程、概要の説明 コミュニケーション技法②　コンセンサスゲーム、グループワーク

将来の目標について考えるワーク　夢パネル作成 コミュニケーション技法①　コンセンサスゲーム、グループワーク

今後取り組むイベントについて説明し、理解をする。
学園祭①内容決め

キャリアガイダンス①　業界について、就職について、合同企業説明会について コミュニケーション技法③　コンセンサスゲーム、グループワーク

学園祭②　準備　制作物、　犬種クイズ④ コミュニケーションスキルアップ検定

学園祭③　準備　制作物、　犬種クイズ⑤ 犬種クイズ⑩

海外研修ガイダンス②　費用、保険、持ち物について Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ①　概要説明

海外研修事前学習①　テーマごとにグループを決め、調べたことを発表 キャリアガイダンス

試験・単位取得・補習・追再試について　犬種クイズ⑥ Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ②　準備・練習、今年１年を振り返って

海外研修ガイダンス③　最終行程、保険回収、最終チェック Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ③　準備・練習

キャリアガイダンス②　合同企業説明会、就職について キャリアガイダンス　春休みの過ごし方について

前期まとめ 後期まとめ

前期振り返り 後期振り返り

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率90%、提出物・イベント参加レポート10%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16
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第1.1版

参考書

評価方法・基準 定期試験 70％、出席 30％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

試験返却、解説

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業を受けるにあたり、中学と高校の英語の復習をしておきましょう。

教科書・テキスト Speak Now 1

週末や未来の予定について話すことが出来る。

総復習

本試験

数やお金の数え方・価格や頻度についての質問や受け答えが出来る。

料理の味や材料について＆レストランでのオーダーが出来るようになる。

過去の出来事について話す＆質問できる。

人を褒める＆褒められた際の会話表現。（衣服など）着ているものに関して述
べることが出来る。

時間について表現する。日々の習慣について話す＆質問できる。

道案内をする・場所を尋ねることが出来る。

好き・嫌い等の好みについての会話が出来る。

意見を尋ねる/意見を述べる。お誘いを受けた際の返答が出来る。

家族や性格について話したり尋ねたりすることができる。

日常の様々な場面において、自分の伝えたいことを英語で表現できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業計画の説明、プレテスト、初対面のあいさつ～お別れまでの会話が出来
る。

自己紹介、友人の紹介、パーソナルインフォメーションに関する一般的な質問
に対する受け答えが出来る。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 English　Conversation
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

主に高校時代に既に学んだ英語の文法や語彙に関する知識の復習と、ネイティブ講師とのスピーキングやリスニング練習を通じ、日常の様々な場面において自分の伝えたいこ
とを自分の言葉で表現する方法を学ぶ。

30 (2)

授業科目名 英会話 開講学科 動物医療科

開講科目名 英会話
開講年度 1

開講期間 前期



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）
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第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験65％、出席率及び課題35％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めた内容をもとにノートを作成する。

教科書・テキスト Ｈａｎｄ－ｂｏｏｋ　ｏｆ　ＬＩＦＥ　ＳＴＹＬＥ・コミュニケーションスキルアップ検定テキスト

履歴書の作成に必要な下準備について理解する。 電話の掛け方・受け方（グループワーク）を実践し、修得する。

履歴書を作成する。 電話の掛け方・受け方（グループワーク）を実践し、修得する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

ビジネス敬語に慣れて、使うことができるようになる。 高頻度業務の実技（グループワーク）を行い、理解を深める。

臨床の現場での高頻度敬語について理解する。 高頻度業務の実技（グループワーク）を行い、理解を深める。

履歴書の特性について理解する。 電話の掛け方・電話の受け方・電話の特性について理解する。

コミュニケーションスキル（ノンバーバルコミュニケーション）について理解す
る。

サービスマインド（動物病院におけるサービスマインド）について理解する。

ビジネスマナー（敬語の種類）について理解する。 コミュニケーションのスキルアップを図り、社会人になるための準備をする。

ビジネスマナー（敬語の使い方）について理解する。
受付・会計業務（高頻度業務についての知識・技術を深める）について理解す
る。

第一印象・社会人のスキル（身だしなみ・健康管理）について理解する。 社会的スキル（来客対応・訪問時のマナー）について理解する。

傾聴力（聴き方）・伝達力（伝え方）について理解する。 社会的スキル（文書作成・メールのマナー）について理解する。

心に寄り添う、共感力の高め方について理解する。
社会人としての自覚（時間管理・健康管理・公私の区別・失敗した時など）につ
いて理解する。

動物看護師は動物病院の顔となり、また、飼い主と獣医師を繋ぐとても重要なポジションとして従事することも多い。そのため動物医療を提供するチームの一員であることを自覚
したうえで必要なスキルを修得し、適切なサービスマインドやビジネスマインドが発揮できる人材となる。

授業計画（テーマ・内容）

自己分析・他己分析を行い、自分の経験の棚卸と将来像について明確にす
る。

自己表現スキル（人間関係の持ち方・仕事で必要な表現技術）について理解
する。

自己分析・他己分析を行い、自分の経験の棚卸と将来像について明確にす
る。

様々な感情（感情の性質を学び『怒り』の感情を掘り下げる）について理解す
る。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Medical Communication
授業形態

講師名

実務経験概要 勤務獣医師として動物病院のスタッフ研修・養成に従事

授業の概要・目的

動物看護師として、飼い主及び従事する職場のスタッフからの信頼を得て、更に社会に貢献できる人材となるために必要なスキルを修得する。挨拶・身だしなみの重要性を理解
し、言葉遣い、立ち居振る舞いなど、主に飼い主の対応に必要な基本を身につける。また、受付業務や飼い主への対応など、高頻度業務を実技で修得する。

60 (4)

授業科目名 救急・飼い主対応 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物医療コミュニケーション
開講年度 1

開講期間 通年



2020 配当年次

講義 時間数（単位数）

1 16
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授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物形態機能学実習
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Seminar Of Animal Morphological Function
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪どうぶつ夜間急病センター　非常勤

授業の概要・目的

基本的な事項として、動物の体を構成する最小単位である細胞とその集合体である組織の構造、役割を学び、全ての疾患はそのレベルの異常に端を発していることを理解す
る。続いて、解剖学の基礎である筋肉と骨格と構造及び基本的用語を修得する。感覚器の構造と機能については、人間との違いを理解し、それぞれの動物ごとに特徴を説明で
きる力を身につける。免疫反応や炎症反応の分野では、疾病学を理解するための基礎力を身につけるため、個々の生理学的な知識はもとより、システムとしての理解を身につ
ける。
これらの習熟度を上げるため、定期的に五択形式の問題演習を実施する。

60 (4)

各疾患について説明を行う際に、顕微鏡レベルの知識および免疫学の理解を交えて行えることを目指す。また将来的に外科手術や理学療法などに携わる中で、筋肉・骨格の
説明が行えるようになる。感覚器については、各器官の疾患についてだけでなく、日常的なケアや行動学においても解剖・生理学的知識を踏まえた説明ができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

オリエンテーション
動物の体の構造を系として総論的に理解する。

眼球の構造と機能について理解する。

生体を構成する最小単位である細胞の構造、機能について理解する。 視覚が成立するメカニズムを理解する。

上皮組織および結合組織の分類、機能を理解する。 耳の構造について理解する。

骨組織、筋組織、神経組織の構造と機能について理解する。 聴覚が成立するメカニズムと平衡感覚について理解する。

ホメオスタシスの概念を基に体液の分類、役割について理解する。 味覚と嗅覚が成立するメカニズムを理解する。

血液とリンパ系の機能について基礎的な内容を理解する。 皮膚の感覚器の分類、構造について理解する。

細胞、組織、体液に関する問題演習に取り組み、理解を深める。 感覚器に関する問題演習に取り組み、理解を深める。

筋肉の分類、構造、機能について理解する。 病理学の基礎であるDAMNIT-V分類について理解する。

骨の構造と成長について理解する。

免疫機能、炎症反応に関する問題演習に取り組み、理解を深める。

骨格筋の分類に関して整理し理解する。 免疫の獲得について理解する。

骨の名称、筋肉の名称についての問題演習を行い、知識の定着を図る。
アレルギー反応および自己免疫性疾患が発生するメカニズムについて理解す
る。

免疫にかかわる細胞、組織、器官に関する知識を整理する。

骨と筋肉の生理学的内容について問題演習に取り組み、理解を深める。 炎症反応と体温調整について理解する。

疾病学の基礎となる細胞や組織の知識を身につける。

細胞、組織、体液に関する問題演習に再度取り組み、理解を深める。 形態機能学全般を網羅する問題演習に取り組み、全体の理解を深める。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

配布する資料を用いて毎回の授業内容を自宅で復習する。

教科書・テキスト 小動物臨床のための機能形態学入門改訂版　浅野隆司・浅野妃美著　（Inter Zoo）　/　動物看護コアテキスト②　（ファームプレス）

第1.2版

参考書 なし。

評価方法・基準 筆記試験を100点満点で実施する。出席点は含まない。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 同上

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80%、出席率20%で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。 保定・身体検査・アセスメントを実践する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト⑥　（ファームプレス）　/　動物看護実習テキスト　（インターズー）　/　楽しく学べる動物看護（インターズー）

猫との接し方、猫の扱い方を学ぶ。 犬の歯科知識を理解し、歯磨きの実践をする。

猫のバイタルサイン、身体検査を実践する。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

身体検査に必要な項目（BCS、体表リンパの確認と評価）を学び、評価する。 輸液法（輸液の意味、必要性）を理解する。

身体検査・アセスメントを様々な犬で行い、健康な犬について学ぶ。 尿検査の目的、方法について理解する。

猫と犬の違い、健康な猫を知る。 便検査の目的、方法について理解する。

カルテ用語、カルテの記入の仕方を学ぶ。 外用薬の取り扱い方法を学ぶ。

バイタルサインの測定と評価方法を学び、実践する。 外用薬の使用方法、薬浴について学ぶ。

身体検査に必要な項目（歩様、意識レベルの評価）を学び、評価をする。 輸液法（輸液準備、ラインのつなげ方）を学び、実践する。

犬の取り扱い、保定の目的、方法を理解し、実践する。 採血時の保定を実践する。

様々な処置に合った保定法を学び、実践する。 内服薬の取り扱い方法を学ぶ。

2人での保定、道具を使った保定を実践する。 内服薬の投与方法を実践し、身に付ける。

犬、猫の日々の飼養管理を行うことで健康な動物の状態を知る。動物看護師として臨床看護に必要な知識、技能を身に付ける。

授業計画（テーマ・内容）

動物看護を行う上での基礎を学ぶ。 注射器の取り扱い、注射法を学ぶ。

犬の健康とは何か、健康診断の内容、目的を理解する。 採血の目的と方法を理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Internal Medicine Nursig
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪どうぶつ夜間急病センター　非常勤

授業の概要・目的

動物看護を行う上で基礎となる犬、猫の飼養管理について学び、実践する。犬、猫が健康を維持するためには正しい飼養管理を行う必要があり、動物看護師が行う日々の健康
チェックや動物病院で動物看護師が主体となって行う処置や検査方法を学び、修得する。

60 (4)

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物内科看護学
開講年度 1

開講期間 通年
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第1.1版

参考書 犬・猫・エキゾチックペットの寄生虫ビジュアルガイド　（インターズー）　/　動物看護コアテキスト　（ファームプレス）　/　動物臨床看護学　（インターズー）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験（授業内小テスト含む）80％、提出物10％、出席率10％で最高評価点を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に使用したワークシートや教科書を参考にしてノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護の教科書（緑書房）

原虫類（コクシジウム類）の虫体の構造、感染経路、生活環、症状などについ
て理解する。

ワクチン接種のプログラム・接種後の注意点について理解する。

原虫類（ジアルジア・トリコモナス）の虫体の構造、感染経路、生活環、症状な
どについて理解する。

ワクチン接種に伴う副反応（即時型・遅延型アレルギー）について理解する。

原虫類（バベシア・その他）の虫体の構造、感染経路、生活環、症状などにつ
いて理解する。

ワクチン接種に伴う副反応（ワクチン接種部位肉腫）について理解する。

吸虫類（壺形吸虫）の虫体の構造、感染経路、生活環、症状などについて理
解する。

混合ワクチンで予防できる犬と猫の疾患について理解する。

条虫類（瓜実条虫・マンソン裂頭条虫）の虫体の構造、感染経路、生活環、症
状などについて理解する。

混合ワクチン接種の意義・種類（コア・ノンコアワクチン等）について理解する。

線虫類（猫条虫・その他）の虫体の構造、感染経路、生活環、症状などについ
て理解する。

混合ワクチンの種類（生ワクチン・ノンコアワクチン）について理解する。

外部寄生虫（ツツガムシ類）の虫体の構造、生活環、症状、予防方法につい
て理解する。

個体免疫と集団免疫、受動免疫と能動免疫について理解する。

内部寄生虫の分類、基本的な構造・特徴について理解する。 狂犬病について理解する。

線虫類（回虫・鉤虫・鞭虫）の虫体の構造、感染経路、生活環、症状などにつ
いて理解する。

狂犬病ワクチンと犬の登録について理解する。

外部寄生虫（シラミ・ハジラミ）の虫体の構造、生活環、症状、予防方法につい
て理解する。

獲得免疫（細胞性免疫）について理解する。

外部寄生虫（マダニ）の虫体の構造、生活環、症状、予防方法について理解
する。

獲得免疫（液性免疫）について理解する。

外部寄生虫（ヒゼンダニ類）の虫体の構造、生活環、症状、予防方法について
理解する。

抗体の構造と働き、分類について理解する。

病原微生物や寄生虫の伝播様式や発症のメカニズムを理解し、感染症の予防と看護、飼い主へのアドバイスに活かせるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

外部寄生虫の分類、基本的な構造・特徴について理解する。 病原微生物の分類・特徴、感染経路について理解する。

外部寄生虫（ノミ）の虫体の構造、生活環、症状、予防方法について理解す
る。

自然免疫と獲得免疫、免疫にかかわる細胞について理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Infection
授業形態

講師名

実務経験概要
動物病院にて動物看護師として約27年勤務

飼い主に犬や猫の日常の健康管理の指導等なども行う
関西動物看護教育研究会（理事）に所属

授業の概要・目的

現在、国内において犬や猫などの愛玩動物の多くが室内で飼育される傾向にある。これはヒトと動物の距離が近くなり、相互に影響を及ぼす機会が増える一因になると思われ
る。特に感染症には、動物のみならず人にも影響を及ぼすものがあるため、飼い主に身体的・精神的にも損害を起こしかねない。将来、動物病院などへの就職を希望する学生
は、正しい知識を身につけそれを伝えることができるようになる必要がある。本開講科目では感染・発症の定義、感染症の成り立ちについて学び、衛生管理、予防法など感染症
対策の基礎を習得する。また感染防御に重要な免疫学の基礎についても学ぶ。本講座では主にイヌやネコの感染する微生物と寄生虫について、分類・構造・感染経路・予防法
を学び、動物と飼い主の健康をサポートできる人材を目指す。

60 (4)

授業科目名 疾病・感染と薬 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物感染症学
開講年度 1

開講期間 通年



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展についてまとめ

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 満点を100点とする（研究課題の口頭発表等50%、出席率50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

実践学習④
改良したものについて発表する

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

進級制作展参加

実践学習②
途中経過の報告

進級制作展参加

実践学習③
前回の報告で受けたアドバイスをもとに発表内容を改良する。

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

テーマの決定①
今まで学んだ事を総括して深堀したテーマをディスカッションで探す

進級制作展参加

テーマの決定②
過去に発表されたり、研究された事例をPCで検索する

進級制作展参加

進級研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

発表事前準備
発表リハーサル・最終チェック

進級研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

進級研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

発表準備
パワーポイント等作成

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

1年間かけて修得した技術や知識の集大成として進級研究に取り組み進級制作展で発表する。

到達目標

1年間の学習成果をパワーポイントやポスターなどを用いて説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 進級研究 開講学科 動物医療科

開講科目名 進級研究
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Promotion Study 授業形態 60 (4)



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 人との調和 開講学科 動物医療科

開講科目名 グルーミング
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Basic Grooming
授業形態

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

動物看護師は獣医師のアシスタントとして、様々な異常や病気を発見したり治療する上でのグルーミングの知識も必要になってくる。本開講科目では、犬における、爪切り～バリ
カン作業、シャンプー等のベーシック作業を習得すると同時に、犬の扱い方や健康状態の把握、病気の発見方法などもあわせて学ぶ。また実習を通して、人としての社会的常識
や慣習、物事に取り組む姿勢なども身につけ、社会デビューへの意識と自信向上を目的とする。

120 (8)

基本的なグルーミングの技術･知識を身につける。一般的によく飼われている犬種のシャンプー仕上げ、ベーシックは出来るようになる。また、人と協力し合うことや周りを見なが
ら効率よく動くことも身につける。

授業計画（テーマ・内容）

実習時における注意点や1日の流れ、道具や用品について理解する。
前期実習内容の復習および小型長毛犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕
方なども学ぶ。

グルーミングの概要について学び、モデルグルーミングを行う。
前期実習内容の復習および小型長毛犬を含むベーシック作業を行う。なるべく
犬に負担が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕
方なども学ぶ。

Mダックス、チワワなどのベーシック作業（バリカン以外）を行う。作業前の体
調チェックと耳掃除を重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

Mダックス、チワワなどのベーシック作業（バリカン以外）を行う。作業前の体
調チェックと耳掃除を重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。爪きりを重点的に行う。嫌がる犬の保
定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。爪きりを重点的に行う。嫌がる犬の保
定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・プードルを含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。ブラッシングとシャンプー・ドライングを
重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

ベーシック作業（バリカン以外）を行う。ブラッシングとシャンプー・ドライングを
重点的に行う。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解する。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解する。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬・中型犬・大型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担
が少なく、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども
学ぶ。

ベーシック作業（バリカン含む）を行う。バリカンの使用方法を理解する。嫌が
る犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業をできるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業をできるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

小型長毛犬や中型犬を含むベーシック作業を行う。なるべく犬に負担が少な
く、かつ手早い作業ができるようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

ベーシック作業を行う。人の手を借りず一人で作業できるようにするための保
定方法・体勢を身につける。なるべく犬に負担が少なく、かつ手早く作業ができ
るようになる。嫌がる犬の保定の仕方なども学ぶ。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。夏期休暇等の長期休暇に課題を与える場合あり。

教科書・テキスト 初回配布資料

第1.2版

参考書 なし。

評価方法・基準 出席率、授業態度、提出物、技術習得度により総合点100点として評価する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 人との調和 開講学科 動物医療科

開講科目名 ドッグトレーニング
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Dog Trainning
授業形態

講師名

実務経験概要 ドッグトレーナーとして長年犬の訓練に携わる

授業の概要・目的

リードの持ち方、カラーの付け外し、動物福祉の5原則、動物行動学の基礎、犬の起源と歴史、行動の発達と機能、成長段階、カーミングシグナルとボディーランゲージ、学習理
論を理解する。

60 (4)

ヒューマン・アニマル・ボンドの理念に基づき、動物看護師として必要な人道的な犬の扱い方が出来、ボディランゲージを読み取ることで犬の気持ち、心理を知る。
学習理論を学ぶことで、なぜ犬がそのような行動をとっているのかを理解して問題行動の解決につなげる。

授業計画（テーマ・内容）

人の話を聞く・人前で話す（自己紹介、授業の説明、トコを使ってトレーニング
の説明、訓練ではない家庭犬のしつけ方）について理解する。

しつけ・トレーニングの応用（トイレトレーニング）について修得する。

動物行動学（動物福祉の5原則、犬具の紹介、カラーのサイズと付け外し、
リードの持ち方、担当犬を決める）について修得する。

しつけ・トレーニングの応用（クレートトレーニング・散歩）について修得する。

動物行動学（ネオテニー、生得的行動、習得的行動、リードの持ち方、カラー
の付け外し、担当犬の特徴）について修得する。

しつけ・トレーニングの応用（甘噛み・散歩）について修得する。

動物行動学・行動の発達と機能（成長過程、担当犬のリードの持ち方・カラー
の付け外し・カラーのサイズ、誘導法によるお座り・フセ）について修得する。

しつけ・トレーニングの応用（いたずら、散歩）について修得する。

動物行動学・行動の発達と機能（前回の内容とソーンダイクの効果の法則）に
ついて理解する。

しつけ・トレーニングの応用（しつけ・トレーニングに利用する道具、散歩）につ
いて理解する。

動物行動学・行動の発達と機能（行動特性、オスワリ・フセ・タッテ、　　　　　嫌
がらないお手入れの仕方）について修得する。

パピークラス（順化プログラム①（音））について理解する。

動物行動学・行動の発達と機能（カーミングシグナル、手の合図を教える （オ
スワリ・フセ・タッテ）、手にはフードを持たない）などについて修得する。

パピークラス（順化プログラム②（音））について理解する。

動物行動学・学習理論（ストレスサイン、手にはフードを持たない、言葉の合
図を教える（オスワリ・フセ・タッテ））について修得する。

パピークラス（順化プログラム①（物））について理解する。

動物行動学・学習理論（古典的条件付け、順化と鋭敏化、系統的脱感作と
拮抗条件付け、手にはフードを持たない手順ができているかチェック）につい
て理解する。

パピークラス（順化プログラム②（物））について理解する。

動物行動学・学習理論（古典的条件付け、消去・消去バースト、自発的回復、
手の合図・言葉の合図できているかチェック）について理解する。

パピークラス（順化プログラム①（グルーミング））について理解する。

動物行動学・学習理論（オペラント条件付け、スキナーによるオペラント条件
付けの種類、ソーンダイクによる効果の法則復習、オイデツイテ）について
理解する。

パピークラス（順化プログラム②（グルーミング））について理解する。

動物行動学・学習理論（オペラント条件付け・例を考える、三光随伴性・逐次
接近法、プレマックの原理、言葉の合図）について理解する。

パピークラス（散歩）について理解する。

前期授業復習（座学復習、言葉の合図）を行い理解を深める。 犬と一緒にできるゲームを行い関係性を深める。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①　（ファームプレス）　/　最新犬種図鑑 写真で見る犬種とスタンダード　（インターズー）

第1.1版

参考書 同上

評価方法・基準 実技試験及び筆記試験をともに100点満点で実施し、総合的に評価を行う。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 公衆衛生学
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Public Health
授業形態

講師名

実務経験概要
カルディア動物行動クリニック　開業獣医師

行動分野診療、問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等を専門とし、臨床現場にて飼い主のサポートに従事

授業の概要・目的

個々の動物の命と健康に障害を及ぼす各種要因についての動物衛生と、社会一般への疾病の予防を目的とする公衆衛生について学び、さまざまな疾病予防、健康維持および
増進に役立てる総合的な科目である。人畜共通感染症・食品衛生・環境衛生について学ぶ。

60 (4)

公衆衛生の基本的な考え方を理解し、国民の健康増進、動物福祉、環境保全に活かせる知識を身につけた上で、正しい衛生指導ができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

公衆衛生とは何かを理解し、将来の仕事への意義について考える。 寄生虫性疾患の概要について理解する。

微生物とは何かを理解し、細菌を身近に感じられるようになる。 寄生虫性ズーノーシス（回虫症）について理解する。

感染症（病原体・感染経路・宿主）について理解する。
寄生虫性ズーノーシス（鉤虫症・アニサキス症・フィラリア症など）について理解
する。

感染症（感染と防疫）について理解する。 寄生虫性ズーノーシス（エキノコックス症）について理解する。

細菌とウイルスについて理解する。 寄生虫性ズーノーシス（マンソン裂頭条虫など）について理解する。

細菌とウイルスについて理解する。 寄生虫性ズーノーシス（トキソプラズマ症）について理解する。

細菌とウイルス（殺菌と消毒）について理解する。
寄生虫性ズーノーシス（ジアルジア症・クリプトスポリジウム症など）について理
解する。

細菌・ウイルス以外の微生物について理解する。 寄生虫性ズーノーシス（外部寄生虫症）について理解する。

ウイルス性ズーノーシス（狂犬病）について理解する。 寄生虫性ズーノーシス（SFTSなど）について理解する。

ウイルス性ズーノーシス（狂犬病予防法と狂犬病ワクチンの接種時期）につい
て理解する。

食品衛生（自然毒など）について理解する。

ウイルス性ズーノーシス（腎症候性出血熱・日本脳炎・E型肝炎）について理
解する。

食品衛生（細菌性食中毒）について理解する。

ウイルス性ズーノーシス（SARS・ウエストナイル熱など）について理解する。 食品衛生（細菌性食中毒）について理解する。

その他疾患（BSE等）について理解する。 まとめおよび統一試験対策を行う。

レプトスピラ症とワクチンについて理解する。 まとめおよび統一試験対策を行う。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト③　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 動物看護コアテキスト　（インターズー）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 人間動物関係学
開講年度 1

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Human and animals Relation
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院勤務

授業の概要・目的

現在、伴侶動物（ペット）は家族の一員という立ち位置になってきており、獣医療の在り方も変化してきており、病気を治療するだけでなく、動物との関わり方などの指導、実践も
獣医療従事者に必要な能力である。本講義を通じて、獣医療に関わる者として、「人と動物がどのように関わってきたか」「関わることにより双方にどのような効果がもたらされる
のか」について学び、人と関わっている動物達について、それぞれの現状や抱えている問題について知るとともに、複数の視点から考察をすることにより、知識の習得と、動物と
人間がより良い関係を築いて行けるよう様々な状況に応じた対応が必要であることを理解する。

30 (2)

人と動物の関わり方について概説できるようになる。　伴侶動物をはじめとした様々な動物達の幸せとは何かを様々な視点から考え、自分なりの意見を述べることができるように
なる。

授業計画（テーマ・内容）

人と動物の関わりの歴史と家畜化（人と関わりのある動物とは何か）について
理解する。

動物が人に与える影響、また人が動物に与える影響について理解する。

動物介在活動とは何かを知り、動物の「権利」と「福祉」について理解する。

産業動物の福祉（現状および問題点）について考える。

展示動物、実験動物、野生動物の福祉（現状および問題点）について考え
る。

使役動物とは何かを知り、その福祉（現状および問題点）について考える。

動物愛護と、動物愛護センターの役割とは何かについて理解する。

伴侶動物の殺処分についての現状を知り、考察する。

野良猫、地域猫、野犬の問題について知り、考察する。

伴侶動物の飼育における問題（多頭飼いや虐待）について知り、考察する。

伴侶動物における幸せとは何か、何ができるかについて考察する。

災害時における動物（主に伴侶動物）への対応と備えについて理解する。

前期学習内容のまとめを行う。

前期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜レポートなどの課題を与える。

教科書・テキスト なし。

第1.1版

参考書 動物看護コアテキスト① （ファームプレス）／その他授業中に適宜紹介する。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％、出席率5％、授業態度5％、レポートなどの課題10％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験50％、出席率40％、 授業への取り組み等10％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。各自の理解度を知り、より理解を深める。
テリントンTタッチをについて学び病院で役立てるテクニックを理解する2
犬の身体と心と頭のバランスについて学びそのバランスを助ける犬具やテク
ニックを理解する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物行動学・ジャパンケンネルクラブホームページ「世界の犬」　https://www.jkc.or.jp/worlddogs/

犬の問題行動について2　家庭で多い犬の問題行動や改善のためのトレーニ
ング方法を理解する。

後期学習内容の総括を行う。

前期総合復習でさらに踏み込んだ理解を確認する。 後期学習内容の振り返りを行う。各自の理解度を知り、より理解を深める。

前期学習内容の総括を行う。
テリントンTタッチをについて学び病院で役立てるテクニックを理解する1
動物をつぶさに観察し行動分析する方法を理解する。
病気の動物の助けとなるケアの方法を学びテクニックを理解する。

問題行動と総論1 問題行動の改善方法を理解する。 8G　7G以外の鳥猟犬の種類とその特徴について理解する。

問題行動と総論2 問題行動の改善のためのツールや環境設定を理解する。 9G　愛玩犬の種類とその特徴について理解する。

犬の問題行動について1　家庭で多い犬の問題行動や改善のためのトレーニ
ング方法を理解する。

10G　聴覚ハウンドの種類とその特徴について理解する。

繁殖について。犬の交配について理解する。 5G　原始的な犬・スピッツの種類とその特徴について理解する。

犬の早期神経刺激・バイオセンサープログラム（Early Neurological
Stimulation）を理解する。

6G　嗅覚ハウンドの種類とその特徴について理解する。

しつけ・トレーニングの基本。古典的条件づけ、オペラント条件づけを理解す
る。

7G　ポインター・セターの種類とその特徴について理解する。

犬学。犬種の歴史、犬種と行動変化について理解する。 2G　使役犬の種類とその特徴について理解する。

行動の発達。犬の発育段階について理解する。 3G　テリアの種類とその特徴について理解する。

犬の維持行動。摂食行動、捕食行動ついて理解する。 4G　ダックスフンドの種類とその特徴について理解する。

動物病院に来院する犬や猫について行動学的見地から判断したり、対応したりすることができるような知識を適用することができる。
動物病院に来院が多い犬についてその名前や様々な犬種特徴を認識でき、その情報を活用することができる。

授業計画（テーマ・内容）

挨拶、自己紹介、授業の目的・目標の確認、授業全般について理解する。 犬種グループ(FCI/JKC)について理解する。

行動学概論。行動学の歴史、ティンバーゲンの4つの問い、イヌの起源につい
て理解する。

1G　牧羊犬・牧畜犬の種類とその特徴について理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Behavior
授業形態

講師名

実務経験概要

2008年『おりこうさん。』を設立。犬にも人間にも優しいドッグトレーニングをスローガンに訪問レッスンやスタジオレッスンを行う。
クリッカートレーニングをはじめとする常に先進的なトレーニングを取り入れ、各地でワークショップやセミナーを開催。

またインターネットを利用したオンラインレッスンを行う。
テリントンTタッチのプラクティショナー認定を取得し、犬の身体・心・頭のバランスを整えるトレーニングを行う。

授業の概要・目的

動物病院で来院が多い犬や猫についてそれぞれの特徴、動物行動学を学ぶ。
犬の習性や犬種について知る。
問題行動について知り、その解決方法について広く学ぶ。
FCI10グループJKCに登録されている犬種を知り、その身体的特徴や行動習性の特徴を学ぶ。
これらの情報を学ぶことにより、より信頼される動物看護師として活躍できることを目指す。

60 (4)

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物行動学
開講年度 1

開講期間 通年
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第1.2版

参考書 動物看護コアテキスト　（ファームプレス）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト なし。

課題（半分）及び、グループでの口頭試問(シュミレーション形成）を行う。

課題（半分）及び、グループでの口頭試問(シュミレーション形成）を行う。

課題（半分）及び、グループでの口頭試問(シュミレーション形成）を行う。

ペットロスとグリーフケアについて考察する。

後期分野の認定試験用の対策を行う。

課題及びシュミレーションの準備対策、グループ分けを行う。

終末期のケア、QOL、オーナーへの接し方等について知る。

安楽死についての知識を得、考察する。

ペットロスとグリーフケアについて知る。

様々な状況における動物への接し方や保定について考察する。

疼痛サインについて知り、気付けるようになる。

緊急かどうか等の判断基準について知る。

・動物看護師としての対応や考え方ができるようになる。
・自分で考え、それを表現できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

5 Freedomsの観点から動物病院の福祉について考察する。

動物病院の福祉の実際の取り組み等について知る。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Wlfare and Ethics
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院勤務

授業の概要・目的

・動物病院における福祉の考え方について、学び、考える、また実例を知る。
・グリーフケア、終末期医療、安楽死について学ぶ。
・トリアージや疼痛サインについて学ぶ。

30 (2)

授業科目名 救急・飼い主対応 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物福祉・倫理
開講年度 1

開講期間 後期
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授業科目名 動物・入院管理 開講学科 動物医療科

開講科目名 伴侶動物学
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Companion Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

伴侶動物の中でも主に猫に関して、歴史や品種、飼育管理法、動物の生態について学ぶ。

60 (4)

猫の飼い主に、解りやすく正しい知識を伝えるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

オリエンテーションを行う。純血種/MIXの定義・多胎性・肉食について理解す
る。

ブリーディング①（健康な猫をブリードするための知識）について理解する。

LH/SH ・Male/Femaleの性格、飼い方、その他の違い・アメリカンSHについて
理解する。

ブリーディング②（交配～出産まで）について理解する。

猫と犬の違い①（習性・体型・運動感覚等）について理解する。 ブリーディング③（出産～産後の母猫のケアー）について理解する。

猫と犬の違い②（種類・繁殖機能等）について理解する。 ブリーディング④（育児～人口哺乳）について理解する。

行動学①（体の造りによる行動）について理解する。
ブリーディング⑤(伴侶動物として、性格の良い猫に育てるための知識）につい
て理解する。

行動学②（猫独特の行動）について理解する。 カラー遺伝①(ソリッド・アグーチ・ポイントカラー）について理解する。

CFA公認猫種DVD①を見る。 カラー遺伝②（優性色・劣性色）について理解する。

CFA公認猫種DVD②（猫種別の分類）を見る。 カラー遺伝③(雌のみのカラー遺伝）について理解する。

猫の健康チェック①を行う。 カラー遺伝④(両親から受け継ぐカラー遺伝）について理解する。

猫の健康チェック②を行う。 老猫のケアー①（高齢期の行動、体の変化）について理解する。

アンリカンカールのスタンダードについて学ぶ。 老猫のケアー②（家庭で出来ること）について理解する。

ノルウェージャンホレストキャットのスタンダードについて学ぶ。 老猫のケアー③(高齢期の病気）について理解する。

猫の血液型（FNI　猫新生児溶血性黄疸）について理解する。 猫のシャンプー(犬と違うテクニック）を学ぶ。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト④　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 筆記試験・課題提出物・出席率にて総合評価。最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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授業科目名 疾病・感染と薬 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物看護学概論
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Introduction to Animal Nursing
授業形態

講師名

実務経験概要 動物看護師として動物病院勤務

授業の概要・目的

看護とは知識や経験のみで成るものではない。看護を行う人間の考え方や人となりによってはその行為は「看護」ではなくなる。
本教科では、獣医療の歴史や動物看護師の職業倫理について学び、専門職としての社会的責務を理解したうえで職業意識を形成することをもって看護に必要な心構えを習得
する。

60 (4)

動物看護師という職業について説明できる。
動物看護師としての思考回路を確立し、ヒトや動物に動物看護師として接することができる。

授業計画（テーマ・内容）

オリエンテーション（自己紹介・授業の心構え・ルールについて）を行う。
綱領6～9「動物を守るために必要なこと」「責任とは」「学習bの継続はどのよう
に行うか」「協働とは。協働のために必要なことは」を学ぶ。

動物看護職とは、専門職とは何か理解する。
綱領10「看護実践」とは　「看護管理」とは　「看護教育」とは　「看護研究」とは
綱領11「動物看護学の発展」とは
綱領12「社会からの信頼を得るために必要なこと」

現在の獣医療・動物看護職に至るまでの歴史、職能団体について理解する。
綱領13「公衆衛生」とは　なぜ私たちに必要なのか
綱領14自分たちでできる「環境問題」への取り組み
綱領15まとめ

国家資格とは何か、愛玩動物看護師法について理解する。 生命倫理の4原則について学ぶ。安楽死とは何かを理解する。

ナイチンゲールとヘンダーソンの看護理論について学ぶ。 安楽死はどのような場合に選択されるべきか考える。（グループワーク）

医療と看護の違いについて学ぶ。インフォームドコンセントの重要性を理解す
る。

安楽死に関して動物看護師が知っておきたいことを理解する。

動物看護の対象とその役割、アビリティーモデルについて学ぶ。
グリーフワークの理解とグリーフケアで自分たちができること（ペットロス含む）
を考える。

動物看護過程の定義とその必要性について理解する。 看護倫理原則とは何か理解する。

看護計画の立案方法と記入方法について理解する。 援助者として目指すべき人格とは何か理解する。

倫理綱領1「動物の権利・アニマルニーズ・5つの自由などについて」を学ぶ。 ケアの倫理とは何か理解する。

倫理綱領1「動物の福祉とは？愛護とは？動物看護師が関わる動物は？」を
学ぶ。

倫理問題とは何か（倫理問題の見極め・用語解説・分類方法）理解する。

倫理綱領2「誠意をもって接するために必要な事とは？」（なぜ、動物福祉は
必要か？グループワーク）2誠意　3信頼関係　4知る権利決定権　5守秘義務

「道徳的不確かさ」の事例検討を行う。

倫理綱領3「信頼関係を成り立たせるために必要な事」、倫理綱領4「知る権
利・決定権を尊重するためには？」を学ぶ。

倫理問題の事例検討（step1～3）を行う。

倫理綱領5「守秘義務とは？守秘の範囲と方法とは？」を学ぶ。 倫理問題の事例検討（step4）を行う。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業内に提示した教科書の個所を熟読し、課題があれば期限までに課題を仕上げて提出する。
授業終了後にはその日のノートを教科書を踏まえてまとめ、分からない点は次回に質問できるようにする。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①・⑤　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 期末筆記試験70%、出席点10%、グループワークへの参加意欲10%、提出物10%で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 健康の管理 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物臨床看護学実習
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Animal Clinical Nursing
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院開業

授業の概要・目的

動物看護師の業務について基礎的な知識を身に付けるとともに実際の業務を体験する。

90 (6)

様々な疾患の病態生理を理解し、それによって引き起こされる症状や必要な処置、治療に関する基本的な知識を理解する。また、各々の起用障害を持つ動物に対してどの坂な
看護を提供すべきか、評価と介入の方法を修得する。さらに、事例ごとの個別性に重きを置いた動物看護の基本的な考え方を修得する。

授業計画（テーマ・内容）

看護実習心構え・身体検査（動物看護師をとりまく現状と目指すべき動物看
護師像）について理解する。

モニター・輸液について理解する。

カルテについて（書き方・共通した用語）について理解する。 外科器具・包帯について理解する。

保定1（身体各部の名称・体の器官のあらまし・生体の扱いの基本）について
修得する。

術着・グローブについて理解する。

保定2（検査に応じた保定・採決時の保定）、保定器具の使用方法について修
得する。

血液検査（CBC・生化学）について修得する。

身体検査（その表現の仕方）について修得する。 血液検査（採血・塗沫染色）について修得する。

臨床検査（顕微鏡・遠心分離器・比重計などの検査器具の扱い）について理
解する。

前2回の復習を行い理解を深める。

便検査（直接・浮遊）について修得する。 エコー・内視鏡について修得する。

便検査（直接・浮遊）について修得する。 レントゲン・CTについて修得する。

尿検査（ペーパー・沈渣・比重）について修得する。 外科関係振り返りを行い理解を深める。

尿検査（ペーパー・沈渣・比重）について修得する。 便検査・尿検査振り返りを行い理解を深める。

医薬品（取り扱い・薬品計算）と投薬法の違いについて理解する。 血液検査（塗沫・CBC生化学）の振り返りを行い理解を深める。

注射（取り扱い・ルートの違い）・点滴（計算）を鶏肉を使用し方法を身に付け、
犬での皮下注射の方法も修得する。

血液検査（塗沫・CBC生化学）の振り返りを行い理解を深める。

前期学習内容の復習を行い理解を深める。 後期復習を行い理解を深める。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト⑥　（ファームプレス）　/　動物看護実習テキスト　（インターズー）　/　動物病院検査技術ガイド　（チクサン出版社）

第1.1版

参考書 同上

評価方法・基準 実技試験及び筆記試験をともに100点満点で実施し、総合的に評価を行う。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 動物の体の構造・機能 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物形態機能学
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Anatomy and Phisiology of Animals
授業形態

講師名

実務経験概要
アズ動物病院開業獣医師

訪問専門動物病院として、兵庫県三田市を中心に、小動物臨床に従事

授業の概要・目的

臨床において動物と対峙するにあたって、身体の構造と機能を理解しておくことは必要不可欠である。また、後に様々な疾患について学ぶ際に、正常な状態では本来どのような
構造、機能を持つものなのかという基礎知識に基づいて理解する必要がある。

150 (10)

身体の各系統、器官の構造を説明できるようになる。各々の器官の働きを説明できるようになる。その働きをするために起っている事象を説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

犬猫の身体の構造・名称・用語について学ぶ。 生科学的代謝経路について理解する。

循環器系（構造・解剖）について理解する。 血リンパ系（血球の種類と役割）について理解する。

循環器系（組織・心筋）について理解する。 血リンパ系（リンパ系器官）について理解する。

循環器系の機能について理解する。 血液型と輸血、免疫について理解する。

循環器系の機能の調節について理解する。 内分泌系（内分泌とは何か、主な内分泌器官）について理解する。

呼吸器系の構造・解剖について理解する。 内分泌系（ホルモンの種類と働き）について理解する。

呼吸器系の組織について理解する。 内分泌系（内分泌腺以外のホルモン分泌）について理解する。

呼吸器系の機能と調節について理解する。 神経系（種類と構造、ニューロン）について理解する。

消化器系の構造・解剖について理解する。 神経系（神経伝達と機能）について理解する。

消化器系の組織について理解する。 泌尿器系（解剖と微細構造）について理解する。

消化器系の機能と調節について理解する。 泌尿器系（機能・尿産生）について理解する。

消化器系と肝臓について理解する。 生殖器系（解剖と構造・組織）について理解する。

栄養（栄養素の代謝とは何か）について理解する。 生殖器系の機能と調節について理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

教科書、ノートをもとに、自作のまとめノートを作成する。

教科書・テキスト 小動物臨床のための機能形態学入門　（インターズー）

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は自作のまとめノートの持ち込みを許可した筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。出席点は考慮しない。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 人との調和 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物行動学
開講年度 1

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Behavior
授業形態

講師名

30 (2)

実務経験概要

2008年『おりこうさん。』を設立。犬にも人間にも優しいドッグトレーニングをスローガンに訪問レッスンやスタジオレッスンを行う。
クリッカートレーニングをはじめとする常に先進的なトレーニングを取り入れ、各地でワークショップやセミナーを開催。

またインターネットを利用したオンラインレッスンを行う。
テリントンTタッチのプラクティショナー認定を取得し、犬の身体・心・頭のバランスを整えるトレーニングを行う。

授業の概要・目的

動物病院で来院が多い犬や猫についてそれぞれの特徴、動物行動学を学ぶ。
犬の習性や犬種について知る。
問題行動について知り、その解決方法について広く学ぶ。
FCI10グループJKCに登録されている犬種を知り、その身体的特徴や行動習性の特徴を学ぶ。
これらの情報を学ぶことにより、より信頼される動物看護師として活躍できることを目指す。

動物病院に来院する犬や猫について行動学的見地から判断したり、対応したりすることができるような知識を適用することができる。
動物病院に来院が多い犬についてその名前や様々な犬種特徴を認識でき、その情報を活用することができる。

授業計画（テーマ・内容）

挨拶、自己紹介、授業の目的・目標の確認、授業全般について理解する。

犬種グループ(FCI/JKC)について理解する。

1G　牧羊犬・牧畜犬の種類とその特徴について理解する。

2G　使役犬の種類とその特徴について理解する。

3G　テリアの種類とその特徴について理解する。

犬の維持行動。摂食行動、捕食行動ついて理解する。

繁殖について。犬の交配について理解する。

犬の早期神経刺激・バイオセンサープログラム（Early Neurological
Stimulation）を理解する。

しつけ・トレーニングの基本。古典的条件づけ、オペラント条件づけを理解す
る。

問題行動と総論1 問題行動の改善方法を理解する。

問題行動と総論2 問題行動の改善のためのツールや環境設定を理解する。

犬の問題行動について1　家庭で多い犬の問題行動や改善のためのトレーニ
ング方法を理解する。

犬の問題行動について2　家庭で多い犬の問題行動や改善のためのトレーニ
ング方法を理解する。

前期総合復習でさらに踏み込んだ理解を確認する。

前期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物行動学・ジャパンケンネルクラブホームページ「世界の犬」　https://www.jkc.or.jp/worlddogs/

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験50％、出席率40％、 授業への取り組み等10％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）
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授業科目名 エコロジー概論 開講学科 動物医療科

開講科目名 次世代のための環境教育
開講年度 1

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Environmental Study for Next Generation
授業形態

講師名

実務経験概要 大学での専攻は環境経済学、現在海洋環境の保護、改善、維持を福井県越前町にて越前町漁協、越前町社会福祉協議会と協力し行っている。

授業の概要・目的

我々が地球と共存していく上で環境問題を無視する事は出来ない。地球創世時～人が文明を持つまでの流れを理解し、いつから環境破壊というものが行われ始めたのか、又、
これらの問題はどのような解決策があるのかを学ぶ事により様々な場で、地球に優しいとはどういう事かを正しく人に伝えられるようになります。

30 (2)

地球の生い立ち、生物の発生、生物の進化、ヒトと地球の関係、環境破壊と保全を理解し説明できるとともに、自分の考えを述べることができる。

授業計画（テーマ・内容）

概論　講義内容と進め方

宇宙Ⅰ　成り立ちと銀河系

宇宙Ⅱ　地球

生命の誕生　原核生物～爬虫類

爬虫類　恐竜について

哺乳類　サルからヒトへ

動物の歴史とヒトの関わり　野生動物とヒト

ロープワーク　ロープワーク

環境問題　中世と現代

環境問題　様々な環境問題

新エネルギー　太陽光や、風力、波力などの新エネルギー

国際取り組みⅠ　世界の環境対策Ⅰ

国際取り組みⅡ　世界の環境対策Ⅱ

前期まとめ

前期内容の総括を行う

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト 次世代のための環境教育

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 ノート提出による評価、但しコピーは不可

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20
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7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 業界研修 開講学科 動物医療科

開講科目名 業界研修
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Business internship
授業形態

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

卒業年度に学生が目指す業界の企業またはそれに準ずる組織・施設・個人等（以下企業という）で研修（インターンシップ）を行う。このカリキュラムは業界のプロフェッショナル
になるという大きな目標の前に、社会人とは何かを実際の現場で学ぶことを目的としている。

60 (4)

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画（テーマ・内容）

講義：インターンシップとは、参加の意義を知る 講義：インターンシップ参加における目的・目標の設定

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

報告会 報告会

報告会 報告会

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

第1.1版

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準
研修先業務の完全遂行、講義参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。
【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30
総括
次年度の申送り書作成

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 イベント研究 開講学科 動物医療科

開講科目名 オープンキャンパス 開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Open Campus 授業形態 30 (2)
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授業科目名 イベント研究 開講学科 動物医療科

開講科目名 スポーツフェスタ 開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Sports Festa 授業形態 30 (2)

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品の準備
等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 動物医療科

開講科目名 エコ教養Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Human StudyⅡ 授業形態 60 (4)

学校のルール、スケジュール説明、自己紹介、クラスやイベント役割を決める。 後期スケジュール確認、競技会について　犬種クイズ⑦

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

目標を明確にし、目指す職業に就くため、そこで活躍するため人間力、社会人基礎力にさらに磨きをかける。学校生活をスムーズに送るための人間関係構築、スケジュール管理、業界への理解を
深めるため、イベントの準備から運営、グループワークを通してのディスカッションやコミュニケーション能力の向上、ホスピタリティを学ぶ。制作の創意工夫や自ら考える力をつけ、自主的に行動す
るくせを付ける。

到達目標

学生自ら、（時間・スケジュール管理、健康管理、計画性など）あらゆる面において自己管理ができるようになる。クラスでの活動やイベントの取り組みを通して、人間関係を学び、精神的な成長を育
んだり協調性を知り、社会で対応できるようになる。指示通り動くだけでなく、自ら先を見越して積極的に行動できるようになる。他人に対して、相手の立場に立ち思いやりを持った言動がとれる。

授業計画（テーマ・内容）

スポーツフェスタについて①　決め事　犬種クイズ⑧

学園祭②企画書作成
犬種クイズ①　クイズ形式で犬種についての知識を深める

スポーツフェスタ②　準備・制作物　犬種クイズ⑨

海外研修ガイダンス①　海外研修の日程、行程、概要の説明 コミュニケーション技法②　コンセンサスゲーム、グループワーク

将来の目標について考えるワーク　夢パネル作成 コミュニケーション技法①　コンセンサスゲーム、グループワーク

今後取り組むイベントについて説明し、理解をする。
学園祭①内容決め

キャリアガイダンス①　業界について、就職について、合同企業説明会について コミュニケーション技法③　コンセンサスゲーム、グループワーク

学園祭②　準備　制作物、　犬種クイズ④ コミュニケーションスキルアップ検定

学園祭③　準備　制作物、　犬種クイズ⑤ 犬種クイズ⑩

海外研修ガイダンス②　費用、保険、持ち物について Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ①　概要説明

海外研修事前学習①　テーマごとにグループを決め、調べたことを発表 キャリアガイダンス

試験・単位取得・補習・追再試について　犬種クイズ⑥ Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ②　準備・練習、今年１年を振り返って

海外研修ガイダンス③　最終行程、保険回収、最終チェック Ｗｅ　ａｒｅ　ＥＣＯ③　準備・練習

キャリアガイダンス②　合同企業説明会、就職について キャリアガイダンス　春休みの過ごし方について

前期まとめ 後期まとめ

前期振り返り 後期振り返り

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率90%、提出物・イベント参加レポート10%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 動物看護コアテキスト①　（ファームプレス）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト なし。

動物愛護法（2）（目的、基本原則、動物愛護週間など）を理解する。 鳥獣保護法について理解する。

動物愛護法（3）（飼い主の責務、犬猫の引取りなど）を理解する。 薬機法、民法などについて理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

獣医療法（1）（獣医療法の概要、開院時の届出など）を理解する。 家畜伝染病予防法について理解する。

獣医療法（2）（獣医療分野における広告規制など）を理解する。 外来生物法について理解する。

動物愛護法（1）（動物愛護法の制定背景、法律の概要）を理解する。 ワシントン条約について理解する。

獣医師法（1）（獣医師法の概要、飼育動物の範囲）を理解する。 ペットフード安全法（1）（法の概要、ペットフードの範囲）を理解する。

獣医師法（2）（獣医師の義務と権利、無診察診療の禁止など）を理解する。 ペットフード安全法（2）（表示義務など）を理解する。

獣医師法（3）（獣医師の届出義務、罰則など）を理解する。 身体障害者補助犬法について理解する。

狂犬病予防法（2）（狂犬病予防法の概要その1　施行年、目的など	）を理解す
る。

動物愛護法（6）（動物取扱業の概要その1）を理解する。

狂犬病予防法（3）（対象動物、輸入禁止動物など	）を理解する。 動物愛護法（7）（動物取扱業の概要その2	）を理解する。

狂犬病予防法（4）（飼い主と行政の義務、罰則など	）を理解する。 動物愛護法（8）（動物取扱業の概要その3）を理解する。

狂犬病予防法や動物愛護法、獣医師法などの各種法律の概要について理解できるようになる。
外来生物法やワシントン条約など、野生動物に関わる法律について理解できるようになる。
社会における上記の法律などがどのように関わっているのか複眼的に実感できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

自己紹介と、授業概要、法律の仕組みについて理解する。 動物愛護法（4）（動物虐待の定義、罰則）を理解する。

狂犬病予防法（1）（狂犬病の概要、狂犬病清浄国について）を理解する。 動物愛護法（5）（周辺の生活環境の保全など）を理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Veterinary Laws and Regulations
授業形態

講師名

実務経験概要 行政書士、認定動物看護師

授業の概要・目的

認定動物看護師試験の範囲について学ぶと共に、動物看護師及び飼い主としても人や動物と向き合う上で必要な法律について学ぶ。

60 (4)

授業科目名 関連法規 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物医療関連法規
開講年度 2

開講期間 通年
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授業科目名 救急・飼い主対応 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物臨床検査学
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Clinical Examination
授業形態

講師名

実務経験概要 動物看護師

授業の概要・目的

看護を行うためには、数多くの知識と多角的な視点が必要であり、また、それらを統合し考える能力も必要となる。
本科目では様々な疾患の病態生理を理解し、それによって引き起こされる症状や必要な処置、検査や治療に関する基本的な知識を習得・整理したうえで、罹患動物に対する検
査・治療・入院それぞれでの安全と安楽を守るための思考回路を確立する。

60 (4)

罹患した動物の安全・安楽を考えた看護の具体策を発案できる。

授業計画（テーマ・内容）

各疾病の動物看護師としての視点、アセスメント方法について理解する。 運動・神経機能障害（それそれの症状の特徴）とは何か理解する。

循環機能障害とは何か理解する。循環器の役割の確認を行う。
運動・神経機能障害の代表的な疾患の確認を行う。検査・治療における看護
上の問題点・注意点について理解する。

循環器疾患における看護上の問題点とそのメカニズムについて理解する。 運動・神経機能障害における看護の観察項目と具体策について考える。

循環器疾患の検査・治療における看護上の問題点・注意点について理解す
る。

リハビリテーションの目的・種類・効果について理解する。

循環器疾患の動物の看護目標と観察項目について学ぶ。
排泄機能障害とは何か、多飲多尿を引き起こす疾患とそのメカニズム・治療に
ついて理解する。

循環器疾患の看護の具体策について考える。 多飲多尿の動物に対する看護の具体策について考える。

呼吸機能障害とは何か理解する。循環器の役割の確認を行う。 下痢・便秘を引き起こす疾患とそのメカニズム・治療について理解する。

呼吸器疾患における看護上の問題点とそのメカニズムについて理解する。 下痢・便秘の動物に対する看護の具体策について考える。

呼吸器疾患の検査・治療における看護上の問題点・注意点について理解す
る。

繁殖機能障害とは何か理解する。繁殖に関する基礎知識の確認を行う。

呼吸器疾患の動物の看護目標と観察項目、看護の具体策について考える。
潜在精巣・前立腺肥大・子宮蓄膿症・乳腺腫瘍の疾病機序・治療について理
解する。

消化機能障害とは何か理解する。循環器の役割の確認を行う。 子宮蓄膿症・乳腺腫瘍の看護について理解する。

消化器疾患における看護上の問題点とそのメカニズムについて理解する。 担がん動物における看護の留意点について理解する。

消化器疾患の検査・治療における看護上の問題点・注意点について理解す
る。

甲状腺機能異常・副腎皮質機能異常・糖尿病の疾病機序・治療について理解
する。

消化器疾患の動物の看護目標と観察項目、看護の具体策について考える。
甲状腺機能異常・副腎皮質機能異常・糖尿病の看護の具体策について考え
る。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

前回の授業の予告に伴い、1年次に学習した内容から関連個所の予習を行う。
授業終了後には自信を持って説明できない箇所に関して、次回に質問ができるようにノートをまとめる。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト⑥　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 臨床動物看護学　各論　（インターズー）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率10％、積極性20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 実技試験・筆記試験・出席率から総合的に評価を行う。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①～⑥　（ファームプレス）　/　動物看護実習テキスト　（インターズー）　/　イラストでみる犬の病気・猫の病気　（講談社）

レントゲンの評価法について理解する。 麻酔中の検査（CPR中の評価も含む）について修得する。

繁殖生理について理解する。 総合復習＋飼い主への説明を行い、検査内容をより実地に即し修得する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の後期総括を行う。

皮膚科検査・耳科検査について修得する。 心電図検査について理解・修得する。

微生物検査について修得する。 内視鏡検査・そのほか特殊検査について修得する。

レントゲン検査の保定について修得する。 グループワークを行い、検査を総合的に考えることを理解する。

血液検査（CBC・血液塗沫）について修得する。 眼科検査について実施手技を修得する。

血液検査（生化学検査までルーチンで行う）について修得する。 CT・MRI検査について理解・修得する。

血液検査（血液塗沫の鏡検）について修得する。 聴診について理解・修得する。

遺伝子検査の概要・検査の感度と特異度、採尿法について理解する。 細胞診・組織診・骨髄診について実施手技を修得する。

便検査について修得する。 超音波検査について理解・修得する。

外注検査に関して・内分泌疾患に関する検査について修得する。 神経学的検査について実施手技を修得する。

授業計画に示すテーマに関して、なぜそのような検査を行うのか、どうすればより正確で安全に検査が行えるのかを自分で考えることができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

フィジカルアセスメントについて理解する。 疾患と血液検査の変化について理解する。

尿検査について修得する。 凝固系検査・クロスマッチについて実施手技を修得する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Animal Clinical Examination Ⅰ
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院に勤務

授業の概要・目的

動物病院では、動物の健康状態の把握や疾病の診断を行うために様々な検体検査・生理機能検査が実施される。これらの検査が正確かつ確実に行われなかった場合、診断
の遅延、検体の頻回採取などの患者動物への危険が生じることとなる。また、検体の不完全な取り扱いは、検査者自身の健康被害へとつながる可能性をはらんでいる。さらに、
各々の検査の目的や意義は飼い主への説明の際にも必要不可欠な知識である。本講義では、1学年時に学んだ内容も踏まえ、検査の意義をより深く理解すると共に、検査を安
全・確実に行えるようになることを目的とする

60 (4)

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物臨床検査学実習
開講年度 2

開講期間 通年
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授業科目名 健康の管理 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物臨床栄養学
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Clinical Nutrition
授業形態

講師名

実務経験概要
アズ動物病院開業獣医師

訪問専門動物病院として、兵庫県三田市を中心に、小動物臨床に従事

授業の概要・目的

生命維持にとって栄養摂取は不可欠なものであり、どのようなものを摂取するかによって健康状態は大きく左右される。動物たちは食餌内容を自ら選択することができないた
め、与える物及びその与え方を吟味するのは飼育者の責務である。また、多くの疾患の管理をするにあたって、食餌療法の存在意義は大きい。従って、対象となる疾患の病態
を理解した上で適切に食事管理をしていく必要がある。本授業では栄養素やペットフードに関する基礎知識を習得し、病態と食餌を関連付けて理解することを目的とするもので
ある。

60 (4)

飼い主に食餌の選び方、与え方を説明できるようになる。飼い主に代わって食餌を吟味し、評価できるようになる。病態に関連付けて、なぜその食餌療法が必要なのかを飼い主
に説明、アドバイスできるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

食餌の意味、食性とは何か理解する。 消化器疾患の食餌管理②（下痢以外の消化器症状）について理解する。

ビタミン・ミネラルについて理解する。 肥満に対する食事管理（効果的な減量）について理解する。

炭水化物の構造と働きについて理解する。 糖尿病の食餌管理について理解する。

蛋白質の構造と働きについて理解する。
下部尿路疾患の食事管理（ストルバイトとシュウ酸カルシウム尿症）について
理解する。

脂肪の種類と性質について理解する。
下部尿路疾患の食事管理（その他の結晶尿と特発性膀胱炎）について理解す
る。

脂肪の構造と働きについて理解する。 慢性腎疾患の食事管理について理解する。

カロリー計算と維持期の食事管理について理解する。 慢性心不全の食事管理について理解する。

成長期の食事管理について理解する。 アレルギーの機序について理解する。

高齢期の食事管理について理解する。 アレルギー性疾患の食事管理について理解する。

ペットフードとは何か（定義と種類、市場）を理解する。 肝疾患の食事管理について理解する。

ペットフードの取り扱い方、保存法について理解する。 担癌動物に対する栄養支持について理解する。

ペットフードの評価の仕方、表示について理解する。 後期授業内容の総括を行う。

消化器疾患の食事管理①（下痢）を理解する。 後期学習内容の振り返りを行う。

前期授業内容の総括を行う。
関節炎、認知症、甲状腺機能亢進症などに対する食餌の介入について理解す
る。

前期授業内容の振り返りを行う。 後期授業内容のまとめを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

配布資料と板書をもとに自作のノートを作成する。

教科書・テキスト 毎回授業資料を配布する。

第1.1版

参考書
動物栄養学　日本動物看護職教会認定試験教本　（Inter Zoo） / 小動物の臨床栄養学　(Mark Morris Institute) / 基本からよくわかる犬と猫の栄
養管理　(Inter Zoo) / ペット栄養管理士養成講習会テキスト　全３冊　（日本ペット栄養学会）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。出席率は考慮しない。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物外科看護学
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Surgery Nursing
授業形態

講師名

実務経験概要 動物病院に獣医師として勤務

授業の概要・目的

犬や猫の幼齢期・高齢期特有の健康管理や看護方法を理解・熟知することは、動物看護師が獣医療の場面で獣医師をサポートしながら、動物のライフステージに合わせた入院
中の環境作り・食事管理・精神的なケア・飼い主へのアドバイスを行う上で不可欠なものである。幼齢期では身体的・精神的な著しい成長が見られるが、その中でも新生仔期の
哺育技術や、成長期の社会化に合わせた対応方法を学ぶことは、幼齢動物が健全に成長するための看護を行うために重要な知識となる。また、高齢期では長寿化・高齢化の
影響から起こる疾患に合わせた看護や介護、終末期のケアを、高齢動物や飼い主が体力的・精神的に負担を減らしながら行うことができるよう介助するための知識や技術が必
要となる。動物病院での診察補助・入院管理・飼い主の在宅看護の場面で、幼齢・老齢動物の特徴に合わせた看護の知識・技術を理解する。

120 (8)

犬や猫の生涯のうち幼齢期と老齢期という対極にあるライフステージの基本知識を学び、動物病院での診察補助・動物の取り扱い・入院管理・飼い主とのコミュニケーションに応
用する。幼齢期・高齢期特有の注意すべき病態やケア方法を学び、動物の異常に気づくための知識を習得する。入院管理や在宅看護に生かす高齢期の看護・介護の仕方や終
末期のサポート方法を理解する。

授業計画（テーマ・内容）

犬や猫の出生から看取りまでの一連のライフステージを理解する。 高齢犬・猫が抱える痛みとケアについて理解する。

犬と猫の幼齢期の特徴に合わせた体の取り扱い・健康チェックの仕方・衛生
管理を理解する。

高齢犬の心臓疾患を通して在宅看護や入院看護・管理を理解する。

犬の出生から新生仔期にまつわる看護ケア・技術を理解・習得する。 高齢犬・高齢猫の腎臓疾患を通して在宅看護や入院看護・管理を理解する。

子犬期の食事内容の特徴・食事量の計算・あげ方を理解し、実践する。 高齢犬・高齢猫の腫瘍疾患を通して在宅看護や入院看護・管理を理解する。

猫の出生から新生仔期にまつわる看護ケア・哺育技術を理解・習得する。
高齢犬・猫の認知機能不全症候群の症状や進行を抑えるための対策を説明
できる。

子猫期の食事内容の特徴・食事量の計算・あげ方（離乳食）を理解し、実践す
る。

高齢犬・猫の介護が必要な体の状態・疾患・障害を説明できる。

幼齢犬・幼齢猫によくある病態・疾患を理解し、受け入れから入院管理まで理
解する。

高齢犬・猫の食事内容の特徴を理解し、食事の介助方法を実践する。介護に
役立つグッズの活用方法を理解する。

犬と猫の老化（体の変化）について学び、老化によって起こる日常生活の変
化を説明できるようになる。

高齢犬・猫の介護方法(歩行・排泄の介助）と介護に役立つグッズの活用方法
を理解し実践する。

高齢犬・猫の体の取り扱い方や、整えるべき基本的な飼育環境・入院環境に
ついて理解する。

寝たきりの高齢犬・猫の介護方法と介護に役立つグッズの活用方法を理解し
実践する。

高齢犬・高齢猫の老化する体に合わせた入院中のお手入れ方法・健康管理・
健康チェックの仕方を理解する。

幼齢動物・高齢動物のエマージェンシーや急変が起こりやすい場面と看護に
ついて理解する。

高齢犬の予防医療とよくある病気を知り説明できるようになる。 犬や猫の終末期ケアと安楽死について理解する。

高齢猫の予防医療とよくある病気を知り説明できるようになる。
犬や猫の終末期に直面した飼い主へのサポートや遺族ケアについて理解す
る。

前期学習内容の総括を行う。
幼齢動物・高齢動物と暮らす飼い主へ健康管理・看護アドバイスを行うための
教室開催の意義や手段を理解する。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の総括を行う。

高齢犬・猫の在宅看護が必要になるよくある疾患と看護方法を理解する。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に行う理解度を深めるための小テストへの復習を行う。授業内容のメモや実習内容を振り返ってノートの作成を行う。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①～⑥　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、授業中に行う小テスト10％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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教科書・テキスト 動物看護実習テキスト　　動物看護師要請専修学校教科書作成委員会　編　（インターズー）

第1.2版

参考書 同上

評価方法・基準 筆記試験および実技試験をともに100点満点で実施し、より点数の高いものを採用する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。
生体への麻酔処置に必要な実践的な準備、注意点を理解する。

後期学習内容の振り返りを行う。
術後の家族のインフォームドコンセントについて理解する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

配布する資料を用いて毎回の授業内容を自宅で復習する。

具体的な麻酔管理法を理解する。
ガイドラインに基づいた心肺蘇生法を修得する。

抜糸の準備と手技について理解する。

不妊手術の術式について理解する。
術中の麻酔記録、看護記録の記入法を修得する。

去勢手術を実施し、周術期の実践的な動きを修得する。

犬と猫への鎮静処置の手順を修得し、その際の注意点について理解する。 避妊手術時の助手の具体的手技について理解する。

去勢手術時の助手の具体的手技について修得する。

術前準備、麻酔法、術中モニタリングなどについて再度整理し理解を深める。 避妊手術を実施し、周術期の実践的な動きを修得する。

生体への麻酔処置を行い、周術期の実践的な動きを修得する。

術前の手洗い法を修得する。
術着とグローブの着用方法を修得する。
検査や処置に使用するウレタンマットの作成法を修得する。

周術期に起こりうる緊急対応について理解する。

輸液剤の準備について復習し、理解を深める。
手術に必要な薬剤の役割を理解し、その調整法などを修得する。
静脈留置処置、気管挿管の準備について復習し、理解を深める。

ASA分類に基づいた麻酔リスクについて理解する。

麻酔薬について理解する。
麻酔機器の使用法を修得する。

歯石除去の手技とその際の麻酔法について修得する。

術着とドレープの準備について理解する。
術中のモニターについて理解する。
静脈採血と動脈採血の違いについて理解する。

入院時の動物の管理法について修得する。

各手術器具の名称を整理し、その用途を修得する。
術後に着用する腹帯の作成方法を修得する。

入院時の衛生管理について理解する。

エキゾチックアニマル（哺乳類および鳥類）の保定について修得する。 栄養チューブ設置の準備や流動食の調整を修得する。

実践力を身につけるとはいえ、実習のみであらゆる疾患やリスクを抱える動物の外科、麻酔について理解することは困難でる。ただしそれらの症例に臨む上でも、解剖学と生理
学の知識を基礎とした術前準備、術前管理という理解が重要になる。動物たちの状態を常に観察し、その上でどのような看護が必要となるのかを説明、分類できるような思考能
力を身につけることを目標とする。

授業計画（テーマ・内容）

オリエンテーションにより外科看護学の概要を理解する。
実習に参加する犬と猫の総合健康診断を行い、保定および基礎的臨床検査
の復習を行う。

動物看護計画の策定について理解する。

外科手術の準備において必要な小型犬、大型犬、猫の保定法を修得する。 周術期の動物に対する痛みの評価について理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Veterinary Surgical Nursing 
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪どうぶつ夜間急病センター 獣医師 

授業の概要・目的

まず外科診療の補助に必要な基礎知識を学び、術前準備から術中補助、術後管理までの流れを系統的理解し、安全な手術の実施に必要な知識を修得する。さらには、それら
の準備や管理に加えて、麻酔準備や麻酔監視、助手としての手術の補助、救命救急など学んだ知識の実践力を修得する。これらの目的を果たすためには総合的な看護学への
理解が求められるため、これまでの基礎的な科目の知識を整理し、外科と関連させた実践力として身につけられるよう、適宜復習も織り交ぜながら進めていく。

120 (8)

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物外科看護学実習
開講年度 2

開講期間 通年
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2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト③　（ファームプレス）　/　動物看護実習テキスト　（インターズー）　/　コンパニオンアニマルの看護技術学　（インターズー）

参考書 同上

評価方法・基準 実技試験及び筆記試験をともに100点満点で実施し、総合的に評価を行う。

前期学習内容の総括を行う。 メディカルアロマ（肉球クリーム作成）について修得する。

前期学習内容の振り返りを行う。 総まとめを行い理解を深める。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。

耳科（耳の構造、点耳、耳洗浄などの耳科処置）について修得する。 これまでの復習を行い理解を深める。

歯科（歯の構造、歯磨きの仕方）について修得する。 後期学習内容の総括を行う。

これまでの復習を行い理解を深める。 後期学習内容の振り返りを行う。

注射法（針、シリンジ、バイアル、アンプルの取り扱い方）について理解する。 東洋医学（概要）について理解する。

小まとめ（現在まで学んだ内容）を行い理解を深める。 マッサージ（ツボを使った）について修得する。

眼科（眼の構造、点眼、眼軟膏などの眼科処置）について修得する。 ワクチン・フィラリア・東洋医学・マッサージのまとめを行い理解を深める。

輸液（輸液準備、輸液ポンプの扱い方）について修得する。 ワクチン・フィラリア（予防）について理解する。

調剤（様々な剤型の調剤・分包）について理解する。 ワクチン・フィラリア（パンフレット作成）を行い修得する。

投薬法（犬）での方法を修得する。 リンパマッサージ（犬）について修得する。

保定（様々な保定法）を修得する。 尿検査（尿検査の手技と検査項目）について修得する。

視診・触診の行い方（講義）を理解する。 便検査（便検査の手技と内部寄生虫）について修得する。

犬で視診・触診を行い方法を修得する。 血液検査・尿検査・便検査のまとめを行い理解を深める。

院内業務・犬の取り扱いについて理解する。 血液検査（血液検査項目とその意義）について理解する。

講師名

実務経験概要 動物病院にて動物看護師として勤務

授業の概要・目的

動物病院内業務に必要な知識と技術を身につける。疾病の成り立ちと回復の促進に寄与することを学ぶ。

到達目標

保定・各種検査等の方法を練習し、身に付ける。飼い主と会話できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 疾病・感染と薬 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物感染症学B
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 Animal Infectio B
授業形態 120 (8)



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 疾病・感染と薬 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物病理学
開講年度 2

開講期間 後期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Pathology
授業形態

講師名

実務経験概要
カルディア動物行動クリニック　開業獣医師

行動分野診療、問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等を専門とし、臨床現場にて飼い主のサポートに従事

授業の概要・目的

様々な疾病が組織や臓器にもたらす変化を学び、病態について理解する。これらのことを理解するために、病気の成り立ち、細胞の死滅、循環障害、退行性病変、進行性病変、
炎症、先天異常、免疫異常、老齢性病変、主要などの項目について学ぶ。

30 (2)

各疾病のメカニズムに関して知り、動物病院における看護に役立てる。

授業計画（テーマ・内容）

神経系疾患（疾患の仕組みと鎮痛薬・鎮静薬・抗けいれん薬等）について理
解する。

呼吸器系疾患（疾患の仕組みと鎮咳薬・去痰薬・気管支拡張薬等）について
理解する。

循環器・泌尿器系疾患（疾患の仕組みと血管拡張薬・心不全治療薬・利尿薬
等）について理解する。

循環器・泌尿器系疾患（疾患の仕組みと血管拡張薬・心不全治療薬・利尿薬
等）について理解する。

消化器系疾患（疾患の仕組みと制吐薬・消化管に作用する薬物・止瀉薬・瀉
下薬等）について理解する。

消化器に作用する薬物（疾患の仕組みと制吐薬・消化管に作用する薬物・止
瀉薬・瀉下薬等）について理解する。

代謝・内分泌系疾患（疾患の仕組みと糖尿病治療薬・甲状腺治療薬・ステロイ
ドホルモン）について理解する。

代謝・内分泌系疾患（疾患の仕組みと糖尿病治療薬・甲状腺治療薬・ステロイ
ドホルモン）について理解する。

血液・免疫系疾患（疾患の仕組みと抗貧血薬・抗炎症薬・免疫抑制薬）につい
て理解する。

血液・免疫系疾患（疾患の仕組みと抗貧血薬・抗炎症薬・免疫抑制薬）につい
て理解する。

化学療法薬（消毒薬・殺虫薬・抗菌薬・抗真菌薬・駆虫薬・抗腫瘍薬）について
理解する。

化学療法薬（消毒薬・殺虫薬・抗菌薬・抗真菌薬・駆虫薬・抗腫瘍薬）について
理解する。

化学療法薬（消毒薬・殺虫薬・抗菌薬・抗真菌薬・駆虫薬・抗腫瘍薬）について
理解する。

後期学習内容の総括を行う。

後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト③　（ファームプレス）

第1.2版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物薬理学
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal Phamacology
授業形態

講師名

実務経験概要 勤務獣医師として、臨床医療に長年従事

授業の概要・目的

臨床の現場では欠かすことのできない薬物治療について、薬理作用と作用機序、薬物の体内動態、有害作用や、代表的な薬物の作用、副作用を理解し、その必要性や、適応と
される病態、投薬時の注意点などについて知識を深める。

120 (8)

臨床の現場で使用される薬物の特性を学び、投薬前後での病態の変化にいち早く気づけるようになり、また、飼い主への服薬指導が的確に行えるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

薬物の基本知識（薬物治療の概念・薬理作用）について理解する。 神経系に作用する薬物（鎮痛薬・鎮静薬）について理解する。

薬物の基本知識（薬物動態）について理解する。 神経系に作用する薬物（抗けいれん薬・問題行動治療薬）について理解する。

薬物の有害作用（副作用・中毒作用・薬物アレルギー・薬物依存・耐性）につ
いて理解する。

呼吸器系に作用する薬物（鎮咳薬・去痰薬・気管支拡張薬）について理解す
る。

薬効に影響を与える因子について理解する。
循環器・泌尿器系に作用する薬物（血管拡張薬・心不全治療薬・利尿薬）につ
いて理解する。

薬物の取り扱い（薬物の剤形の違い・投与方法）について理解する。
消化器に作用する薬物（制吐薬・消化管に作用する薬物・止瀉薬・瀉下薬）に
ついて理解する。

薬物の分類や法規を学び、毒薬・劇薬・麻薬などの取り扱い方を理解する。
代謝・内分泌に作用する薬物（糖尿病治療薬・甲状腺治療薬）について理解す
る。

処方や治療の略語を理解し、薬用量の計算ができるようになる。 代謝・内分泌に作用する薬物（ステロイドホルモン）について理解する。

処方や治療の略語を理解し、薬用量の計算ができるようになる。 血液・免疫系に作用する薬物（抗貧血薬・抗炎症薬）について理解する。

輸液療法の必要性を理解し、輸液量の計算ができるようになる。 血液・免疫系に作用する薬物（免疫抑制薬）について理解する。

輸液療法の必要性を理解し、輸液量の計算ができるようになる。 化学療法薬（抗菌薬）について理解する。

神経系に作用する薬物（全身麻酔薬）について理解する。 化学療法薬（抗真菌薬）について理解する。

神経系に作用する薬物（局所麻酔薬）について理解する。 化学療法薬（駆虫薬・殺虫薬・抗腫瘍薬）について理解する。

寄生虫に作用する薬物（原虫・蠕虫・衛生動物）について理解する。 化学療法薬（抗腫瘍薬）について理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。 後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めた内容をもとに、ノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト③　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は、筆記試験80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 産業動物学
開講年度 2

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Commercial Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪市阿倍野区にて25年以上開業獣医師として動物病院を経営。

授業の概要・目的

産業動物の歴史や品種、飼養管理法、および畜産業など社会との関わりについて学ぶ。

60 (4)

家畜の種類と特徴について知る。主要家畜（馬、牛、綿羊、山羊、豚、鶏）の飼養管理法について知る。日本の畜産業の実際について知る。

授業計画（テーマ・内容）

産業動物の獣医学上の位置付けについて知る。

動物の身体について復習を行う。

牛の解剖と生理について理解する。

牛の主な疾患について理解する。

豚の解剖と生理について理解する。

豚の主な疾患について理解する。

馬の解剖と生理、および主な疾患について理解する。

綿羊の解剖と生理、および主な疾患について理解する。

山羊の解剖と生理、および主な疾患について理解する。

鶏の解剖と生理、および主な疾患について理解する。

魚類、ジビエなどについて理解する。

栄養学としての産業動物について理解する。

中毒について理解する。

前期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①・④　（ファームプレス）

第1.2版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率30％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 実験動物学
開講年度 2

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Experimental Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪市阿倍野区にて25年以上開業獣医師として動物病院を経営。

授業の概要・目的

実験動物の歴史や品種、飼育管理法、動物実験との関わりについて学ぶ。

45 (3)

実験動物の基礎について知る。実験動物の制御（コントロール）と疾患モデル動物について知る。

授業計画（テーマ・内容）

実験動物とは何か（1）を理解する。

実験動物とは何か（2）を理解する。

実験動物とは何か（3）を理解する。

小動物とは何かを理解する。

小動物の主な種類について理解する。

小動物の特徴について理解する。

中動物とは何かを理解する。

中動物の主な種類について理解する。

中動物の特徴について理解する。

大動物とは何かを理解する。

大動物の主な種類について理解する。

大動物の特徴について理解する。

SPFなど特別な飼育法について理解する。

前期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①・④　（ファームプレス）

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験70％、出席率30％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。ただし、筆記試験の点数が50～59点の場合は出席率80％以上であれば60点とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の振り返りを行う。
ウサギの食事管理について理解する。ウサギの保定・強制給餌方法を習得
する。

ウサギ・フェレットの疾病、手術等について理解する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト④　（ファームプレス）

ウサギの飼育・疾病について理解する。 フクロモモンガの疾病について理解する。

前期学習の動物の重要事項を復習する。 後期学習の動物の重要事項を復習する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

モルモットの繁殖・疾病について理解する。モルモットの保定方法を習得す
る。

ミニブタの生態・飼育について理解する。

チンチラの生理的特徴について理解する ミニブタの飼育について理解する。デグーの生態・飼育について理解する。

ウサギの形態・生理について理解する。
デグーの疾病について理解する。フクロモモンガの形態・生理について理解す
る。

カメの疾病について理解する。 鳥の疾病について理解する。

グリーンイグアナの生態・飼育・疾病について理解する。 鳥の入院管理について理解する。

モルモットの形態・生理・飼育について理解する。 ハリネズミの生態・飼育・疾病について理解する。

ハムスターの保定方法を習得する。マウス・ラットの形態・生理について理解
する。

フェレットの疾病・入院管理について理解する。

シマリス・プレーリードッグの形態・生理・飼育について理解する。 鳥の分類・形態・生理について理解する。

爬虫類およびカメの分類の概要について理解する。 鳥の診療・疾病について理解する。小鳥の保定方法を習得する。

エキゾチックアニマルの分類ができ、生態・飼育について飼い主に説明できるようになる。また、診察補助、入院した動物の管理ができるように生理学的特徴、疾病について理解
する。

授業計画（テーマ・内容）

エキゾチックアニマルの概要について理解する。ハムスターの形態・生理につ
いて理解する。

フェレットの形態・生理について理解する。

ハムスターの飼育・疾病について理解する。 フェレットの特徴・飼育について理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Companion Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院を開業

授業の概要・目的

エキゾチックアニマルはペットとして飼われている歴史が浅く、飼育に関して不明な点が多い生物では繁殖させたり寿命を全うさせたりするどころか、長期飼育さえ困難なものも
いる。栄養学的なことや感染症など、飼育のための必要最低限な情報も不明な種は多い。そのため基礎的な知識の習得や設備投資を怠った状態で飼育開始するケースも見ら
れる。こうしたことから動物病院などの現場へ就職を目指す学生は正しい知識を身につけそれを伝えることができるようになる必要がある。本開講科目では動物病院に来院する
ことが多いと考えられるエキゾチックアニマルを中心にそれら動物の生態・生理・飼育・疾病等について習得する。

60 (4)

授業科目名 飼育・看護演習 開講学科 動物医療科

開講科目名 伴侶動物学
開講年度 2

開講期間 通年
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第1.2版

参考書 野生動物救護ハンドブック　（文永堂出版）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

後期学習内容の振り返りを行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト①・④　（ファームプレス）

野生哺乳動物の救護（ムササビ、モモンガ、ニホンジカ、ニホンヤマネ、ノウサ
ギ）について理解する。

野生哺乳動物の救護（ムササビ、モモンガ、ニホンジカ、ニホンヤマネ、ノウサ
ギ）について理解する。

後期学習内容の総括を行う。

野鳥の救護（カモ類、サギ類、ワシタカ類、フクロウ類、ミズナギドリ類、カモ
メ、アジサシ類）について理解する。

野鳥の救護（ツブミ、オナガ、カラス類、ウグイス類、ヒタキ類）について理解す
る。

野鳥の救護（ツブミ、オナガ、カラス類、ウグイス類、ヒタキ類）について理解す
る。

野生動物関連法規（国際環境法、環境基本法、個別の自然、保護法、外来生
物法）について理解する。

野生動物関連法規（国際環境法、環境基本法、個別の自然、保護法、外来生
物法）について理解する。

野鳥の救護（カモ類、サギ類、ワシタカ類、フクロウ類、ミズナギドリ類、カモ
メ、アジサシ類）について理解する。

野鳥の救護（メジロ、シジュウカラ、カワラヒワ、ドバト、キジバト、セキレイ）に
ついて理解する。

野生哺乳動物の救護（タヌキ、ハクビシン）について理解する。

野生哺乳動物の救護（タヌキ、ハクビシン）について理解する。

・身近にいる野生動物に関する知識を身に付け、救護個体の適正な取り扱い、看護を習得する。
・野生鳥獣と共存の啓発を行えるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

野生動物救護の現状と課題、鳥獣害、保全、動物園の役割について理解す
る。

野鳥の救護（スズメ、ツバメ、ヒヨドリ、ムタドリ）について理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Wild Animal Studies
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院を開業

授業の概要・目的

・日本の野動物の種類と保全、また動物と共存するために、身近な野生動物とその暮らしについて学ぶ。
・傷害野生鳥獣の救護と取扱い、関連法規について理解を深める。

30 (2)

授業科目名 人との調和 開講学科 動物医療科

開講科目名 野生動物学
開講年度 2

開講期間 後期
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第1.2版

参考書 研究テーマごとの論文

評価方法・基準 評価の割合は卒業研究中間発表及び学科内最終発表、卒業研究制作の評価70％、授業内評価10％、出席率20％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。 論文作成マニュアルに沿って論文を作成する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業までの1週間、研究グループ内での情報収集、予備調査・実験、本調査・実験、データの収集と分析を行う。（授業内で随時確認）

教科書・テキスト 卒業研究論文作成マニュアル（竹花作成）

研究目的から導かれる実験手続きを計画したり、目的に沿ったアンケート・質
問紙を作成する。

論文作成マニュアルに沿って論文を作成する。

研究目的から導かれる実験手続きを計画したり、目的に沿ったアンケート・質
問紙を作成する。第2回中間発表を行う。

論文作成マニュアルに沿って論文を作成する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。 論文作成マニュアルに沿って論文を作成する。

研究目的から導かれる実験手続きを計画したり、目的に沿ったアンケート・質
問紙を作成する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。第4回中間発表を行う。

研究目的から導かれる実験手続きを計画したり、目的に沿ったアンケート・質
問紙を作成する。

論文作成マニュアルに沿って論文を作成する。

研究目的から導かれる実験手続きを計画したり、目的に沿ったアンケート・質
問紙を作成する。

論文作成マニュアルに沿って論文を作成する。

研究テーマとその方向性から、研究の目的、仮説、方法について具体的に文
章化しながら、その詳細を計画する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。第3回中間発表を行う。

研究テーマとその方向性から、研究の目的、仮説、方法について具体的に文
章化しながら、その詳細を計画する。第1回中間発表を行う。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

研究テーマとその方向性から、研究の目的、仮説、方法について具体的に文
章化しながら、その詳細を計画する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

実験、調査を進めていくうえでの、基本的なデータ分析の仕方について学習
する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

研究テーマとその方向性から、研究の目的、仮説、方法について具体的に文
章化しながら、その詳細を計画する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

研究テーマとその方向性から、研究の目的、仮説、方法について具体的に文
章化しながら、その詳細を計画する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

チームアプローチを目標に科学的視点から客観的に分析できる能力を身につけることを目標とする。卒業研究を通して、実践的な作業能力とデータ分析の仕方、問題意識を具
体的な調査に反映するスキル、仮説演繹的思考力を高めることを目標とする。

授業計画（テーマ・内容）

卒業研究レポートの位置づけとどのように研究レポートを書き進めていくかの
基本的考え方について理解する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

実験、調査を進めていくうえでの、基本的なデータ分析の仕方について学習
する。

データの集積と解析方法を検討しながら、実際のデータを解析する。卒業研究
発表会に向けてのPPT作成及び論文作成に取り組む。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Graduation Study
授業形態

講師名

実務経験概要 動物看護師

授業の概要・目的

卒業研究作成に必要な基本的なノウハウについて習得する。同時に、各自もしくは各グループのテーマの決定とそれに伴う情報収集を行う。卒業研究のレベルアップとして、実
験計画法もしくは研究法といった方法論と卒業研究に必要なデータの処理についても学習する。科学性と客観性に重点を置き、レポートとは異なるあくまでも論文形式であること
を強調する。ただし、内容的には動物看護の枠組みの中での実学的なわかりやすいかつ質の向上を目標にした研究・実践報告としたい。

60 (4)

授業科目名 卒業研究 開講学科 動物医療科

開講科目名 卒業研究
開講年度 2

開講期間 通年
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授業科目名 動物・入院管理 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物臨床看護学各論
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Itemized Theory of Animal Clinical Nursing
授業形態

講師名

実務経験概要 獣医師として動物病院開業

授業の概要・目的

小動物（主に犬と猫）に日常的にみられる疾病についての正確な知識（疾病の概要・症状・原因・検査・治療）を学び、動物看護師としてよりよい看護計画を立てられるようになる
ことを目的とする。

120 (8)

①主に犬と猫の色々な疾患に対する正確かつ十分な知識の習得を第一の目標とする。
②疾患に対する十分な知識を基に、それぞれの症例に合わせた最良の看護計画を立て、実践できるようにする。
③動物看護師統一認定試験に合格できる応用力を身に付ける。

授業計画（テーマ・内容）

①1年間の授業について理解する。
②循環器系疾患（心臓の構造と血液循環）について復習を行う。

泌尿器系疾患⇒腎臓の機能についての復習・泌尿器系疾患に認められる特
徴的な症状について（排尿異常・尿色の変化など）・尿検査について理解す
る。

①循環器系疾患（主症状）について理解する。
②循環器系疾患各論No1（心不全・急性循環不全（ショック）、僧帽弁閉鎖不
全症、心筋症について理解する。

泌尿器系疾患各論No1⇒腎不全・尿路感染症・尿路結石・多発性腎嚢胞につ
いて理解する。

循環器系疾患各論No2⇒犬と猫のフィラリア症について・先天性心疾患につ
いて理解する。

生殖器系疾患⇒①雄と雌の生殖器の構造についての復習を行う。
②生殖器系疾患各論No1　⇒雄の生殖器系疾患・雌の生殖器系疾患について
理解する。

①循環器系疾患の小テストを行う。
②呼吸器系疾患⇒呼吸器系の構造と役割についての復習を行う。

①泌尿器系及び生殖器系疾患小テストを行う。
②神経系疾患⇒神経系の分類・神経系疾患にみられる症状について理解す
る。

呼吸器系疾患各論No1⇒胸膜滲出（胸水）・気管虚脱・喉頭麻痺・横隔膜ヘル
ニア・短頭種気道閉塞症候群について理解する。

神経系疾患各論No1⇒てんかん・水頭症・肝性脳症などについて理解する。

呼吸器系疾患各論No2⇒上部気道炎・気管支肺炎・猫喘息・肺腫瘍・逆くしゃ
み症候群について理解する。

神経系疾患各論No2⇒脊髄疾患（椎間板ヘルニア・変性性脊髄症・進行性脊
髄軟化症・環軸椎亜脱臼など）について理解する。

①呼吸器系疾患小テストを行う。
②消化器系疾患⇒消化管と消化腺の構造と役割についての復習・消化器系
疾患に特徴的な症状について理解する。

①神経系疾患小テストを行う。
②内分泌系疾患⇒ホルモンと分泌腺の復習を行う。

消化器系疾患各論No1⇒口腔内疾患（腫瘍・歯牙疾患）・食道の疾患・胃と腸
の疾患・肛門周囲の疾患（肛門嚢炎・会陰ヘルニアなど）について理解する。

内分泌系疾患各論⇒下垂体・甲状腺・副腎・上皮小体の疾患・糖尿病につい
て理解する。

消化器系疾患各論No2⇒肝臓と胆道系疾患（肝炎・胆のう炎・胆泥症・胆嚢粘
液嚢腫など）・膵臓の疾患(膵炎・膵外分泌不全など）について理解する。

①内分泌系疾患小テストを行う。
②眼科疾患⇒眼球の構造と役割の復習・色々な眼科の検査について理解す
る。

①消化器系疾患小テストを行う。
②運動器系疾患⇒骨・筋肉・靭帯などの機能についての復習を行う。

眼科疾患各論⇒角膜疾患・涙の疾患・前眼部の疾患（白内障・緑内障）・網膜
と視神経の疾患・眼瞼の疾患について理解する。

運動器系疾患各論No1⇒骨折について（分類・治癒過程など）・膝関節周囲の
疾患（膝蓋骨脱臼・前十字靭帯の断裂など）について理解する。

血液・免疫疾患各論⇒貧血・自己免疫性溶血性貧血・DIC・悪性リンパ腫・フオ
ン・ヴィレブランド病について理解する。

運動器系疾患各論No2⇒股関節周囲の疾患（先天性股関節形成不全症・レッ
グカルベペルテス病など）・その他（変形性関節症・関節リュウマチ・肥大性骨
関節症など）・骨腫瘍（骨肉腫）について理解する。

皮膚科疾患各論⇒アレルギー性・細菌性・真菌性・寄生虫性・自己免疫性の
皮膚疾患について理解する。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

前期学習内容の振り返り（1）を行う。 後期学習内容の振り返り（1）を行う。

前期学習内容の振り返り（2）を行う。 後期学習内容の振り返り（2）を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業前に各自でテキストの内容を確認し、毎回の授業に臨むこと。またさらに授業終了後はテキストをもう一度確認して、学んだ知識の定着をする
ことが望ましい。

教科書・テキスト 作成したオリジナルのテキスト（プリント）を使用する。

第1.1版

参考書 イラストでみる犬の病気　（講談社） / イラストでみる猫の病気　（講談社）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験60％、授業内小テスト30％、出席率及び授業態度10％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験50％、出席率25％、授業態度25％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の総括を行う。 後期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト⑤　（ファームプレス）

整形疾患、口腔疾患についての問診を習得する。(ロールプレイング)
犬猫のワクチン接種についての説明、ワクチン接種後の注意事項の説明をス
ムーズにできるようになる。

循環器疾患、呼吸器疾患についての問診を習得する。(ロールプレイング)
ノミ・ダニ予防を飼主様へ推奨し、スポットタイプの予防薬については使用方法
の指導ができるようになる。

疾患を予測しながらの問診を練習し、実際に行う現場での問診を習得する。 フィラリア予防について分かりやすく説明できるようになる。

ワクチン接種時、消化器疾患についての問診を習得する。(ロールプレイング) 癌患者に対してのグリーフケアを習得する。

泌尿器疾患、皮膚疾患(皮膚・耳)についての問診を習得する。(ロールプレイ
ング)

急死、突然死に対してのグリーフケアを習得する。

神経疾患、眼科疾患についての問診を習得する。(ロールプレイング) 犬猫の避妊去勢のメリット・デメリットについて飼主様へ説明できるようになる。

受付(会計時：ワクチン接種、予防(ノミ、ダニ、フィラリア)後、薬の説明)を習得
する。(ロールプレイング)

入院患者の面会対応を習得する。

電話対応①フード・薬の注文、予防についての問合せ、業者対応を習得す
る。(ロールプレイング)

慢性疾患に対してのグリーフケアを習得する。

電話対応②病気、手術(避妊、去勢、その他疾患)の問合せについて習得す
る。(ロールプレイング)

術後または麻酔下検査後状態悪化した場合のグリーフケアを習得する。

衛生管理②(洗浄、消毒、滅菌、手洗いについて)を理解する。 治療や看護対応へのクレーム対応を習得する。

受付業務、カルテ(顧客)管理について理解する。 受付・電話対応(接客)へのクレーム対応を習得する。

受付(来院時：初診、再診、予防、病気、吠える犬、大型犬、猫)の対応を習得
する。(ロールプレイング)

入院看護記録の必要性と書き方について理解し、習得する。

院内でのスムーズなコミュニケーションと、明るく落ち着いたオーナー様対応ができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

動物病院の現場、動物看護師の働きについて把握する。院内コミュニケー
ションの重要性とチーム医療について理解する。

待ち時間に対するクレーム対応を習得する。

身だしなみについて学ぶ。衛生管理①(感染とは何か、院内清掃について)を
理解する。

診療費に対するクレーム対応を習得する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Integrated Animal Clinical Nursing
授業形態

講師名

実務経験概要 動物看護師として動物病院で勤務

授業の概要・目的

コミュニケーション能力を上げ、受付でのオーナー様対応を実践形式で学び習得し、働きやすい人間関係を構築できるようになる。また、衛生管理や顧客管理についても学ぶ。

60 (4)

授業科目名 動物・入院管理 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物臨床看護学総論
開講年度 2

開講期間 通年
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第1.1版

参考書 動物看護コアテキスト　（インターズー）

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験100％で、最高評価点数を100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き溜めたメモなどをもとにノートを作成する。

教科書・テキスト 動物看護コアテキスト②　（ファームプレス）

遺伝性疾患（1）について理解する。

遺伝性疾患（2）について理解する。

毛色遺伝子について理解する。

分娩と助産・帝王切開について理解する。

新生仔の成長とケアについて理解する。

遺伝学の基礎知識について理解する。

猫の繁殖生理について理解する。

犬と猫の交尾様式と妊娠診断について理解する。

胎児の成長と妊娠中のケアについて理解する。

犬の繁殖生理について理解する。

犬の性周期とホルモンの関係について理解する。

犬の交配適期と膣細胞スメアとの関係について理解する。

繁殖に関わるしくみを理解し、正しい繁殖と新生児の管理の知識と技術を伝えることができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

繁殖学の概論（繁殖とは何か）について理解する。

繁殖季節と性成熟について理解する。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Animal(Dog)Breeding
授業形態

講師名

実務経験概要
カルディア動物行動クリニック　開業獣医師

行動分野診療、問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等を専門とし、臨床現場にて飼い主のサポートに従事

授業の概要・目的

繁殖に関わる形態機能学を学び、妊娠・分娩と新生仔管理、遺伝学の基礎知識を習得する。

30 (2)

授業科目名 動物の体の構造・機能 開講学科 動物医療科

開講科目名 動物繁殖学
開講年度 2

開講期間 前期
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総括
次年度の申送り書作成

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポート課題

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

企画実行や予算管理をし、役割分担を決め、人と協力して作業することの大切さを学ぶ
また、準備段階からイベント終了までの期間を通し、協調性・コミュニケーション力・接遇を学ぶ

到達目標

イベントを成功させ、予算管理も含め満足度や達成感を味わう

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 オープンキャンパス 開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Open Campus 授業形態 30 (2)
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総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 レポート課題

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

競技種目の選定、ルール作り、各種備品等を学生が主体となり実行委員会を設けて企画実行することで人との関わりを学び、協調性・団結力を養う
当日までのカラダ作り期間を実施することで体力強化ができる

到達目標

個人ではなくクラスというチームでの達成感を味わう
チームで一つの目標に対して努力することで人間関係の関わり方を学ぶ

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 スポーツフェスタ 開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Sports Festa 授業形態 30 (2)
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授業科目名 ＩＴ 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンピュータ演習Ⅰ 開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Practice of Computer Ⅰ 授業形態 30 (2)

授業概要
第1章～第２章・第６章　文書作成の基本　１
Ｗｏｒｄ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

Excelでは、 効率よいデータ入力と作表、 四則演算や関数による計算式の設定、 グラフによるデータの可視化、 データベース機能を学ぶ。また、統計的思考と具体的なデータ分
析方法も紹介する。
Wordでは、 文書や図表作成、、ビジネス文書、 報告書、 レポートや論文などの作成手法や効率よく編集する ためのテクニックとともに、Excelなど他アプリケーションとの連携
機能を学ぶ。

到達目標

Excelでは、データと関数を含む計算式を適切に設定した作表ができる。グラフを用いて数値の可視化ができ る。基本的なデータ分析ができる。
Wordでは、ビジネス文書の構成を理解し、表や図や写真などグラフィカルな要素を取り入れた文書が作成できる。また、Excelで作成した表やグラフを文書に応用することができ
る。

授業計画（テーマ・内容）

Ｗｏｒｄ　　第３章～５章　図表作成　１

Ｗｏｒｄ　　第３章～５章　図表作成　２

Ｗｏｒｄ　　第1章～第２章・第６章　文書作成の基本　３

Ｗｏｒｄ　　第1章～第２章・第６章　文書作成の基本　２

Ｗｏｒｄ　　第７章～９章　文書作成応用　　（ポイントをピックアップ）

Ｗｏｒｄ　　学習到達度チェック

Excel　　 第１章～第３章　表作成と基礎関数　１

Excel　　第１章～第３章　表作成と基礎関数　２

Excel　　第７章　応用関数

Excel　　第４章～第５章　データの視覚化（グラフ）と印刷　１

Excel　　第４章～第５章　データの視覚化（グラフ）と印刷　２

Excel　　第8章　データ分析（データベース）　１

Excel　　第8章　データ分析（データベース）　２

後期まとめ

第1.1版

教科書・テキスト COMPYUTER BASIC Word Excel

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は実技試験70%、出席率（受講態度含む）20％、課題10%で最高評価点数を100とする。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業内容の各節目で適宜課題を実施し定着を図る。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の健康管理 開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Animal Health Care 授業形態 30 (2)

動物の健康管理の必要性　　健康管理とは？５つの自由　健康チェックのポイ
ント

講師名

実務経験概要 獣医師

授業の概要・目的

トリミングペットサロンやペットショップなどで働くプロとして、
犬・猫を中心とした動物の健康管理方法を理解する。
また、健康を維持するために必要となるワクチン予防や内部寄生虫、高齢動物のケア方法について、きちんと理解する。

到達目標

犬と猫の健康管理の基礎知識を持つち、それに伴う健康の維持増進、疾病の予防のために病気のことを理解する。
また、身に着けた知識を自らが実践した上で、飼い主にも正しく指導・提案が出来るようになる

授業計画（テーマ・内容）

口腔衛生　　口腔疾患と歯磨きの必要性

感染症とワクチン　　狂犬病

看護動物の健康管理　　バイタルサイン

看護動物の健康管理　　クライアント・エデュケーションについて

感染症とワクチン　　ワクチンで予防できる病気とワクチンプログラム

内部寄生虫　　フィラリア症

内部寄生虫　　回虫症・瓜実条虫症・鞭虫症・トキソプラズマ症

外部寄生虫　　ノミ・ダニ・シラミ

人畜共通感染症　　動物から感染する病気

繁殖について　　交配と出産

若齢動物と高齢動物のケア　　若齢動物のケアについて理解する

若齢動物と高齢動物のケア　　高齢動物のケアについて理解する

まとめ

振り返り

第1.1版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 筆記試験80％　出席率20％として100点満点を最高得点として算出する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の体のしくみ 開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Anatomy and Phisiology of Animals 授業形態 30 (2)

総論　細胞   器官とは　○○系とは　学ぶ意味など　教科書　section１２

講師名

実務経験概要 開業獣医師

授業の概要・目的

動物の体の構造を知り、どのように機能しているかの基礎的知識を身につける。
そのために消化器・泌尿器・循環器・生殖器等細かく構造を解説したうえで、骨格や筋肉の構造を学ぶ。
それらの知識をトリミングに活かすことを目標とする。

到達目標

犬猫の体の基本的な構造と働きの概要を知り、トリミング時に動物の体のしくみを理解したうえで、
美しく、また動物にとって負担が少ないように工夫することができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

泌尿器系  教科書　section３

呼吸器系  教科書　section４

消化器系  教科書　section２

外皮系  教科書　section１

生殖器系  教科書　section５

循環器系  教科書　section７

感覚器系  教科書　section８

筋系  教科書　section１０

骨格系  教科書　section11

内分泌系  教科書　section６

神経系  教科書　section９

薬膳とホームメイド食

まとめ

振り返り

第1.1版

教科書・テキスト イラストで見る動物のからだのしくみ

参考書 なし

評価方法・基準 筆記試験90％　出席率10％として100点満点を最高得点として算出する。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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講義・演習 時間数（単位数）
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率７０％、レポート提出３０％として、最高点を１００点として算出する

半年の復習

半年の復習・レポート返却

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

適宜レポート課題を提出

犬の管理・安全確保
ハンドターゲットを使い動きのある動作を教える①

ハンドターゲットを使い動きのある動作を教える②

ハンドターゲットを使い動きのある動作を教える③

ボディランゲージについて③
ハンドターゲットを使い基本的動作を教える②

犬の管理・安全確保／吠えについて
ハンドターゲットを使い基本的動作を教える③

犬の管理・安全確保
禁止の言葉を教える

犬の管理・安全確保／マズルコントロールについて
安全確保した上で健康チェックをする、クレートの掃除
マズルを触らせることに慣らす重要性

ボディランゲージについて①ハンドターゲットについて

ボディランゲージについて②
ハンドターゲットを使い基本的動作を教える①

犬の管理、注意点／動物を扱う上での安全確保
動物の安全にクレートから出し入れする

犬の管理・安全確保／トイレトレーニングについて
動物を扱う上での安全確保・動物の安全にクレートから出し入れする

犬の管理・安全確保／タッチングのトレーニングについて
動物を扱う上での安全確保・動物の安全にクレートから出し入れする

挨拶、授業内容紹介
ペットの代表的な存在の犬で授業を進めることを理解して貰う
動物を管理する重要性

講師名

実務経験概要 犬のしつけ教室を開業

授業の概要・目的

動物の中でも、もっとも身近な存在である犬を教材に取り上げることにより
行動やコミュニケーションの基礎を分かりやすく学ぶ

到達目標

犬と生活する上での基礎的なマナートレーニングの教え方を知り、飼育管理のために必要なトレーニングを習得する。
ボディランゲージを読み取って、動物とのコミュニケーションを図れるように担当犬を通して学習する。
犬の修正や犬種別性格の違いによって、コミュニケーションの取り方の違いを知り、犬と生活する上での基礎的なマナートレーニングの教え方ができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 アニマルトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 アニマルトレーニング 開講年度 1

開講科目英名 Animal Training 授業形態 30 (2)

開講期間 前期 必選区分 必修
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は実技試験６０％、出席率２０％、提出物２０％で、最高評価点を１００とする。

ベーシック実習を実施　模擬検定を終えて苦手克服

ベーシック実習を実施　エステ炭酸泉

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。手、ハサミトレーニング。

ベーシック実習を実施　長毛犬種顔カット含む

ベーシック実習を実施　模擬検定に向けて１１０分目標

模擬検定　一人一頭ベーシック(110分)

ベーシック実習を実施　ウイッグドールでケネルカット

ベーシック実習を実施　テディベアカット開始

ベーシック実習を実施　エステアロマバス

ベーシック実習を実施　プードル含む　エステ泡シャンプー

ベーシック実習を実施　プードルベーシッククリップ含む

ベーシック実習を実施　犬種別ブローを学ぶ。

ベーシック実習を実施　クリッピング開始　２人１頭

ベーシック実習を実施　足回りカット開始　触毛（ヒゲカット）

ベーシック実習を実施　ポメラニアン含む　２２頭（一人一頭含む）

導入教育　ベーシックモデルグルーミング　ウイッグドールブラッシング　犬
の保定方法を学ぶ。

ベーシック実習を実施　ウイッグドールでケネルカット

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

正しい道具の使い方や犬の取り扱い方を身に付ける。犬の基本的な手入れ方法を身につける。犬種別グルーミングを理解し、カットの基本を学ぶ。

到達目標

グルーミングの基本を学び、グルーミング検定Ｂ級に合格出来る技術、知識を身に付けれるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 グルーミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング演習A 開講年度 1

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Practice of Basic GroomingA 授業形態 60 (4)
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開講科目英名 Practice of Basic GroomingB 授業形態 60 (4)

開講期間 前期 必選区分 必修

授業科目名 グルーミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング演習B 開講年度 1

導入教育モデルグルーミング後　実習での流れ、教室、道具の使い方を理解す
る。

講師名

実務経験概要 トリミングサロン　scottishclub　代表

授業の概要・目的

グルーミングでの犬の扱い、正しい道具の使い方を身につける。グルーミングドールでのブラッシング、コーミングを学ぶ。
犬種別でのグルーミングを理解し基本を学ぶ。

到達目標

２コマ実習での時間短縮の意識づけ　ベーシック授業での正確さを身に着ける　グルーミングでの楽しさを認識

授業計画（テーマ・内容）

ベーシック実習　犬の扱い方　爪切りシャンプーの作業に慣れるようにする

グルーミングドールブラッシング　長毛種のブラッシングを理解する

ベーシック実習　短毛種の足回りカット、触毛カットを理解する

ベーシック実習　長毛種でのブラッシングの正確さを習得する

短毛種での泡シャンプーで行う

ベーシック実習　一つ一つの作業の効率の良い段取りを考える意識をつける

グルーミングドールカット　ドールを使ってケネルのカット手順を学ぶ

ベーシック実習　爪切り強化

ベーシック実習　シャンプー強化

ベーシック実習　エステ体験（アロマ　炭酸泉浴など）ドライイング強化

ベーシック実習　模擬検定にむけて時間の意識と正確さを習得する

模擬検定　ダックス、チワワでの一人１頭でのテスト形式
理解力、作業習得の確認

ベーシック実習　模擬検定での各自の課題点を意識して実習に取り組む

　前期学習内容の総括を行う

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。鋏練習。手のトレーニング。イラストを書く。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は実技と平常点８０％、出席率２０％で最高評価点を１００とする。
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開講科目英名 Theory of GroomingA 授業形態 60 (4)

開講期間 通年 必選区分 必修

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング理論A 開講年度 1

導入教育　グルーミングの各作業と内容　グルーミングの必要性を学ぶ プードルテディベアのアレンジ　アフロ、ムスタッシュを理解する

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

トリマーになるための基礎知識を身につける。犬種によってのトリミングを理解する。トリミング理論（知識）と実習（技術）を関連付ける

到達目標

犬種に合わせたグルーミングでの対応が出来るようになる

授業計画（テーマ・内容）

クリッピングの必要性と施す部分を理解する ポメラニアンをくまさん風に作るサマーカットを理解する

中短毛、長毛犬種の足の形作りについて理解する ウイッグドールブラッシング（２体目）

ポメラニアンのベーシックカットについて理解する プードルフラットパターンを理解する

プードルのスタンダード（理想像）を理解する プードルコンプレックスパターンを理解する

ウイッグドールブラッシングでスリッカーが使えるようになる 長毛犬種を全身ハサミで作るサマーカットを理解する

プードルの顔、足先、尾のクリッピング方法を理解する Ｂ級実技試験に向けてベーシックの復習

ケネルの形作りと短時間で作業する手順と必要性を理解する Ｂ級実技試験　一人一頭ベーシック１１０分

プードルのテディベアカットを理解する ドールコンテストに向けて、ケネルカット復習

クリッパーによるサマーカットを理解する ドールコンテストに向けて、ウィッグドールカット

長毛犬種の顔カットとヨーキーの耳先クリッピング方法を理解する ドールコンテストに向けて、ウイッグドールカット

模擬検定に向けてベーシックの復習 ラッピング、リボン付けについて理解する

模擬検定　前期試験として一人一頭ベーシック ポメラニアンをライオン風、柴犬風に作るサマーカットを理解する

前期まとめ　筆記試験 後期まとめ　筆記試験

Ｂ級筆記試験対策　前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括を行う

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験１００％とする。
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開講科目英名 Theory of GroomingB 授業形態 60 (4)

開講期間 通年 必選区分 必修

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング理論B 開講年度 1

導入教育　グルーミングの各作業と内容　実習への手順を理解する プードル顔のバリエーション(アフロ・ムースタッシュ）

講師名

実務経験概要 トリミングサロン　scottishclub　代表

授業の概要・目的

トリマーになるための基礎知識を身につける。多くの犬種のトリミングの違いなどを理解する。

到達目標

それぞれの犬種に合わせたグルーミングを工夫しながら対応できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

クリッピングの基本、刈る場所　必要性など知識を理解する ポメラニアンくまさんカットを理解する

中短毛種、長毛種の足回りの形づくりを理解する 長毛種のはさみショートカットを理解する

ポメラニアンのベーシックカットについて理解する グルーミングドールブラッシング（２体目）

プードルのスタンダード、各部名称　トリミングの分類を理解する グルーミングドールで、ラッピングリボン付け練習

プードルのベーシッククリップの方法を理解する プードルのフラットパターンを理解する

プードルのカット時の荒刈りの手順と必要性を理解する プードルのコンプレックスパターンを理解する

グルーミングドールでのケネルカット道具の扱い B級実技試験にむけて復習

プードルのテディベアカットを理解する B級実技試験　一人１頭１１０分で試験

スピードトリム（ボディバリカンでのカット）を理解する ドールコンテスト前のケネルの復習

長毛犬種（マル、ヨーキー、シーズー等）顔のカットヨーキーの耳バリカンの
理解をする

ドールコンテスト前のケネルの復習(１体目ドール仕上げ）

模擬検定にむけて復習 ドールコンテスト前のケネルの復習(１体目ドール仕上げ）

模擬検定　試験形式で１人１頭ベーシックでの習得内容の確認 ポメラニアンライオンカット、柴犬カットを理解する

前期のまとめ 後期まとめ

B級筆記試験対策　前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験１００％とする
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験１００％とする

前期のまとめ 後期まとめ

B級筆記試験対策　前期学習内容の総括を行う 後期学習内容の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える

長毛犬種（マル、ヨーキー、シーズー等）顔のカットヨーキーの耳バリカンの
理解をする

ドールコンテスト前のケネルの復習(１体目ドール仕上げ）

模擬検定にむけて復習 ドールコンテスト前のケネルの復習(１体目ドール仕上げ）

模擬検定　試験形式で１人１頭ベーシックでの習得内容の確認 ポメラニアンライオンカット、柴犬カットを理解する

グルーミングドールでのケネルカット道具の扱い B級実技試験にむけて復習

プードルのテディベアカットを理解する B級実技試験　一人１頭１１０分で試験

スピードトリム（ボディバリカンでのカット）を理解する ドールコンテスト前のケネルの復習

プードルのスタンダード、各部名称　トリミングの分類を理解する グルーミングドールで、ラッピングリボン付け練習

プードルのベーシッククリップの方法を理解する プードルのフラットパターンを理解する

プードルのカット時の荒刈りの手順と必要性を理解する プードルのコンプレックスパターンを理解する

クリッピングの基本、刈る場所　必要性など知識を理解する ポメラニアンくまさんカットを理解する

中短毛種、長毛種の足回りの形づくりを理解する 長毛種のはさみショートカットを理解する

ポメラニアンのベーシックカットについて理解する グルーミングドールブラッシング（２体目）

導入教育　グルーミングの各作業と内容　実習への手順を理解する プードル顔のバリエーション(アフロ・ムースタッシュ）

講師名

実務経験概要 トリミングサロン　scottishclub　代表

授業の概要・目的

トリマーになるための基礎知識を身につける。多くの犬種のトリミングの違いなどを理解する。

到達目標

それぞれの犬種に合わせたグルーミングを工夫しながら対応できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習Ⅰ A 開講年度 1

開講科目英名 Practice of Grooming Ⅰ A 授業形態 60 (4)

開講期間 通年 必選区分 必修



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習Ⅰ B 開講年度 1

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Practice of Grooming Ⅰ B 授業形態 90 (6)

導入教育　メディカルチェック　道具の説明　グルーミングの各作業と内容
ウィッグドールブラッシング

トリミング演習　（技術・知識の向上を目指す）

講師名

実務経験概要 トリミングサロンにてプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

現在一般的に飼育されている犬はペットという位置付け以上に、家族の一員として飼い主に可愛がられております。トリマーはその大切な犬を預かり無事に可愛く綺麗にしてお返
しするだけではなく、美容技術以外の幅広い知識を身につけお客様にそれを伝えることも求められています。そのトリマーになる第一歩として、犬を預かるときに必要な状態の観
察力・判断力を身につけ、その犬に合った正しい道具の選択、相応しい手入れをし、お客様にわかりやすく丁寧に説明ができるように知識を深めなければならない。本実習では犬
の状態の把握力、道具を理解し正しい使い方の修得、犬の扱い方、犬種毎の基本的な手入れ、カットの基礎などグルーミング理論で学んだことを実践し身につける。

到達目標

トリミング道具を理解・比較し、犬種や犬の状態により相応しい道具の選択ができるようになる。選択した道具を正しく安全に使用し、何故その選択をしたか自分の考えを述べる
ことができるようになる。犬の基本的な手入れを行えるようになる。犬種や犬の状態を理解し相応しい作業を選択できるようになる。何故その作業をしたか説明できるようにな
る。様々な犬種、多様なカットの基礎となるベーシックを段取り良く短時間で終えられるようになる。犬種毎の基本のカットを理解し、応用に繋げられるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

トリミング演習　小型中短毛　２人１頭　（ベーシッククリップ・足回り・触
毛カットなし）

トリミング演習　テディベアカットのアレンジ含む（基本を理解して応用に挑
む）

トリミング演習　小型中短毛　ベーシッククリップ開始（足回り・触毛カット
なし）

トリミング演習　ポメラニアンのくまさん風カット含む（基本を理解して応用
に挑む）

トリミング演習　小型中短毛　足回り・触毛カット開始 トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　ポメラニアン含む　２２頭（1人１頭含む） トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　プードル含む　（犬種による特徴の違いを意識する） トリミング演習　（苦手な作業を改めて把握し、B級試験への対策）

トリミング演習　（知識と技術が追い付いているか把握する）
トリミング演習　長毛犬種の全身はさみカット含む（B級試験に向け、技術・知
識の向上を目指す）

トリミング演習　プードルベーシッククリップ含む トリミング演習　（B級試験に向け、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　（知識と技術が追い付いているか把握する） トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　テディベアカット開始（ベーシックの修得具合で変更あり） トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　サマーカット開始（ベーシックの修得具合で変更あり） トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　（知識と技術が追い付いているか把握する） トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　（苦手な作業を把握し、技術・知識の向上を目指す） トリミング演習　（経験を積み、技術・知識の向上を目指す）

トリミング演習　（前期の総括、現在の実力を理解する）
トリミング演習　ポメラニアンのライオン風、柴犬風のカット含む　（後期の
総括、現在の実力を理解する）

トリミング演習　（実力を把握した上で技術・知識の向上を目指す） トリミング演習　（実力を把握した上で、技術・知識の向上を目指す）

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めたメモなどをもとにノートを作成する。手、ハサミトレーニング。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は実技８０％、出席率２０％で、最高評価点を１００とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 出席率８０％　提出物２０％の割合で最高点を１００点として算出

特別講義
業界（目薬の製薬会社）から「トリマー」さんに望むこと。気を付けてほしいこと。

学校生活２１　キャリアセンター登録票の回収
新入生サポーターの募集（役割と目的）犬種図鑑の担当決め

学校生活９
スポーツフェスタの案内、クラス委員の決定、「Ａ級検定」の見学について、海外研修のオプションツアーの案内
ＯＢ/ＯＧセミナーのガイダンス、出陣式決意表明について

学校生活２２　１年間の振り返り
春休み直前ガイダンス
業界研修の直前ガイダンス

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

犬種図鑑の作成　各種レポート提出

学校生活７
就活の履歴書作成（夏休みの課題）ガイダンス、夏休みの過ごし方、保護施設の（美容）ボランティア案内

学校生活１８　冬休みの振り返り、年末アルバイト経験者の体験談
ドールカットコンテストの詳細ガイダンス

学校生活８
夏休みの振り返り、スケジュール確認、定期（前期）試験のガイダンス、後期の時間割配布、校外イベントのガイダ
ンス、授業アンケートの実施、履歴書（宿題・下書き）の回収

学校生活１９　就職出陣式と履歴書コンテスト表彰式のガイダンス（キャリアセンター）

特別講義
獣医師の立場から見た「ペット美容」の重要性と、トリマーとして「犬を見る視点」について

学校生活２０　就活ファイル、ノートの配布、使い方の案内
キャリアセンター登録票の配布（キャリアセンター）

学校生活４
「夢パネル」の作成（各自）、学園祭の振り返り

学校生活１５　年末のトリミングアルバイトについて（諸注意）
冬休みの過ごし方

学校生活５
就活の導入セミナー、Ｂ級検定について、トリミングコンテストのＤＶＤ鑑賞

学校生活１６　４月からの学校生活を振り返って

学校生活６
就活の自己分析、夏休みの宿題（クラスで犬種を手分けして、一人一ページにまとめる）、校外学習（次世代のため
の環境教育：アクトランド八尾）のガイダンス

学校生活１７　進級時（春休み）の業界研修について（キャリアセンター）

特別講義１
アニマルセラピーについて

スポーツフェスタ３　スポーツフェスタの団体・個人競技の参加者決定（委員会報告）　クラス応援旗の制作
学校生活１２　ドールカットコンテスト実施について

学校生活３
学園祭ブースの打ち合わせ

学校生活１３　「コミュニケーションスキルアップ検定」実施
スポーツフェスタ４　スポーツフェスタ当日のガイダンス（しおりの配布）

海外研修ガイダンス１
海外実学研修の位置付けと参加意義、前年の紹介、先輩から

学校生活１４　進級ガイダンス

大阪ECOで学ぶにあたって２
犬連れの登校、慶生会受診方法、はさみとぎ、授業スケジュール、学園祭の係選出、安否確認システム登録、フリー
Wi-Fi、個人面談の案内

スポーツフェスタ１
スポーツフェスタクラス委員会の報告（実施種目など）
履歴書（宿題分）の添削分返却

学校生活１
学園祭のクラス出展内容の決定、特別講義（年間）の確認、カリキュラムの説明

スポーツフェスタ２　スポーツフェスタ競技の参加者決定
海外研修ガイダンス３　たびレジ登録と参加にあたっての諸注意
海外実学研修不参加者に対する課題案内

学校生活２
「ＩＴリテラシー」の実施、学園祭の集客（お手紙作戦）

海外研修ガイダンス４　海外実学研修のまとめ・振り返り
学校生活１０　年末のトリミングアルバイトの案内（キャリセンター）
ドッグショーの案内　履歴書コンテストのガイダンス

大阪ECOで学ぶにあたって１
自己紹介、あいさつの号令係選任、Wメジャーカリキュラムの履修、奨学金、学園祭、選択授業、初校外学習の案内

海外研修ガイダンス２
海外実学研修参加にあたっての諸注意

講師名

実務経験概要 該当なし

授業の概要・目的

時間割の構成、科目の意義、成績、単位認定などについて担任より説明する。本校キャリアセンターのスタッフによる就職セミナーを実施する。業界の識者による講演会を開催す
る。業界関連施設などの視察を通じて、それら業界の現状について解説する。本校のオープンキャンパスを題材に、イベントの準備や計画について指導する。随時、担任より各種連
絡を行う。
就職セミナー、業界の識者による講演、業界の視察、各種イベントの計画・準備等を通じて、主として犬や猫にかかわる業界（ペットショップ、トリミングサロン、動物病院、動物
保護団体など）へ就職を目指すものとして必要な教養やビジネススキルを身につける。

到達目標

業界のジャンルや動向に関する理解を深めるとともに、積極的な学生生活が送れるようにする。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 エコ教養Ⅰ 開講年度 1

開講科目英名 Human Study Ⅰ 授業形態 60 (4)

開講期間 通年 必選区分 必修



2020 配当年次

講義 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト コミュニケーションスキルアップ検定

参考書 なし。

評価方法・基準 評価の割合は筆記試験80％、出席率20％で、最高評価点を100とする。

コミュニケーションの必要性やサービスマインドについての総括。

前期学習内容の振り返り。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

なし。

サービスの心得、サービスの基本要素について理解する。

サービス環境、プロセスについて考え理解する。

接客ロールプレイング。サービスをする側、される側それぞれの立場を理解
し、行動できるようになる。

社会的スキル「挨拶・敬語・電話応対」について学ぶ。

社会的スキル「接客・訪問・謝罪」について学ぶ。

ビジネス文書「手紙・メール」が作成できるようになる。

ビジネスにおける表現技術「交渉」について学ぶ。

ビジネスにおける表現技術「説得」について学ぶ。

アンガ－マネジメント「怒りの感情」について理解する。

基本的対話スキル「話す」の重要性を理解する。

基本的対話スキル「聴く」の重要性を理解する。

グループでの会話の基本と心がけを学ぶ。自己表現の仕方を学ぶ。

コミュニケーションとは？を理解する。正しい挨拶・自己紹介が出来るように
なる。

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

社会人になるために必要な基本的なビジネスマナー・コミュニケーション能力を身に付ける。増加し続けるペットビジネスで活躍するためには、専門知識・技術を提供するだけで
なく、プラスαのスキル、コミュニケーションスキルが求められます。ビジネスの成功には、飼い主の気持ちに寄り添い、共感できること、つまりサービスマインドの理解が欠か
せません。授業では相手の立場に立った考え方を理解し行動できるよう知識を深めていきます。

到達目標

コミュニケーションスキルアップ検定の合格、学生から「社会人・組織人」への意識改革。円滑な人間関係を築くためにコミュニケーションスキルの習得。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コミュニケーションスキル 開講年度 1

開講科目英名 Communication Skills 授業形態 30 (2)

開講期間 前期 必選区分 必修



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 筆記試験70％　出席率30％として100点満点を最高得点として算出

まとめ

振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業内で適宜課題を与える

アニマルセラピー活動のショップでの応用

ペットロスについて考える（予防と対策）

トリマーとして必要となるチェック項目とアドバイス

目の構造学
トリミング時の注意ポイント

犬の嘔吐について考える（病気との関重性）

ペットショップにおけるサプリメント販促活動の必要性

消臭と脱臭／細菌についてとその予防に必要なこと

動物の腫瘍に関して早期発見の必要性

耳の構造学
手入れと治療法

ショップでできるデンタルケアについて

エイジングケア①長寿によりおこる問題

エイジングケア②貧血の原因と対策

業界における「流通」のしくみについて

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

幅広い視野を持ったショップスタッフ及び業界人として　将来活躍できる人材を養成する事

到達目標

知識・習得及び将来の展望を考える。幅広い知識気構え、心構え、考え方を習得する。
また、顧客数アップに繋がるイベントの考案やサービスの立案をできる人材になることを目標とする。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 ペットビジネス 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ペットビジネス 開講年度 1

開講科目英名 The Pet Industry 授業形態 30 (2)

開講期間 前期 必選区分 必修



2020 配当年次

講義 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 英会話 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 英会話
開講年度 1

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 English　Conversation
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

主に高校時代に既に学んだ英語の文法や語彙に関する知識の復習と、ネイティブ講師とのスピーキングやリスニング練習を通じ、日常の様々な場面において自分の伝えたいこ
とを自分の言葉で表現する方法を学ぶ。

30 (2)

日常の様々な場面において、自分の伝えたいことを英語で表現できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業計画の説明、プレテスト、初対面のあいさつ～お別れまでの会話が出来
る。

自己紹介、友人の紹介、パーソナルインフォメーションに関する一般的な質問
に対する受け答えが出来る。

好き・嫌い等の好みについての会話が出来る。

意見を尋ねる/意見を述べる。お誘いを受けた際の返答が出来る。

家族や性格について話したり尋ねたりすることができる。

人を褒める＆褒められた際の会話表現。（衣服など）着ているものに関して述
べることが出来る。

時間について表現する。日々の習慣について話す＆質問できる。

道案内をする・場所を尋ねることが出来る。

数やお金の数え方・価格や頻度についての質問や受け答えが出来る。

料理の味や材料について＆レストランでのオーダーが出来るようになる。

過去の出来事について話す＆質問できる。

週末や未来の予定について話すことが出来る。

総復習

本試験

試験返却、解説

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業を受けるにあたり、中学と高校の英語の復習をしておきましょう。

教科書・テキスト Speak Now 1

第1.1版

参考書

評価方法・基準 定期試験 70％、出席 30％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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1 16

2 17
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト グルーミングテキスト。　ＪＫＣ 犬種標準書・用語解説。

参考書 犬種カタログ、犬の写真図鑑、イラストで見る犬の病気。

評価方法・基準 筆記試験（中間テストと期末テスト）、課題提出、出席日数など

「 前期試験 」。筆記試験を行います。また中間期に中間テストを行います。 「 後期試験 」。 筆記試験を行います。また中間期に中間テストを行います。

 「 前期授業の振り返り 」。　試験を返却し、解答と再説明。 「 後期授業の振り返り 」。　試験を返却し。解答と再説明。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

「 マルチーズのスタンダード 」。 理想像と特徴を理解し、実習に活かしま
しょう。

「 本能と習性 」。　犬の本能と習性について理解しましょう。

「 ヨークシャー・テリアのスタンダード 」。 理想像と特徴を理解し、実習に
活かしましょう。

「 足 」、「 パッド 」、「 狼爪 」。 犬種による足の形や特徴、パッドの役割
や特徴、狼爪の役割について説明。

「 各犬種の毛色（カラー）」。 OHPを使って各犬種の毛色を説明します。 「 血統書 」。　血統書の見方と必要性について説明。

「 犬種標準書（スタンダード）」。 理想像を知る必要性について理解しま
しょう。

「 飼育現状と義務 」、「 犬種別登録頭数 」。　犬の推定飼育頭数、犬種ごと
の登録頭数、飼育時の義務について説明。

「 ポメラニアンのスタンダード 」。 理想像と特徴を理解し、実習に活かしま
しょう。

「 医・食・住と平均寿命 」。　医（医療）・食（食事）・住（住環境）と平均
寿命について説明。

「 シーズーのスタンダード 」。 理想像と特徴を理解し、実習に活かしましょ
う。

「 殺処分と補助犬 」。　殺処分の現実と補助犬について説明。

「 犬体名称 」。　保持・保定に必要な犬体名称を覚えましょう。 「 ＡＫＣのドッグショー 」。　ＡＫＣのドッグショーについて説明。

「 サイズを表す用語と採寸」。　サイズを表す用語を覚えましょう。
「 JKCのドッグショー 」。　ＪＫＣのドッグショーの審査と見方について説
明。

「 正姿勢 」と「 スタッキング 」。犬を正しく立たせる習慣を付けましょう。 「 犬種名の由来 」。　犬種名の成り立ちやパターンについて説明。

「 骨格構成 」。　実習に活かせるように骨格構成を理解しましょう。
「 JKCのグループと犬種 」。　ＪＫＣ（ジャパンケネルクラブ）の公認犬種と
グループ分類について説明。

「 骨格名称 」。　骨の名称を覚えましょう。
「JKCのグループと犬種」。　ＪＫＣ（ジャパンケネルクラブ）の公認犬種と
グループ分類について説明。

「 関節 」と「 遺伝性疾患 」。　犬に負担のない保持保定を心掛けましょう。
 「ＡＫＣの公認犬種とグループ分類 」。　ＡＫＣ（アメリカンケネルクラブ）
の公認犬種とグループ分類について説明。

授業のオリエンテーション。授業内容について説明。
「 ケネルクラブ 」。日本および海外のケネルクラブ、ケネルクラブの役割など
について説明。

講師名

実務経験概要 犬のようちえんPOPDOG代表

授業の概要・目的

犬は、愛玩を目的に飼う「ペット」から「コンパニオン アニマル」となり、近年では「コンパニオンドッグ」と呼ばれ、家族の一員として暮らしています。
業界（犬界）で、お客様に、そして犬からも信頼されるトリマー（グルーマー）として活躍していくには技術は勿論ですが、アドバイザーとしての知識も必要です。
前期では、犬の骨格構成や犬体、各犬種の理想像などについて授業を行います。
後期では、飼育現状、犬種とグループ分類、本能と習性など基本的な知識について授業を行います。

到達目標

お客様や犬とのコミュニケーションに必要な知識を身に付け、犬を理解し、実技演習に活かすことが出来るように授業を行い、お客様から安心して愛犬を預けて頂けるグルーマー
に導くことが目標です。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 犬学 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンパニオンドッグ 開講年度 1

開講科目英名 Companion Dog 授業形態 60 (4)

開講期間 通年 必選区分 必修
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参考書 なし。

評価方法・基準 ノート提出による評価、但しコピーは不可

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期内容の総括を行う

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜に課題を与える。授業中に取ったメモなどを元にノートを作成する。

教科書・テキスト 次世代のための環境教育

国際取り組みⅠ　世界の環境対策Ⅰ

国際取り組みⅡ　世界の環境対策Ⅱ

前期まとめ

環境問題　中世と現代

環境問題　様々な環境問題

新エネルギー　太陽光や、風力、波力などの新エネルギー

哺乳類　サルからヒトへ

動物の歴史とヒトの関わり　野生動物とヒト

ロープワーク　ロープワーク

宇宙Ⅱ　地球

生命の誕生　原核生物～爬虫類

爬虫類　恐竜について

地球の生い立ち、生物の発生、生物の進化、ヒトと地球の関係、環境破壊と保全を理解し説明できるとともに、自分の考えを述べることができる。

授業計画（テーマ・内容）

概論　講義内容と進め方

宇宙Ⅰ　成り立ちと銀河系

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Environmental Study for Next Generation
授業形態

講師名

実務経験概要 大学での専攻は環境経済学、現在海洋環境の保護、改善、維持を福井県越前町にて越前町漁協、越前町社会福祉協議会と協力し行っている。

授業の概要・目的

我々が地球と共存していく上で環境問題を無視する事は出来ない。地球創世時～人が文明を持つまでの流れを理解し、いつから環境破壊というものが行われ始めたのか、又、
これらの問題はどのような解決策があるのかを学ぶ事により様々な場で、地球に優しいとはどういう事かを正しく人に伝えられるようになります。

30 (2)

授業科目名 エコロジー概論 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 次世代のための環境教育
開講年度 1

開講期間 前期
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授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 家庭犬トレーニング
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Home Dog Training
授業形態

講師名

実務経験概要
ジャパンケンネルクラブ公認訓練所　清水ドッグスクール代表

ジャパンケンネルクラブ公認訓練範士
ジャパンケンネルクラブ公認アジリティー指導員

授業の概要・目的

警察犬や福祉犬との違い、家庭犬としてのトレーニングを理解する

60 (4)

家庭犬トレーニングの基礎を身に着ける

授業計画（テーマ・内容）

家庭犬とは／家庭犬の目的を説明 待ての意味、教え方③

家庭犬に必要なトレーニングについて 脚測行進の意味、教え方①

一般的な家庭犬トレーニングについて 脚測行進の意味、教え方②

基本訓練について 脚測行進の意味、教え方③

ほめることとは／叱ることとは 招呼の意味、教え方①

ご褒美の使い方 招呼の意味、教え方②

犬と遊ぶということ 招呼の意味、教え方③

停座の意味、教え方① 基本訓練のまとめ

停座の意味、教え方② 家庭犬トレーニング応用編　訓練競技会①

停座の意味、教え方③ 家庭犬トレーニング応用編　訓練競技会②

伏臥の意味、教え方① 家庭犬トレーニング応用編　アジリティー①

伏臥の意味、教え方② 家庭犬トレーニング応用編　アジリティー②

伏臥の意味、教え方③ 問題行動①

待ての意味、教え方① 問題行動②

待ての意味、教え方② 問題行動③

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

競技会の参加

教科書・テキスト なし

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 実技試験80%、出席率20%

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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通年 必選区分

警察犬訓練所に在籍している訓練済みの大型犬を使用しコントロールを取れるようになる。犬の本能、心理、習性について記述できるようになる。具体的な訓練方法を説明でき
るようになる。

必修

開講科目英名 Police Dog Training　Ⅰ

犬は体のサイズのバラエティーがとても豊富で活発な大型犬と小型犬では必要なスキルが大きく違う。トレーナーに限らず、トリマーや、動物看護士など犬の仕事に就く際に大
型犬に触れる機会は多い。体重が２～３キロ程度の小型犬では容易にコントロールできることが体重が４０キロ～５０キロの大型犬では難易度が跳ね上がる。そのため将来犬
の仕事に就く為には大型犬に慣れていることが求められる。また警察犬の訓練は犬の本能を利用しているため他の仕事に従事している犬や一般家庭犬にも通じるトレーニング
理論が存在する。本開講科目では警察犬訓練所に在籍している主に訓練済みの大型犬を使用し、そのコントロールを習得する。講義では警察犬の特殊な能力はどのような本
能や習性、心理から得ることが出来るのか理解する。具体的な訓練方法を理解する。

開講科目名 警察犬トレーニング　Ⅰ

開講期間

授業の概要・目的

到達目標

評価方法・基準 筆記試験３３％実技試験３３％出席率３３％で評価する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業内で質問を予告し、次の授業で答えさせる

教科書・テキスト 無し

参考書 無し

犬の繁殖について理解する/訓練中の感情表現について理解する
障害飛越の教え方を説明できるようになる/緊張感のある中で行えるようにな
る

前期内容のまとめ 後期内容のまとめ

前期内容の振り返り 後期内容の振り返り

血統書について理解する/招呼ができるようになる 立止の教え方を説明できるようになる/正しく褒めれるようになる

優性遺伝と劣性遺伝について理解する/モチベーションの効果的な使い方を
理解する

脚側停座、行進の教え方を説明できるようになる/正しく叱れるようになる

ワクチンと社会化の関係を理解する/脚側行進で歩けるようになる 物品持来の教え方を説明できるようになる/高い表現力を求めれるようになる

歯の働きについて理解する/伏臥で待たせることができるようになる 集中力とモチベーションの関係を理解する/声符のかけ方を理解する

犬の成長について理解する/脚側停座が出来るようになる
停座の教え方を説明できるようになる/誘惑にかからずに犬をコントロールでき
るようになる

社会化期と訓練期を理解する/アイコンタクトが取れるようになる 伏臥の教え方を説明できるようになる/褒めと叱りの関係を理解する

心理について理解する/伏臥させれるようになる
ハウストレーニングについて説明できるようになる/リード無し停座で待たすこ
とができるようになる

犬体各部の名称を理解する/立止させれるようになる
吠え声のコントロールを説明できるようになる/リード無しで脚側行進ができる
ようになる

骨の名称を理解する/停座で待たすことができるようになる
リーダーウォークを説明できるようになる/指示された行動を犬に取らすことが
できるようになる

警察犬種について理解する/訓練道具の使用方法を理解する
しつけと訓練の関係を理解する/リードの有無でのコントロールの違いを理解
する

犬の性格タイプについて理解する/リードを正しく持てるようになる
トイレトレーニングを説明できるようになる/クランクコースを脚側行進でできる
ようになる

本能について理解する/停座させれるようになる
ボディコントロールを説明できるようになる/リード無しの停座ができるようにな
る

授業計画（テーマ・内容）

授業形態 60 (4)

講師名

実務経験概要
警察犬訓練所で５年実務経験を積んだのち家庭犬訓練士、警察犬訓練士の資格を取得。

独立開業し警察犬訓練所を１１年運営し現在も警察犬訓練士として活動中

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講年度 1
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授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講年度 1

授業計画（テーマ・内容）

授業形態 60 (4)

講師名

実務経験概要
介助犬をそだてる会１年半勤務。日本介助犬トレーニングセンター５年勤務。京都アシスタントドッグ育成協会に勤務、

現在に至る。　　JKC公認訓練士である 。2019年人と犬のトータルサポートを目指し「with わん」設立

授業について 後期担当犬決め

介助犬デモストレーション 課題きめ　介助動作　フードも使用可能

道具の使い方について 訓練計画をたてる

犬をさわってみよう　前週学習した内容の実技 訓練計画にもとづき訓練　　フードの選び方

担当犬決め　自分が第一印象で決めてみる 訓練計画にもとづき訓練　　フードの使い方

自分たちで犬をだしてみよう　　ハウスの出し入れ、カラーサイズ合わせ 訓練計画にもとづき訓練　　犬の行動から犬の認知について①

課題きめ　前期残り６コマで何が教えられるか考えてみる、計画 訓練計画にもとづき訓練　　犬の行動から犬の認知について②

犬をふりむかせてみよう　犬の興味の取り方　フードは使わず 訓練計画にもとづき訓練　　誘導トレーニングについて　意識して

ほめてみよう　　フードを使わずに犬に喜びを伝えてみる 訓練計画にもとづき訓練　　誘導トレーニングについて　無意識に

コマンドを与えてみよう　犬の興味を引きコマンドをさせてみる。ほめる 訓練計画にもとづき訓練　　介助犬として到達点の理解

計画を振り返り、再考 訓練計画にもとづき訓練　　計画再考し訓練の取捨選択

課題トレーニング① 訓練計画にもとづき訓練　訓練

課題トレーニング② 訓練計画にもとづき訓練　後期復習

前期まとめ 後期まとめ

振り返り 年間振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

事前に訓練課題を明らかにしてくる　事後は訓練の見直し　　用意する訓練シートに必ず記入する

教科書・テキスト

参考書

評価方法・基準 出席率４５％通常点１０％実技テスト４５％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

必修

開講科目英名 Assistance Dog Training Ⅰ

身体障害者補助犬をとりまく環境、介助犬がどのような役割をになっているのか基本的な知識を習得する。トレーニングにおいては「犬」という生き物を理解していくうえで基本と
なる人間の理解とは異なること、犬の物事も理解の仕方、関係の持ち方を経験する。

犬にモノというモチベーターというもの、罰を用いずに犬との関係を持つことを目指すことで犬のトレーニングの積み上げ方の難しさを経験し、「ほめ」のタイミングを習得する

通年 必選区分

開講科目名 補助犬トレーニングⅠ

開講期間

授業の概要・目的

到達目標
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参考書 犬と猫の行動学。犬はしぐさで会話する。ドッグトレーナーのためのプロフェッショナル基準。

評価方法・基準 筆記テスト９０％。出席率１０％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

振り返り 振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業内で随時課題を指示する

教科書・テキスト テリー先生の犬のしつけ方教室

暴力の連鎖。トレーニングチェック表に基づきトレーニング出来ている事 パピークラス（子犬によく起こる問題行動・トイレトレーニング）

前期復習 後期復習

前期総括 後期総括

犬との生活、トイレトレーニング。言葉の合図の教え方（オスワリ・フセ・マテ・
オイデ）手にはフードを持たない事

穴を掘る・囲いから逃げる・人に飛びつく。優良家庭犬テスト・出来ているか
チェック

新しく別の犬を家庭に迎えるには。言葉の合図（手の中にフードを持たない）
一言で出来る（ツイテ、オスワリ、フセ、オイデ、タテ）

人同士のコミュニケーション技術・飼い主にやってもらう５つのポイント。優良家
庭犬テスト・最初から最後まで

子供と犬がいる家庭。言葉の合図、後出しご褒美、ランダムご褒美 子犬によく起こる問題行動・甘噛み。歯磨きをする手順

犬のストレス。一緒に歩く、解放の合図（ことば）教える 罰とオペラント条件づけの復習。優良家庭犬テスト・楽しくお散歩

犬のストレス、犬の言葉カーミングシグナル。解放の合図（ＯＫ）が出来ていれ
ば、マテを教える

望ましくない行動を変化させる道具箱。優良家庭犬テスト・人ごみを歩く

犬との生活／家庭ｋｒンを選ぶには、犬にとってストレスの無い家にするには。
オスワリ待て、フセ待て、ＯＫ（解放）、優良家庭犬テストに基ずくオイデ（首輪
を掴む）

物をかじる。優良家庭犬テスト・他犬とのすれ違い

動物福祉の５原則。人道的なトレーニング。鼻先の管理（リードを使って犬を
動かすのではなく、力を使わずにどの様に動かすか）

行動を引き出す方法。行動をとらえる・シェーピング・行動の連鎖・逆行連鎖

成長過程。誘導法を使ってオスワリ、フセ、首輪を掴む
家庭犬のしつけ・首輪・犬に合ったご褒美。遠隔トレーニング（リード分離れて
お座り、伏せ）

成長過程、ソーンダイクの効果の法則（良い事は繰り返す）。ハンドサインを
教える

優良家庭犬テスト・ＪＡＨＡ家庭犬マナーチャレンジ（実技と筆記）

担当犬を優良家庭犬テストに合格できるようにトレーニングする。パピークラス、家庭犬のしつけ教室の開催の計画を立て実践する。飼い主からの質問をしっかり聞き取ることが
出来、学習理論、行動学をもとに問題行動の解決に自分の言葉としてしっかり対応し、必要なトレーニングができるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

前期授業内容の説明。人前で話す、人の話を聞く
古典的条件付け、オペラント条件付け。言葉の合図（一言）後期担当犬に教え
る

ＪＡＨＡ家庭犬しつけインストラクターの仕事。陽性強化のトレーニング。リード
の持ち方、カラーの付け外し

オペラント条件付け（トレーニングのＡＢＣ、三項随伴性）。ヒール、オスワリ、マ
テの強化スケジュール

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Dog Training B
授業形態

講師名

実務経験概要 家庭犬のしつけ教室、犬の幼稚園、動物介在活動、行動カウンセリング、動物福祉活動、動物同行避難活動、HAB,、一般講演

授業の概要・目的

犬とは何か、犬の進化と家畜化され、犬という別の種に分岐（野生動物ではない）、成長過程、犬のことば、犬のストレスサイン、犬との生活（ストレスの無い家にする、トイレト
レーニング、ケージトレーニング、留守番のトレーニング学習の科学とトレーニング（学習理論、行動学）を学び何故犬がそのような行動をしているのか（問題行動予防、望ましく
ない行動を変化させる）、正しい知識を身につけ問題行動の解決につなげていく。飼い主の気持ち、犬の気持ちを理解、動物の福祉を考え人道的なトレーニングの必要性を学び
実習していく

60 (4)

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 陽性強化　B
開講年度 1

開講期間 通年
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参考書

評価方法・基準 筆記試験７０％、出席率３０パーセントで最高評価点数を１００とする

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期振り返り 後期振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

ノートチェック、レポート提出

教科書・テキスト

耳鼻咽喉科 乳腺腫瘍などよくみられる疾患について②

歯学科 東洋医学や整体について

前期まとめ 後期まとめ

血液検査について 内分泌

画像検査について 神経科

頭蓋と眼科 乳腺腫瘍などよくみられる疾患について①

外部寄生虫について 皮膚科

薬学について 生殖器科

栄養学とフードについて 整形外科（骨と関節）

狂犬病について 循環器科

（混合）ワクチンについて 呼吸器科

フィラリアについて 泌尿器科

犬に関わる職業人として生活面・健康面、主なトラブルやすべき予防についての知識を習得する

授業計画（テーマ・内容）

ガイダンスと犬(人）の身体について① 消化器科　前部消化器

身体について② 消化器科　後部消化器

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Basic Veternary Medicine
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪市阿倍野区にて２５年以上開業獣医師として動物病院を経営

授業の概要・目的

犬トレーナーとして知っておくべき獣医学の範疇について学ぶ

60 (4)

授業科目名 看護・繁殖 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 基礎獣医
開講年度 1

開講期間 通年
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授業科目名 飼育飼養管理 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 犬の飼育飼養管理
開講年度 1

開講期間 前期

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Breeding Management of Dog
授業形態

講師名

実務経験概要 秋吉台サファリランドにて飼育員に従事、その後移動動物園を独立開業

授業の概要・目的

生き物を扱う現場において環境の整備及び健康状態の管理は必須である。
法律や条例に基づいて、犬を扱う現場で実際に行われている「犬の管理」についてを学び、就職後の現場において適正な管理を行うための知識を身につける。
犬の健康チェックや基礎的なお手入れ方法を理解する。

30 (2)

犬の管理、健康チェック、基礎的なお手入れを現場レベルで行えるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

自己紹介・授業についての説明、犬の管理について イベント準備(イベント概要説明）

健康チェック・全身のお手入れの説明、首輪・ハーネスなどの道具について イベント準備（グループ分け、班ごとの役割）

健康チェック・全身のお手入れの実演、実践（一通り行う） イベント準備（必要な物品の準備）

健康チェック・全身のお手入れの実践（設定時間内に終わらせる） イベント準備（リハーサル）

前回のフィードバック、犬のサイン・保定について イベント本番

健康チェック・全身のお手入れの実践（設定時間内に終わらせる） イベント振り返り

健康チェック・全身のお手入れの実践（終了までの時間を計測する） We are　ECO準備(イベント概要説明）

自分たちが行っている犬の管理・お手入れについてディスカッション We are　ECO準備（グループ分け、班ごとの役割）

健康チェック・全身のお手入れの実践（終了までの時間を計測する） We are　ECO準備（必要な物品の準備）

健康チェック・お手入れについてのイベント企画立案 We are　ECO準備（リハーサル）

イベント企画についてのディスカッション We are　ECO準備（修正）

イベント内容の検討 We are　ECO準備（最終リハーサル）

健康チェック・全身のお手入れについて復習 振り返り

振り返り まとめ

前期まとめ 総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

実技授業後にフィードックを行う。適宜プリントなどの課題を与える。

教科書・テキスト なし

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 筆記試験60％、出席率30％、授業態度10％で、最高評価点100とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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パワーポイント等作成

進級制作展についてまとめ
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教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 満点を100点とする（研究課題の口頭発表等50%、出席率50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

実践学習④
改良したものについて発表する

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

進級制作展参加

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

進級制作展参加

実践学習②
途中経過の報告

進級制作展参加

実践学習③
前回の報告で受けたアドバイスをもとに発表内容を改良する。

進級制作展参加

発表準備
パワーポイント等作成

テーマの決定①
今まで学んだ事を総括して深堀したテーマをディスカッションで探す

進級制作展参加

テーマの決定②
過去に発表されたり、研究された事例をPCで検索する

進級制作展参加

進級研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

発表事前準備
発表リハーサル・最終チェック

進級研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

進級研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

発表準備
パワーポイント等作成

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

1年間かけて修得した技術や知識の集大成として進級研究に取り組み進級制作展で発表する。

到達目標

1年間の学習成果をパワーポイントやポスターなどを用いて説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 進級研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 進級研究
開講年度 1

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Promotion Study 授業形態 60 (4)



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 実技テストのみ（授業態度、出席率　参考程度）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期振り返り 後期振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業内で随時課題を指示する

教科書・テキスト 犬のしつけ方教室　.テリーライアン

マテを教える／オスワリ・マテ・ＯＫ開放 障がいを抱えた犬

前期復習 家族としてのトレーニングＰ９４～Ｐ９８

前期まとめ 後期まとめ

犬の言葉　Ｐ４７～Ｐ５２　① ツイテ・オスワリ・マテ・離れる・戻る・ＯＫ開放　言葉の合図の教え方

犬の言葉　Ｐ４７～Ｐ５２　②
言葉の合図を教える（オスワリ、フセ、マテ／オイデ　一言で出来る様に　ラン
ダムのご褒美の与え方

オートマチックのシット
言葉の合図　一言で。　出来ない時は、すぐにハンドシグナルを使えている
か？　　手にフードを持っていない事。

ハンドターゲット ツイテの教え方／一緒に歩く散歩との違い　ツイテ・オスワリ・フセ

社会的階級制度　Ｐ37～Ｐ４０ ツイテ・オスワリ・マテ・離れる・戻る・ＯＫ開放　言葉の合図の教え方

一緒に歩く（リードの範囲内でいる）
言葉の合図を教える（できない時、すぐにハンドサインを使う）誘導のフードを
抜く

犬の進化と家畜化　　　　実技：アイコンタクト、リードの持ち方 ハンドターゲット

アイコンタクト、リードの持ち方、カラーのつけ外し 一緒に歩く（リードの範囲内でいる）

学習の生物学的なしくみ　脳と行動の関係　Ｐ３０～Ｐ３６　　実技：ハンドター
ゲット

オスワリ・マテ１０秒・ＯＫ開放　　　オイデ（オスワリ、首輪を掴む）

陽性強化の必要性を理解し、犬、人とのコミニュケーションをよりよくするために活用できる

授業計画（テーマ・内容）

JAHA家庭犬しつけインストラクターとは 担当犬グループ分け

担当犬グループ分け アイコンタクト、リードの持ち方、カラーのつけ外し

実務経験概要 家庭犬のしつけ教室、犬の幼稚園、動物介在活動、行動カウンセリング、動物福祉活動、動物同行避難活動、HAB,、一般講演

授業の概要・目的

人間社会において、人と犬がお互いに楽しく共存できるための人道的なトレーニングの基礎を学ぶ。　　社会人としてのマナーを身につける。

必修

開講科目英名 Practice of Dog Training
授業形態

講師名

60 (4)

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 陽性強化
開講年度 1

開講期間 通年

到達目標

必選区分
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授業科目名 業界研修 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 業界研修
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Business internship
授業形態

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

卒業年度に学生が目指す業界の企業またはそれに準ずる組織・施設・個人等（以下企業という）で研修（インターンシップ）を行う。このカリキュラムは業界のプロフェッショナル
になるという大きな目標の前に、社会人とは何かを実際の現場で学ぶことを目的としている。

60 (4)

①学生の業界へのイメージと現実とのギャップを軽減させる。
②実際の業界現場での研修を通じ、仕事の流れや職場でのコミュニケーションを学ぶ。
③社会の成り立ち、社会人としてのマナーやルールを実体験で学ぶ。
④自らの「キャリア」をデザインできる。

授業計画（テーマ・内容）

講義：インターンシップとは、参加の意義を知る 講義：インターンシップ参加における目的・目標の設定

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

インターンシップ参加 インターンシップ参加

報告会 報告会

報告会 報告会

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

企業研究、業界研修（インターンシップ）希望先の選定活動やレポート作成など

教科書・テキスト 業界研修日報、業界研修ノートなど配布資料による。

第1.1版

参考書 キャリアセンターの参考情報

評価方法・基準
研修先業務の完全遂行、講義参加、報告会での発表、レポート提出が単位取得の条件となる。
【成績評価】レポート内容、報告会、インターンシップ先企業の評価を総合して評価する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 授業の評価は課題試験の成績、出席点、復習問題実施提出などを含む平常点で評価する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期授業振り返り 後期授業の振り返りをする

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

なし

教科書・テキスト Power Point 2013-2016

課題を発表する③
ポスターを発表し、工夫した点や難しかったところなどを発表する
プレゼンテーションの方法を工夫する

課題を発表する④ 社会人としてのメールの書き方やルールについて理解する

練習問題に取り組みスキルを確かなものにする チラシを作成する

課題プレゼンテーションを作成する③
卒業研究論文集の作成を通して論文作成に必要なテクニックを理解する①

課題を発表する① 卒業研究論文集の作成を通して論文作成に必要なテクニックを理解する②

課題を発表する② ポスターの役割を理解し、お店のポスターを作成する

スライドマスターの設定方法や高度なアニメーションについて理解する
卒業研究のプレゼン資料などを作成する⑤
クラス内発表をする①

課題プレゼンテーションを作成する①
課題プレゼンテーションをデザインする

クラス内発表をする②
発表内容や資料の修正をする

課題プレゼンテーションを作成する②
クラス内発表をする③
発表内容や資料の修正をする

表やグラフの作成方法を理解する
グラフや表の作成方法について理解する
卒業研究のプレゼン資料などを作成する②

SmartArtや図形を利用して箇条書きを図解化する
写真やイラストの利用について著作権などを再度確認する
卒業研究のプレゼン資料などを作成する③

画面切り替えやアニメーション設定の方法を習得する
Wordで発表用のシナリオを作成する
卒業研究のプレゼン資料などを作成する④

伝わりやすいプレゼンテーション用スライドの作り方を習得する
プレゼン内容の組み立てに慣れることで、論理的な思考力を身に付けていく
スピーチ力やコミュニケーション能力を身に付けていく

授業計画（テーマ・内容）

プレゼンテーションとは何か、プレゼンテーションで重要な事、様々なプレゼ
ンテーション場面、作成の流れなどPowerPointの基本操作を理解する

卒研発表迄の計画や役割分担について理解する
作業報告書の作成について知る
ストーリー作成をして卒研の準備を進めていく

図形やイラスト、写真の挿入の仕方を習得する。
画像の著作権について理解する

スライド作成時の注意点について理解する
卒業研究のプレゼン資料などを作成する①

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Power Point
授業形態

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

私たちが相手に何かを伝えたり、相手に行動をしてもらう場面はたくさんある。
プレゼンテーションとは自分の話を一方的に伝えるのではなく、相手の望んでいるニーズをしっかりとつかみ持っている情報や考えを伝えていく行動である。
この授業では情報を相手に正しく理解してもらい、納得して行動を起こしてもらうためのプレゼンテーション能力を高めるために必要なスキルを学んでいく。

30 (2)

授業科目名 IT 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 パワーポイント
開講年度 2

開講期間 通年
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 試験１００％

前期まとめ 後期まとめ

前期ふりかえり 後期ふりかえり

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。授業中に書き留めたメモをもとにノートを作成する。

【接客】愛される接客、言葉使い、姿勢など 【ショッププランニング】マーケティングリサーチから事業計画までを学ぶ

【接客・接遇】おもてなしの考え方、作法、実践を交えて 自分なりの5W1Hを計画、アイデアを出す練習

販売実践ロールプレイングを行おう 【ショップシュミレーション】計画したお店がどのように繁盛するか、答え合わせ

【商品勉強】最低限身に着けるべき商品を学ぶ、ペットの生活必需品　後編 店舗調査から見える今後の流行を学ぶ

【商品勉強】最低限身に着けるべき商品を学ぶ、ペットフード　前篇
【WEBマーケティング】WEB上に溢れた情報から自店の商品や情報を的確に伝
える方法

【商品勉強】最低限身に着けるべき商品を学ぶ、ペットフード　後編 ペット商材特有のWEBショップ運営を学ぼう

ペットショップ、ペットサロン、カフェの販売促進、宣伝広告を学ぼう 繁盛店に学ぶ　繁盛の秘訣を学ぼう

【ペットショップマーチャンダイジング】ペットショップならではのマーケティング
とお店作り

店舗調査　カフェ

【商品勉強】最低限身に着けるべき商品を学ぶ、ペットの生活必需品　前篇 店舗調査　ペットグッズショップ、ペットサロン

【売れるカフェ経営】愛犬家への接客、売れるメニュー、集まるイベントなど 業界の流通と仕入れ方法を学ぼう

【売れるお店づくり】入りやすいお店、買いたくなるお店、また来たくなるお店
前篇

【トリミングサロンの経営】繁盛ペットサロンの作り方ノウハウ、数値を知る

【売れるお店づくり】入りやすいお店、買いたくなるお店、また来たくなるお店
後編

ペットサロンの客数、客単価、リピート来店促進を学ぶ

【ドッグカフェ運営】ドッグカフェのルール、オペレーション、運営のコツ
【ペットフード・用品仕入れ】愛犬家の欲しがるペットフード、グッズ最新版を知
ろう

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

ペットサロン、ドッグカフェ、ペットグッズの流通
マーケティングなどペット業界の最新情報を交え学びます

到達目標 　

業界で活躍する為に必要な基本的な内容から変わりゆく最新ニーズを身につける。考える力と応用力を身につける。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 ペットビジネス 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ペットビジネス
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修

開講科目英名 The Pet Industry
授業形態 60 (4)
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授業科目名 卒業研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 卒業研究
開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修

開講科目英名 Graduation Study
授業形態 60 (4)

卒業研究とは①
進級研究の意義や目的・ゴールを学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

2年間で身に付けた技術や知識の集大成として卒業研究に取り組み発表する
今まで学んだ技術・知識を発表し、論文としてまとめる
自分の考えを人に伝えるコミュニケーション力をつける

到達目標

卒業研究発表にて自身の取り組んだ成果を発表できるようになる。
2年間の学びを振り返り論文としてまとめることができる。

授業計画（テーマ・内容）

卒業研究とは②
過去の先輩たちの事例紹介

卒業研究の進め方
発表までの流れやスケジューリングの確認

テーマ決め①
今まで学んだ事を総括して深堀したテーマをディスカッションで探す

テーマ決め②
過去に発表されたり、研究された事例をPCで検索する

実践学習①
自分のテーマに沿って仮説と実証実験スタート

実践学習②
途中経過の報告とアドバイス

実践学習③
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表・報告

実践学習④
前回のアドバイスを受けて改良したものの発表

まとめ
卒業研究の発表に向けてまとめ作業

発表準備
PCのパワーポイント作成

発表事前準備
発表リハーサル・最終チェック

卒業研究発表

卒業研究発表ふりかえり

卒業研究発表についてまとめ

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 専門基礎科目テキスト4冊／株式会社　滋慶出版

評価方法・基準 卒業研究課題の発表・論文
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総括
次年度の申送り書作成

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

イベント日②
2日目　実施と反省

後片付け
アンケート集計

振り返り
アンケート結果によりイベントの振り返りと反省会

実施準備
装飾デザインを学ぶ

実施前日準備
救急代作・避難経路の確認など安全対策を学ぶ

イベント日①
1日目　実施と反省

実施準備
制作物の作成①

実施準備
制作物の作成②

実施準備
接遇のトレーニング

運営会議①
役割分担・スケジュールを決め、運営委員中心に実行する

運営会議②
事前の準備や予算管理方法を学ぶ

企画会議②
各グループでプレゼンし、テーマを決める

企画会議①
グループワークでそれぞれ企画を立案し、企画書を作成する

オープンキャンパスとは？
オープンキャンパスの目的意義を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

毎年1回開催される学園祭を通じ、企画、運営、予算管理を体験するとともに、人と協力して作業することの大切さを学びます。

到達目標

イベントにおける企画や運営について説明できるようになる。簡単な予算管理ができるようになる。イベント運営を通じて他人との協調性を高める。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 オープンキャンパス 開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Open Campus 授業形態 30 (2)
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授業科目名 イベント研究 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 スポーツフェスタ 開講年度 2

開講期間 後期 必選区分 必修
開講科目英名 Sports Festa 授業形態 30 (2)

スポーツフェスタとは？
意義や目的を学ぶ

講師名

実務経験概要

授業の概要・目的

スポーツフェスタは大阪ECO動物海洋専門学校が毎年1回開催する体育大会のことであり、学生が主体となって実行されている。学生は競技種目の選定、ルール作り、各種備品の準備
等を行うとともに、実行委員会を設置し大会の企画や運営を行う。

到達目標

スポーツフェスタの企画に参加することで、協調性、団結力、マネジメント力を高める。
事前のトレーニングを通じて体力を養う。簡単な救急救命法や人体の構造等について説明できるようになる。

授業計画（テーマ・内容）

企画会議③
競技種目や内容を決定し役割分担、スケジュールを作成する

企画会議④
競技のルール確認、安全な運営をするために具体的に作業していく

企画会議②
各グループにわかれ、スポーツフェスタの企画書を作成し、プレゼンをする

企画会議①
過去どんな競技をしてどんな準備が必要でどんな効果があったかを学ぶ

実施準備①
クラスで着る衣装・応援旗などの作成

実施準備②
競技で使用する掲示板・道具などを作成する

実施準備③
当日のパンフレット作成

安全運営対策①
怪我・事故防止のため、校内でのストレッチ・体力増強運動を実行

安全運営対策②
AED、救急救命法をインストラクターから学ぶ

安全運営対策③
事前に救急病院など調べて緊急対応にそなえる

安全運営対策④
人と動物との体のしくみ等を比較して学び、動物学校の特色を出して学ぶ

前日準備
運営がスムーズに進むよう準備をする

実施日
スポーツフェスタの運営をする

総括
反省会をして次回につながるように記録を残す

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率50%、レポート課題50%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17
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授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 キャットグルーミング演習 開講年度

必選区分 選択

2

開講期間 通年

30 (2)

爪切り・耳そうじ・シャンプー・ドライング等の方法について、一般の家庭猫だけではなく、キャットショーに出陳する猫にも対応できるのグルーミング方法を習得する。
また、猫のグルーミングの必要性を理解し、飼い主とのコミュニケーションの中で提案ができるようになる。

到達目標

開講科目英名 Practice of Cat Grooming 授業形態

実務経験概要

講師名

２名で１頭をグルーミング（爪切り・耳掃除のチェック） １名で１頭をグルーミング　（尾の脂の取り方）

トリミングサロンデプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

犬だけではなく、猫も取り扱うことができるトリマーになる為に、
猫のグルーミングの必要性を理解した上で、グルーミング手法を習得する。

授業計画（テーマ・内容）

猫のシャンプーの流れを細かく説明する １名で１頭をグルーミング　（縺れの取り方）

学校の猫をモデルグールーミングする １名で１頭をグルーミング（縺れの取り方）

２名で１頭をグルーミング　（爪切り・耳掃除のチェック） 1名で１頭をグルーミング（尾の脂の取り方）

２名で１頭をグルーミング　(グープの使い方） １名で１頭をグルーミング　(重曹の使い方）

２名で１頭をグルーミング　(グープの使い方） １名で１頭をグルーミング　(重曹の使い方）

１名で１頭をグルーミング（泡の状態を手の感覚で感じるようになる） １名で２頭をグルーミング　（爪の間の脂分の取り方）

１名で１頭をグルーミング　（泡の状態を手の感覚で感じるようになる） １名で２頭をグルーミング（爪の間の脂分の取り方）

１名で１頭をグルーミング　(濯ぎの状態を目・手で感じるようになる） １名で２頭をグルーミング　(スピードアップの方法）

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

ノート提出

教科書・テキスト なし

１名で１頭をグルーミング　(濯ぎの状態を目・手で感じるようになる） 1名で２頭をグルーミング(スピードアップの方法）

１名で１頭をグルーミング(保定） 1名で２頭をグルーミング　(スピードアップの方法）

１名で１頭をグルーミング　(保定） １名で２頭をグルーミング　(スピードアップの方法）

１名で１頭をグルーミング（ノート提出） 1名で２頭をグルーミング　(スピードアップの方法）

１名で１頭をグルーミング　（ノート提出） 講師のチェックなしで最後まで仕上げる

１名で１頭をグルーミング（前期の振り返りと質疑応答） 講師のチェックなしで最後まで仕上げる（後期の振り返りと質疑応答）

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準
前期　ノート提出80％／出席率10％／授業態度10％　で評価
後期　出席率20％／毎授業中（準備・後かたずけ・猫の扱い・技術・スピード）をチェックリストを基に採点80％　で評価

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト JESCグルーミングテキスト

参考書 JKC全犬種標準書

評価方法・基準
口頭試問を実習中に随時行う。
１年次に習得した犬種を１人で１頭仕上げることができるかどうか。

A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めたメモをもとに、グルーミングノートを作成する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

シュナウザーのベーシックカットモデルグルーミング
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する ビションフリーゼのベーシックカットモデルグルーミング

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

モデルグルーミングを参考にして、自分の課題を見つける A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

トリマーオーディション A級検定実施

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する A級検定実施

ベーシック強化 A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

プードルのモデルグルーミング A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

モデルグルーミングを参考にして、自分の課題を見つける A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

ベーシック強化 A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

講師名

実務経験概要 トリミングサロンscottishclub代表

授業の概要・目的

グルーミングをする目的を理解し、一人一頭その犬に合ったトリミングができる力を身に付ける。
犬への愛情を持ち、また想像力を発揮したカットができるようになる。
失敗を課題として捉え、犬の安全と健康を追求できる精神を身に着ける。

到達目標

ECOグルーミング検定A級合格を目指すとともに、
就職時に必要な犬種のトリミング技術を身に付ける

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習ⅡA 開講年度 2

開講科目英名 Practice of Grooming ⅡA 授業形態 150 (10)

開講期間 通年 必選区分 必修



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

開講科目英名 Practice of Grooming ⅡB 授業形態 150 (10)

開講期間 通年 必選区分 必修

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 トリミング演習ⅡB 開講年度 2

ベーシック強化 A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

講師名

実務経験概要 トリミングサロンデプロトリマーとして勤務

授業の概要・目的

グルーミングをする目的を理解し、一人一頭その犬に合ったトリミングができる力を身に付ける。
犬への愛情を持ち、また想像力を発揮したカットができるようになる。
失敗を課題として捉え、犬の安全と健康を追求できる精神を身に着ける。

到達目標

ECOグルーミング検定A級合格を目指すとともに、
就職時に必要な犬種のトリミング技術を身に付ける

授業計画（テーマ・内容）

ベーシック強化 A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

プードルのモデルグルーミング A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

モデルグルーミングを参考にして、自分の課題を見つける A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

モデルグルーミングを参考にして、自分の課題を見つける A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する

トリマーオーディション A級検定実施

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する A級検定実施

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する ビションフリーゼのベーシックカットモデルグルーミング

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

１年次から身に付けた技術を見直し、自分への課題・目標を決めて実践する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

シュナウザーのベーシックカットモデルグルーミング
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

A級検定合格に向けて、技術向上・時間短縮を目標として実習する
就職に向けて、様々なカット犬種に対応できるよう、技術を身に付け
犬の負担を考え、更なる時間短縮をできるよう実習する

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に書き留めたメモをもとに、グルーミングノートを作成する

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト JESCグルーミングテキスト

参考書 JKC全犬種標準書

評価方法・基準
口頭試問を実習中に随時行う。
１年次に習得した犬種を１人で１頭仕上げることができるかどうか。
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成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト PEIAブロンズテキスト　PEIAシルバーテキスト

参考書 なし

評価方法・基準 出席率50％　授業態度・筆記試験30％　ノート提出20％

まとめ ハーブパック演習

振り返りと総括 まとめ・振り返り・総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

各演習授業終了後、グルーミングノート提出

ネイル演習②　（モデル犬での施術） レストレーションカラー演習②　（被毛でのカラーチェック）

ブロンズテキスト　チャプター４　肉球ケア レストレーションカラー演習③　（モデル犬での施術）

肉球ケア演習 ハーブパック概論

アロマバス演習 ビビッドカラー演習③　（モデル犬での施術）

ブロンズテキスト　チャプター５　ネイルカラー基本コース シルバーテキスト　チャプター３　レストレーションカラー

ネイル演習①　（ネイル模型での練習） レストレーションカラー演習①　（カラー材の調合）

ブロンズテキスト　チャプター３
コンディショナー理論①コンディショナーとは

シルバーテキスト　チャプター２　ビビッドカラー

ブロンズテキスト　チャプター３
コンディショナー理論②応用テクニック

ビビッドカラー演習①　（カラー材の調合）

ブロンズテキスト　チャプター４　アロマバス ビビッドカラー演習②　（被毛でのカラーチェック）

ブロンズテキスト　チャプター１
ペットエステティック概論②製品について

タラソセラピー演習

ブロンズテキスト　チャプター２
シャンプー理論①被毛の構造について

シルバーテキスト　チャプター１　アロマセラピー

ブロンズテキスト　チャプター２
シャンプー理論②PEIA認定教材について

アロマセラピー演習

ブロンズテキスト　チャプター１
ペットエステティック概論①歴史について

ブロンズテキスト　チャプター４　タラソセラピー

講師名

実務経験概要 トリミングサロンscottishclub代表

授業の概要・目的

ＰＥＩＡ（ペットエステティック国際協会）の指定するテキストに則り、ペットエステ概論・技法を学ぶ。
将来、トリミングサロンで働く際に、トリミングの基礎のみではなく、＋αとしてペットの癒しを提案ができる人材を育成することを目的とする。

到達目標

昨今、トリミング業界で注目されている「ペットエステ」の手技について学び、就職時に施術ができるトリマーになることを目指す。
また、ペットの癒しとは何かを理解し、ＰＥＩＡ（ペットエステティック国際協会）認定のブロンズクラス・シルバークラスの資格取得を目指す。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 トリミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ペットエステ演習 開講年度 2

開講科目英名 Dog Estetican　Merchandise 授業形態 120 (8)

開講期間 通年 必選区分 必修
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授業科目名 業界研修 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 キャリアセミナー 開講年度 2

開講期間 前期 必選区分 必修
開講科目英名 Career Seminar 授業形態 30 (2)

就職するということは？：各人にとって「働く（お金を稼ぐ）」意義目的の確
認

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

教育を受ける「受け身」の体制から、自立し「仕事をする」能動的な立場への大転換期を全員が理解し、自ら行動できるようにする。自分の理解（自己分析）から始まり、社会
（とのつながり）の理解、そして目指す業界や企業の理解を深める。自立して就活（行動）ができるように様々な情報提供を行う。またインターンシップを経験し「業界の評価」
を次の課題としてとらえ、「就職内定」までの過程と、内定後、また卒業後のサポートなどの情報提供と理解を深める。

到達目標

具体的な「就職活動」へ向け「就活は迷うことがあっても、楽しみ」と考えられるようにする。就職希望者全員の就職内定（進路決定）を、卒業前の１２月末までに達成する。

授業計画（テーマ・内容）

社会人基礎力について：学生から社会人になるにあったって求められる人材
像・能力について

就活の流れ：専門学校生（本校）の就活の流れとスケジュールについて

自己分析：過去の棚卸と自己ＰＲを見つけ、明確化する

業界研究：今までの業界とこれから、求められる人材像と採用選考

ビジネスマナーについて：敬語やビジネスマナーの実際

インターンシップについて（導入）：全体の流れ（研修前・研修中・研修終了
後）の理解

インターンシップについて（実施内容）：「新入社員」のように2週間体験す
る際の注意とアドバイス

合同企業説明会について：来校企業の解説と企業への質問事項（研究）

求人票などの見方、雇用条件について：Ｗｅｂ就職システムとサクセスナビ
求人票の見方、社会保険などについて

就活における筆記試験：一般常識・計算問題・四字熟語・犬の食材について

就活における面接試験：服装・身だしなみ・心得

社員とフリーター、フリーランスについて：社会保障・給与・待遇の違い・職
務責任について

まとめ：１３週までの総まとめと、未内定者の今後の活動指針

社会人基礎力について：最新年度版の配布と内容確認・卒業後の支援制度の紹
介

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜課題を与える。またＳＵＣＣＥＳＳ ＦＩＬＥにプリントやレポートをファイルし適宜見返すこと。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト ＳＵＣＣＥＳＳ ＮＯＴＥ（大阪ＥＣＯオリジナル）、プリントなど

参考書 とくになし

評価方法・基準 選択、記述を合わせた筆記試験を行い、７５点満点とする。また授業への出席率を２５点満点（＝１００％）とし、合計を評価点数とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 ペーパーテスト（80％）／提出物（10％）／出席率（10％）として算出し、最高評価点を１００点満点とする。

前期学習分のまとめ 後期学習分のまとめ

前期学習分振り返り（不理解部分簿解説） テスト見返り（不理解部分簿解説）

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に課題を与え、適宜提出させてチェックする。
半期ごとに、ノートまとめを提出させる。

アンリカンカールのスタンダード 老猫のケアー②　（家庭で出来る事））

ノルウェージャンホレストキャットのスタンダード 老猫のケアー③　(高齢期の病気）

猫の血液型　（ＦＮＩ　猫新生児溶血性黄疸） 猫のシャンプー(犬と違うテクニックを学ぶ）

ＣＦＡ公認猫種ＤＶＤ②　　猫種別の分類 カラー遺伝③　(雌のみのカラー遺伝）

猫の健康チェック① カラー遺伝④　(両親から受け継ぐカラー遺伝）

猫の健康チェック② 老猫のケアー①　（高齢期の行動、体の変化）

行動学①　（体の造りによる行動） ブリーディング⑤　(伴侶動物として、性格の良い猫に育てるための知識）

行動学②　（猫独特の行動） カラー遺伝①　(ソリッド・アグーチ・ポイントカラー）

ＣＦＡ公認猫種ＤＶＤ① カラー遺伝②　（優性色・劣性色）

ＬＨ／ＳＨ ・Male/Femaleの性格、飼い方、その他の違い・アメリカンＳＨ
について

ブリーディング②　（交配～出産まで）

猫と犬の違い①　（習性・体型・運動感覚　等） ブリーディング③　（出産～産後の母猫のケアー）

猫と犬の違い②　（種類・繁殖機能　等） ブリーディング④　（育児～人口哺乳）

オリエンテーション・純血種/MIXの定義・多胎性・肉食について ブリーディング①　（健康な猫をブリードする為の知識）

講師名

実務経験概要 動物看護師

授業の概要・目的

ＣＦＡ公認猫種を基に、猫のスタンダードについて学ぶ。
それに加えて、猫について行動学やカラーをはじめとし、繁殖をする際の注意事項等を含め、幅広く学習する。

到達目標

飼い主に、解りやすく正しい知識を伝えられるとともに、
トリマーとして活躍するうえで、猫も扱えるトリーマーになることを目指す。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 猫学 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 コンパニオンキャット 開講年度 2

開講科目英名 Companion Ｃａｔ 授業形態 30 (2)

開講期間 通年 必選区分 必修



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 アニマルヘルスケア 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ナチュラルケア 開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Natural Care 授業形態 60 (4)

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）とは ペットマッサージ・　総論・ナチュラルケアが注目される理由

講師名

実務経験概要
ナチュラルケアの啓蒙普及目的とする「CACIOコンパニオンアニマルケア国際機構」協会を母体とする複数の協会にて、

認定講師として飼い主様やペット関係従事者様に向けた講義やイベントを１０年以上実施。

授業の概要・目的

代替療法（ナチュラルケア・ホリスティックケア）についての理解を深め、自分に何が出来る事、また飼主さまに提案出来る事を考え、オーナーへのサービスの一環として、説明実
践出来る様な知識と技術を修得する。

到達目標

代替療法であるペットマッサージや犬の食事・ペットアロマに対して、オーナー様への適切なアドバイスやサービスを出来る様になる。　また自身のスキルの一つとして、出来る範
囲でケースに応じたナチュラルケアを活用出来る様になる。

授業計画（テーマ・内容）

犬の食事・犬にとっての理想の食事は何か ペットマッサージ・　西洋医学と東洋医学の違いと融合

犬の食事・東洋医学的な体質判断と食材について ペットマッサージ・　東洋医学の考え方とツボ

犬の食事・ペットフード安全法・ペットフードの表示 ペットマッサージ・マッサージに必要な骨格、筋肉に関する知識

犬の食事・ペットフードの表示・ペットフードの選び方 ペットマッサージ・　効果と注意点

犬の食事・犬の栄養バランスと手作り食 ペットマッサージ・　基本手技

犬の食事・犬の手作り食・よくある疑問や留意点 ペットマッサージ・　リンパマッサージについて

犬の食事・手作り食の食材の特徴と選び方 ペットマッサージ・　リンパマッサージの実践

犬の食事・カロリー計算・レシピを考える ペットマッサージ・症状別ツボの活用法

ペットアロマ・英式と仏式の違い ペットマッサージ・年代別応用

ペットアロマ・体質判断 シニアケアについて

ペットアロマ・精油の選び方、取扱上の注意点 温熱療法について

ペットアロマ・基材の種類と使い分け 犬の反射区

前期試験 後期試験

学期の統括・まとめ 学期の統括・まとめ

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業時書き留めるノートをもとに整理しまとめ、適宜与える課題などに備える

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 授業内で適宜紹介する

評価方法・基準 筆記試験70％・その他（課題・出席率・授業内評価）30％　・　最高評価点数100



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1・2

3・4

5・6

7・8

9・10

11・12

13・14

15・16

17・18

19・20

21・22

23・24

25・26

27・28

29・30

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

グルーミングノートをまとめる、リボン作り

教科書・テキスト なし

ドライングのチェック　完璧を目指す

苦手な作業を重点的にスピードアップを心掛ける

おさらい、まとめ

爪切り、バリカンの作業の確認

肛門腺しぼりをマスターする

１人で１頭担当するときの注意点、扱い方

１人で１頭仕上げまでのグルーミングが出来るようになる。

授業計画（テーマ・内容）

１年生のグルーミングのおさらい

１年生のグルーミングのおさらい

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Basic Grooming Ⅱ
授業形態

講師名

実務経験概要
トリマー専門学校にて２年間学び、卒業後トリマーとして２０年間勤務。

現在も講師とサロンで在職中。

授業の概要・目的

ドッグトレーナーでも就職先・研修先で犬のお手入れは必要です。
犬の基本的なお手入れ方法を実習を通し身に付けることが出来る。

60 (4)

授業科目名 グルーミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング演習Ⅱ
開講年度 2

開講期間 前期



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 出席率70％、提出物10％、実技10％、授業態度10％

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期振り返り 後期振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

グルーミングノートをまとめる、リボン作り

教科書・テキスト なし

２人で１頭のグルーミング⑩ １人で１頭のグルーミング⑫

２人で１頭のグルーミング⑪ １人で１頭のグルーミング⑬

前期まとめ 後期まとめ

２人で１頭のグルーミング⑦ドライングのチェック　完璧を目指す １人で１頭のグルーミング⑨

２人で１頭のグルーミング⑧　苦手な作業を中心にスピードアップを心掛ける １人で１頭のグルーミング⑩

２人で１頭のグルーミング⑨ １人で１頭のグルーミング⑪

２人で１頭のグルーミング④肛門腺しぼりをマスターする １人で１頭のグルーミング⑥　各行程時間を図りスピードアップをはかる

２人で１頭のグルーミング⑤ １人で１頭のグルーミング⑦

２人で１頭のグルーミング⑥ １人で１頭のグルーミング⑧

２人で１頭のグルーミング①爪切り、バリカンの作業の確認 １人で１頭のグルーミング③

２人で１頭のグルーミング②　各行程確認しながら繰り返し練習 １人で１頭のグルーミング④

２人で１頭のグルーミング③ １人で１頭のグルーミング⑤

１人で１頭仕上げまでのグルーミングが出来るようになる。

授業計画（テーマ・内容）

グルーミング概論　道具の使い方、注意点、掃除の仕方 １人で１頭のグルーミング①　ひとりで担当するときの注意点、扱い方

モデルグルーミング　モデル犬で実演、見ながらやり方を理解する
リボン作り

１人で１頭のグルーミング②　ひとりで全行程をスムーズにできるように練習

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Practice of Basic Grooming 
授業形態

講師名

実務経験概要 トリミングサロンscottishclub代表

授業の概要・目的

ドッグトレーナーでも就職先・研修先で犬のお手入れは必要となる。
爪切り、耳掃除、ブラッシング、シャンプーなどの犬の基本的なお手入れ方法を実習を通し身に付けることが出来る。

60 (4)

授業科目名 グルーミング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 グルーミング演習
開講年度 2

開講期間 通年



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1・2 31・32

3・4 33・34

5・6 35・36

7・8 37・38

9・10 39・40

11・12 41・42

13・14 43・44

15・16 45・46

17・18 47・48

19・20 49・50

21・22 51・52

23・24 53・54

25・26 55・56

27・28 57・58

29・30 59・60

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 アジリティ　A
開講年度 2

開講期間 通年

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Agility　A
授業形態

講師名

実務経験概要
専門学校卒業後、アニマルファンスィアーズクラブで約４年半家庭犬のトレーニング、アジリティなど学ぶ。

その後独立し、現在関西にてしつけ教室、プライベートレッスン、定期的に徳島・淡路島・三重・岡山で教室を開催、
家庭犬のしつけやアジリティ・フリースタイルなどレッスンしている。

授業の概要・目的

飼い主様がワンちゃんと楽しめるツールの１つになる、アジリティを実際に体験し、アジリティというものを理解する。
将来、就職先で必要とされる一般の飼い主様とのコミュニケーション能力を飼い主様のワンちゃんのお預かりする本講義で修得する。

120 (8)

一般的な飼い主様が出来るレベルまで、ワンちゃんのトレーニングをし、コースを走れるようにする。授業内容やお預かり中のワンちゃんの様子をスムーズにわかりやすく飼い
主様に
説明できるようにする。

授業計画（テーマ・内容）

担当犬を決め、簡単なトレーニングや遊びを通じて
担当犬の性格を自分で感じる。

発表会に向けてのコースを考える。（３コース）
苦手な障害の練習をする。

担当犬のレベルに合わせたトレーニング内容を考え実行し、さらにレベルを上
げていく。

発表会のコースを組んで実際に走ってみる。

ジャンプ・タイヤの練習をする。 コースの微調整を行う。　コースを走る。

ジャンプ・タイヤ・トンネルの練習をする。 コース練習①　自分の犬が走るコースの練習をする。

ジャンプ・タイヤ・トンネルの入れたシーケンスの練習をする。 コース練習②　苦手な障害の克服に取り組む。

ウィーブの練習をする。
コース練習③　それぞれ担当犬のタイムを計り目標タイムに向けて練習に取り
組む。

ウォークの練習をする。 スムーズにコースチェンジができるようにする。

今まで教えた障害を入れたシーケンスの練習をする。 コース練習④　色々な刺激の中でコースを走る。

シーソーの練習をする。 コース練習⑤　色々な刺激に慣れ、スムーズに走ることができるようにする。

シュートの練習をする。 通しでリハーサルを行う①　全体の流れの確認をする

苦手な障害の練習をする。 通しでリハーサルを行う②　通しのタイムを計る

コースを組んで練習する。 通しでリハーサルを行う③　本番同様の機材を使い通しを行う

コースを組んでターンの練習をする。 最終リハーサルと準備物の作成をする。

コースを組んでターンの練習をする。
指示のタイミングやターンの位置を理解し、身に付ける。

飼い主さまへの発表会

コースを走る。 １年間の振り返り

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

飼い主様へお渡しする連絡ノートを作成する。

教科書・テキスト なし

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 評価の割合は実技試験６０％、出席率３０％、授業態度１０％で最高評価点数を１００とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

第1.1版

参考書 なし

評価方法・基準 実技80%、出席率20%

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

スラロームの練習② 担当犬を入れ替えて色んな犬を扱う練習②

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

競技会の参加

教科書・テキスト なし

タッチ障害の練習　シーソー② アジリティーを人に教える練習②

タッチ障害の練習　シーソー③ アジリティーを人に教える練習③

スラロームの練習① 担当犬を入れ替えて色んな犬を扱う練習①

タッチ障害の練習　ドッグウォーク① 競技会の中級レベルの練習②

タッチ障害の練習　ドッグウォーク② 競技会の中級レベルの練習③

タッチ障害の練習　シーソー① アジリティーを人に教える練習①

方向転換の練習 競技会の初級レベルの練習②

タッチ障害の練習　Ａフレーム① 競技会の初級レベルの練習③

タッチ障害の練習　Ａフレーム② 競技会の中級レベルの練習①

各障害の説明 簡単なコースの練習②

ハードルを跳ぶ練習 簡単なコースの練習③

連続したハードルの練習 競技会の初級レベルの練習①

アジリティ競技会に出陳する

授業計画（テーマ・内容）

アジリティーとは／アジリティの説明 スラロームの練習③

アジリティ―競技会の規定の説明 簡単なコースの練習①

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Agility　B
授業形態

講師名

実務経験概要
ジャパンケンネルクラブ公認訓練所　清水ドッグスクール代表

ジャパンケンネルクラブ公認訓練範士
ジャパンケンネルクラブ公認アジリティー指導員　ジャパンケンネルクラブ公認　Ａ級訓練試験委員、オビディエンス審査員

授業の概要・目的

アジリティー競技会のルールやマナーを覚える。担当犬にアジリティーを教える。トレーナーとしてアジリティーに興味がある人に教えることができるようになる。

60 (4)

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 アジリティB
開講年度 2

開講期間 通年
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参考書 なし

評価方法・基準 出席率40%, テスト50%, 授業への取り組み等10%

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期振り返り テリントンタッチについてまなび、ドッグトレーニングへの活用方法を知る②

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

スマートフォンアプリ「単語帳メーカー」を宿題として活用し、各自の問題行動解決マニュアルを作成する

教科書・テキスト なし

ビジネスパーソンとして周辺視野について知る 後期まとめ

ビジメスパーソンとして柔軟性（思考・行動）について知る 後期振り返り

前期まとめ テリントンタッチについてまなび、ドッグトレーニングへの活用方法を知る①

広告戦略について理解する
犬の問題行動を改善するためにロールプレイングを通して実践的に活用する
方法を学ぶ①

動物福祉について知り、実践できるように理解を深める
犬の問題行動を改善するためにロールプレイングを通して実践的に活用する
方法を学ぶ②

SNSを活用した広告戦略について理解する
犬の問題行動を改善するためにロールプレイングを通して実践的に活用する
方法を学ぶ③

ドッグビジネス経営のための集客メディアについて知る 犬の問題行動を改善するためにドッグトレーナーができることについて学ぶ②

商品力の重要性について理解する 犬の問題行動を改善するためにドッグトレーナーができることについて学ぶ③

飼い主にとって魅力的なビジネス（お店・サービス・スタッフ）について理解す
る

犬の問題行動を改善するためにドッグトレーナーができることについて学ぶ④

ドッグビジネス経営のための収支のメカニズムを理解する 犬の問題行動とは何かについて深く考える

ビジメスパーソンとしての接遇を知り、理解する。 犬の問題行動について飼い主との関係性を理解する

ポジティブワードを活用によりビジネスの活性化に影響を与えることを理解す
る。

犬の問題行動を改善するためにドッグトレーナーができることについて学ぶ①

ドッグビジネスにおける様々な知識やスキルを理解し、動物福祉に基づいてそれらを活用することが出来るようになることを求められていることを深く知る。

授業計画（テーマ・内容）

自分の定形あいさつ、自己紹介をつくり、自己アピールする一つの方法を学
ぶ。

ドッグトレーニング計画・記録の付け方を知る

ドッグビジネスの現状を知る 強化について学び、ドッグトレーニングやビジネスでの活用方法を知る

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Dog Business Ⅱ
授業形態

講師名

実務経験概要

2008年『おりこうさん。』を設立。犬にも人間にも優しいドッグトレーニングをスローガンに訪問レッスンやスタジオレッスンを行う。
クリッカートレーニングをはじめとする常に先進的なトレーニングを取り入れ、各地でワークショップやセミナーを開催。
またインターネットを利用したオンラインレッスンを行う。
テリントンTタッチのプラクティショナー認定を取得し、犬の身体・心・頭のバランスを整えるトレーニングを行う。

授業の概要・目的

ますます競争が激しくなっているドッグ関連のビジネスパーソンとして必要な多岐にわたる知識とスキルを学ぶ。
動物福祉に基づくドッグビジネス活動について知る。
業界の即戦力として活躍できる準備となる様々な基本的な知識から最新情報まで広く学ぶ。

60 (4)

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 ドッグビジネスⅡ
開講年度 2

開講期間 通年



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1・2 31・32

3・4 33・34

5・6 35・36

7・8 37・38

9・10 39・40

11・12 41・42

13・14 43・44

15・16 45・46

17・18 47・48

19・20 49・50

21・22 51・52

23・24 53・54

25・26 55・56

27・28 57・58

29・30 59・60

開講科目英名 Service Dog Training 
授業形態 120 (8)

評価方法・基準 出席率４０％通常点４０％実技２０％

上記4項目復習 引継ぎリハーサル

前期まとめ 後期まとめ

前期の振り返り 一般の飼い主さんへの動作引継ぎ

伏せ、、、上記に同じ 動作確認/車いすで基本トレーニング

まて、、、伏せ、座れ各々10分以上キープ 通年課題を車いすでおこなう

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.1版

授業時間外学修

（事前・事後学習等）
毎回のトレーニング計画の振り返り、計画のたてなおし、課題を明らかにして授業にのぞむ

教科書・テキスト

参考書

脚側歩行、常歩で直進できる 一般の飼い主さんへの動作引継ぎ内容考察

基本トレーニング（座れ・ふせ・マテ・脚測・招呼）計画の下行ってみる①
動作をおしえるための「ほめ」のポイント/車いすで基本トレーニン

グ

トレーニング計画再考
トレーニングのステップアップの仕方について/車いすで基本トレー

ニング

座れ、、、１視符１声符で行う 犬の自信のつけ方について/車いすで基本トレーニング

課題に対してのトレーニング計画 トレーニング計画再考

講師指導の下、トレーニング計画見直し 課題のゴールを理解する/車いすで基本トレーニング

基本トレーニング（座れ・ふせ・マテ・脚測・招呼）計画の下行ってみる① 課題を犬の視点で考える/車いすで基本トレーニング

道具などの準備物授業内容について 介助犬デモストレーションを見て動作ポイントを知る

年間通しての担当犬決め 介助動作1項目を選び、計画を立てる

担当犬の性質・課題の見極め 計画を立てた通り担当犬でためす

授業の概要・目的

到達目標

授業計画（テーマ・内容）

介助犬を中心に身体障害者補助犬についてのトレーニングをまなぶ。一般のトレーニングとことなり、社会において法の下で活動をする犬の社会的責任を

理解し、その責任を全うできる犬をトレーニングするスキルと知識を身に着ける。

介助犬をトレーニングするうえで、使用者の障害や環境に合わせたその人に必要な項目を見出し、その項目のトレーニング計画を自ら立てることができる

講師名

実務経験概要
介助犬をそだてる会１年半勤務。日本介助犬トレーニングセンター５年勤務。京都アシスタントドッグ育成協会に勤務、

現在に至る。　　JKC公認訓練士である 。2019年人と犬のトータルサポートを目指し「with わん」設立

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講年度 2

通年 必選区分開講期間 必修

開講科目名 介助犬トレーニング



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30
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参考書 犬の問題行動　ハンドブック　佐々木伸雄監修

評価方法・基準 筆記試験を行う。その他として出席点を設ける。１５回出席の者は１５点与える、　３回以上欠席の者は出席点は０点とする。　１３回の者は１３点とする。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

前期学習内容の総括を行う。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

問題行動の実例を出しそれについての回答を提出する。レポート形式。

教科書・テキスト 特になし

その他の問題、特殊な問題について学び知識を深める。

行動治療に用いられる薬物について学ぶ。薬の効用について詳しくしる。

行動のカウンセリング方法、飼い主とのコミュニケーションをどのように深める
かを詳しく学んでいく。

吠える問題につて学ぶ。犬の問題で攻撃について一番多い問題である。犬本
来の行動であるが何故大きな問題になるかを深く学ぶ。

恐れと恐怖症について学ぶ。恐れは多種多様なものが含まれる、解決法もか
なり多く、それらを理解を深め学ぶ。

常同行動強制行動について学ぶ。特殊な問題行動である、病理的な見地か
ら深く学ぶ必要がある。

摂取、肥満管理について学ぶ。太る原因はただ飼い主だけの問題ではなく、
人の心の問題が大きく影響していることを深く知る。

老齢の問題について学ぶ。動物の医療技術の進歩により高齢の犬が多く
なってきた、それにともない高齢の犬の問題が多くなってきたことを知る。

手のつけられない行動について学ぶ。飛びつきや暴れる、興奮する、その
他、飼い主にとって手に負えない行動について深く知識を深める。

分離不安について学ぶ。分離不安の原因、対処法、飼い主へのアドバイス方
法を学ぶ。

排泄の問題を学ぶ。排泄について本来自然にできるもんだが何故問題になる
のか、間違った方法や飼い主の心理などを考え理解を深める。

破壊的行動について学ぶ。ありとあらゆるものを破壊する犬は飼育放棄につ
ながる、一つだけの原因ではないことを知り、理解を深める。

問題行動は１００頭いれば１００通りの問題があるが、講義では主な事例等を上げ、一般的な解決法などを学ぶ、また飼い主に対応するコミュニケーションの仕方や動物心理な
どを理解する。

授業計画（テーマ・内容）

問題行動の講義進め方。問題行動の主な種類について知識を深める。

攻撃行動について学ぶ。何故犬が人に攻撃するのか、具体的な実例を上げ
理解を深める。

到達目標

必選区分 必修

開講科目英名 Dog Behavior
授業形態

講師名

実務経験概要 大阪第一警察犬訓練学校で警察犬の訓練方法を学び、後独立開業、主に家庭犬訓練を行う、２０１６年に「犬の幼稚園　ワンツウクラブ」を設立。

授業の概要・目的

犬を飼う人は核家族化に伴い多くなりそれに伴い犬の問題行動も多くなっているのが現状である、問題行動は犬の飼育放棄にも直結しており、トレーナーとしては必ず学ばなけ
ればならないスキルでもある。本講義では犬の本来の特性を理解して、個別の性格、状況を考慮して、犬に極度な負担を強いることなく、飼い主の訴える問題を踏まえ、家庭内
の環境や飼い主のスキル様々な状況下を考え適切にアドバイスできるような方法論を学ぶ。

30 (2)

授業科目名 ドッグトレーニング 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 問題行動
開講年度 2

開講期間 前期



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30前期振り返り 後期振り返り
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教科書・テキスト なし

参考書 なし

評価方法・基準 満点を100点とする（出席率90%、提出物・イベント参加レポート10%）。

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業中に適宜支持を与える。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

卒業研究⑤調査、パワーポイントの作成 特別講義①

卒業研究⑥調査、パワーポイントの作成 特別講義②

前期まとめ 後期まとめ

卒業研究②グループでテーマ検討、調査 卒業進級制作展の準備④

卒業研究③研究の進め方、スケジュール提出／犬種クイズ応用編④ 卒業進級制作展の準備⑤

卒業アルバムの作成 卒業進級制作展の準備⑥

キャリアガイダンス①　研修報告 卒業進級制作展の準備①

卒業アルバムの作成　データ回収 卒業進級制作展の準備②

卒業研究①取り組みの説明、グループ決め 卒業進級制作展の準備③

スポーツフェスタ役割決め、出場種目等打ち合わせ

犬種クイズ応用編③／アニマルコーディネーター模擬試験
学園祭企画立案

卒業研究中間発表①

アニマルコーディネーター検定 卒業研究中間発表②

犬種クイズ応用編②／アニマルコーディネーター練習問題② キャリアガイダンス②　研修報告

犬種クイズ応用編①／アニマルコーディネーター練習問題①

2年次の年間スケジュール、取り組みについての確認 後期スケジュール確認、卒業制作について

講師名

実務経験概要 該当せず

授業の概要・目的

目標を明確にし、目指す職業に就きそこで活躍するための人間力、社会人基礎力にさらに磨きをかける。学校生活をスムーズに送るための人間関係構築、スケジュール管理、業界への理解を深め
るため、イベントの準備から運営、グループワークを通してのディスカッションやコミュニケーション能力の向上、ホスピタリティを学ぶ。制作の創意工夫や自ら考える力をつけ、自主的に行動するくせ
を付ける。

到達目標

学生自ら、（時間・スケジュール管理、健康管理、計画性など）あらゆる面において自己管理ができるようになる。クラスでの活動やイベントの取り組みを通して、人間関係を学び、精神的な成長を育
んだり協調性を知り、社会で対応できるようになる。指示通り動くだけでなく、自ら先を見越して積極的に行動できるようになる。他人に対して、相手の立場に立ち思いやりを持った言動がとれる。

授業計画（テーマ・内容）

授業科目名 プレゼンテーション 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 エコ教養Ⅱ
開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Human StudyⅡ 授業形態 60 (4)



2020 配当年次

講義・演習 時間数（単位数）

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30

授業科目名 看護・繁殖 開講学科 ペットビジネス科

開講科目名 動物の看護 開講年度 2

開講期間 通年 必選区分 必修
開講科目英名 Animal Nursing 授業形態 60 (4)

クライアントエデュケーションとは（生涯をサポートする） 投薬の仕方

講師名

実務経験概要 獣医師（行動分野診療。問題行動、飼育指導、家庭犬トレーニング等）

授業の概要・目的

動物看護の精神について学び、また、個々の動物の環境や状況を理解し、個別性をふまえた生活ステージすべてに関与し、一生を支えるために必要な看護の知識と技術を学ぶ。

到達目標

ドッグトレーナーとして、看護の知識と技術を習得した上で、飼い主に説明できることを目標とする。

授業計画（テーマ・内容）

看護に関する必要な知識と範囲とは 看護実習

バイタルサインについて 入院管理①

狂犬病と狂犬病予防法 入院管理②

狂犬病（DVD） 嘔吐と下痢①

人畜共通感染症について① 嘔吐と下痢②

人畜共通感染症について② 老化とケア

家に犬を迎える流れ 認知症とケア

外部寄生虫① 繁殖と遺伝病①

外部寄生虫② 繁殖と遺伝病②

動物病院の仕事の流れ 繁殖と遺伝病③

看護の精神と飼い主対応について 仔犬と子猫のケア

犬と猫の扱い方① ドッグトレーナーとしての看護の知識まとめ①

犬と猫の扱い方② ドッグトレーナーとしての看護の知識まとめ②

前期学習内容の総括 後期学習内容の総括

授業時間外学修
（事前・事後学習等）

授業にて習う分野の予習復習を行う。授業中に適宜指導する。

成績評価 評価点数80点以上をA、79点～70点をB、69点～60点をCとし、59点以下をD評価とする。ただしA、BおよびCを合格とし、Dを不合格とする。

第1.2版

教科書・テキスト なし

参考書 動物看護コアテキスト/ファームプレス　など

評価方法・基準 筆記試験および授業態度等から総合的に評価する
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